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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　放課後の西日が強まり始めた時刻。葛かつ本もと光みつ宏ひろは、校舎の屋上にひとり佇たたずんでいた。

　足をそわそわと揺ゆすり、落ち着きなく視線を動かす。時々思い出したように腕うで時ど計けいを覗のぞき込み、ポケットから手鏡を取り出しては、柄がらにもなく髪かみ形がたなどチェックする。

　大だい丈じよう夫ぶ。どこも変じゃない。

　震ふるえそうになる手で鏡をしまい、光宏は自分を納なつ得とくさせるように、一つ頷うなずいた。

　約束の時間は近い。もうすぐ「彼女」がここに来てくれる。

　生まれて初めて女子の下げ駄た箱ばこに手紙を入れた。文面はいろいろ悩なやんだけど、やはり「一番大事なこと」は自分の言葉で伝えたいと思い、呼び出すだけに止とどめた。

　──お話ししたいことがあります。放課後、第三校舎の屋上に来てください。

　それから授業が終わるまでの半日は、もう気が気ではなかった。

　我が人生初、一世一代の、女子への愛の告白だ。どんな言葉で伝えればいいだろうか。

　サンプルならいくらでも思い浮うかぶ。これまでさんざん遊んできたギャルゲーのテキストの中で、主人公が女の子に向かって打ち明けた台詞せりふが、次々と脳のう裏りをよぎっていく。

　どれでもいい。どれを叫さけんでも、ヒロインは必ず微ほほ笑えんで、頰ほおを赤らめてくれる。そして目め尻じりから小さく涙なみだをまき散らしつつ、ガバッと主人公に抱だきついて、「嬉うれしい。私も光宏くんのこと──」とか何とか。

　うん。そうなったらいいな。

「北きた原はらさん、頼たのむから早く来て……」

　自信満々の妄もう想そうとは裏腹に、光宏は震える声で小さく呟つぶやいた。

　呼び出したヒロイン──北原紗さ衣えはまだ来ない。

「北原さん……」

　それでもこうして名前を口にするだけで、胸が高鳴る。もうすっかり彼女の虜とりこだった。

　紗衣の特とく徴ちようを一言で表すなら、まったく捻ひねりすらないが、「美少女」以外の何ものでもない。おそらく彼女を知る人間なら、誰だれもがその喩たとえに深く同意することだろう。

　そう、彼女は美しい。優やさしげな瞳ひとみに小さな口、細い眉まゆがどこか日本人形を思わせる。普ふ段だんは澄すまし顔であまり表情を変えることがないが、べつに心が冷れい徹てつというわけではない。むしろ美び貌ぼうの崩くずれる瞬しゆん間かんが存在しないのだから、美人としてはアリだろう。

　その美貌を飾かざるのは、流れ水のように背にかかる黒のロングヘア。肌はだは白く、背は高く、黙だまって佇んでいるだけでも充じゆう分ぶん絵になる。

　強しいて欠点を挙げるなら、体型がそれほどグラマラスではないところか。しかし彼女には、そんな派手さと引き換かえに手に入れた、あり余るほどの気品がある。性格も真面まじ目めでおしとやか。いかにも良家のお嬢じよう様さま、大和やまと撫なでし子この鑑かがみといった風ふ情ぜいだ。

　いや、実際紗さ衣えはお嬢様なのだ。父親は大手美術関連企き業ぎようのトップを務め、母親はファッション界を担になう一流モデル。そんな組み合わせ、現実には存在しないだろうと思っていたけど、あるところにはあるものだ。そして紗衣自身もそんな両親の美的資質を継つぎ、その才能を絵画という方面にいかんなく発揮している。

　小さい頃ころから、絵を描かかせればコンクール入選は当たり前。今でもその腕を上げ、いずれは美術界を担う大物になるだろうと、その筋から期待されているらしい。さらに成績も優ゆう秀しゆう。クラスでも学級委員を務めている。そこら辺の生徒とは格が違ちがうのだ。

　そんな完かん璧ぺきな紗衣だが、何かの折には表情を崩すこともあった。具体的には、笑った時。本当にレアな瞬間だが、彼女がふと微笑むところを見られれば、光みつ宏ひろなど、それだけで幸せな一日になったものだ。

　だから──その微笑みを独り占じめにしたいと願った。

　今までずっと片かた想おもいだったけど。

　同級生にもかかわらず、面と向かえば緊きん張ちようして何も話せなかったけど。

　それどころか、クラスが同じということ以外、まともな接点すらなかったけど。

「大丈夫。きっと行ける」

　自己暗示をかけつつ、光宏はその時を待った。

　──僕、この告白が成功したら、北原さんをギュッて抱きしめるんだ。

　そして叫ぶのだ。たとえ世界が滅ほろびたって、決してきみを離はなしたりはしない、と。

　毎晩繰くり返してきた妄想を誓ちかいへと変え、彼は待ち続けた。
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　──僕、この告白が成功したら、北原さんをギュッて抱きしめるんだ。

「って、どう考えても思いっきり死亡フラグだったよな……」

　数時間後の自宅にて。

　葛かつ本もと光みつ宏ひろはこの上なく打ちひしがれていた。

　明かりを消した部屋のベッドに仰あお向むけに横たわり、あてもなく天てん井じようを見つめる。窓から差し込む夕ゆう陽ひが物悲しさを誘さそい、すぐに辛つらくなってうつ伏ぶせになると、今度は視界が枕まくらに埋うまる。

　真っ黒な闇やみは、思い出したくもない記き憶おくを延々と反はん芻すうさせるには最適だ。だから横を向けば、今度は床ゆかに放ほうり出された通学鞄かばんが目に留まり、さっきの学校での出来事を、嫌いやでも連想させてきた。

　逃にげ場なんてない。彼にとって、今日のダメージはことのほか大きかった。

「……失しつ恋れん、か」

　少しでも辛さが和やわらげば、と口に出してみたら、今度は涙が滲にじんできた。ほんと勘かん弁べんしてくれ、と思う。

　そう、失恋だ。生まれて初めての告白は、壮そう絶ぜつな玉ぎよく砕さいとなって幕を閉じた。恋愛とは、かくも厳しいものなのだ。

　これまで光宏にとって「告白」といえば、ギャルゲーやラブコメ漫まん画がのみに存在するシチュエーションの一つでしかなかった。アニメタッチのイラストの女の子が顔を赤らめ、両手で作った拳こぶしを胸の前に掲かかげて、思いの丈たけを打ち明けたり打ち明けられたり。で、それを機に二人はめでたく結ばれる──。それが告白だった。

　そんなシーンを再現すべく、何度も脳内で決め台詞ぜりふを練習し、万ばん全ぜんの態勢で挑いどんだというのに。

「はぁ……」

　それ以来何度目になるか分からない溜ため息を、今また漏もらす。

　現実の告白は、ギャルゲーとは次元が違いすぎる。当然だが。

　ふと時計を見ると、そろそろ六時も近い。もう寝ねてるのも辛くなってベッドから起きようとすると、そこで部屋の戸を叩たたく音がした。

　いったい誰だ、人が悲しみに悶もだえてる時に。

「ミックン、開けるよ？」

　聞き慣れた声とともに、無ぶ遠えん慮りよにドアが開け放たれ、電灯が点ともった。妹の佐さ和わだ。

　妹と言いつつも実は双ふた子ごである。しかも学校が同じで同級生ときた。そう言うと周りからは妙みように羨うらやましがられることも多いが、まあ、所しよ詮せんリアルな妹だ。世間一いつ般ぱんから見たルックスはともかく、気持ち的には可愛かわいいと感じたことすらない。

　まだ制服姿のところを見ると、部活から帰ったばかりか。確か文芸部だったはずだ。

「ねえねえミックン、ベソかいてるところ悪いんだけどさ、北原さんにコクったってホント？」

「うるさい」

　情報流れるの早すぎだろ、とうんざりしながら妹を睨にらみ返す。だいたい本当かどうかなんて、見れば分かるだろ。ベソかいてるんだから。

「そんなこと確かめるために部屋に入ってくるなよ」

「いいじゃん。だってさ、うちらの間じゃ話題騒そう然ぜんなんだよ。だからどうしても真しん偽ぎの程ほどが知りたくて」

「真偽って……北原さんに告白するのがそんなに変？」

　間違いなく学校一の美少女なんだから、そんな男子が一人ぐらいいたって当然じゃないか。

　だが、佐和はにやにや笑いながら首を横に振ふる。

「やだなぁ、北原さんに告白する男子なんていっぱいいるよ。しかも全員玉砕済み。今さらそんなんで話題騒然にはならないから」

　いったい何が言いたいんだ。ていうか、そんなに前例があったのか。なんかへこむ。

「あのねミックン、一番大事なのは、告白したのが他ほかならぬミックンだったってこと」

「……僕？」

「うん、キミ」

　だってほら──と妹の目は部屋中を泳いだ。彼女が何を言いたいのか、ようやく光みつ宏ひろには理解できた。

　本ほん棚だなに詰つめ込まれた美少女コミックとライトノベル、そして同人誌の数々。部屋の隅すみに積まれたゲームはすべてギャルゲー。リアルな壁かべに貼はられたポスターもアニメ絵の女の子ばかりだし、ついでに専門店で買ったアニメ少女のぬいぐるみまで──。

「もうね、あの時学校にいたすべての女子が、驚きよう愕がくと爆ばく笑しようのあまり引っくり返ったんだよ。二次元専門のミックンが三次元の女の子に目覚めた！　って」

「……あのさ、べつに二に次じ専せんになったつもりとか、ないんだけど」

　そりゃ確かに傾けい向こうは強いけど。

　ていうか小中とずっと男子校で、可愛くない妹を除けばリアルな女子に触ふれる機会なんてなかったし、合コンとかナンパとかもよく分からない世界の話だし、そりゃ思春期の恋愛欲求なんてラブコメ漫画とギャルゲーで補完する以外にないさ。

　……とまあ、それが光宏なりの言い訳なのだが。

「だいたい僕だけじゃないだろ？　こういう趣しゆ味みの男子は」

　ちょっと文化系の部活を探さぐればいくらだって見つかるはずだ。ていうか、春の体験入部先で山ほど見つけた。なのに、なぜ自分ばかりが槍やり玉だまに挙げられるのか理解できない。

　だいたいこのご時世、漫画やアニメで美少女が出ない作品なんてほとんどない。どんなに純じゆん粋すいな娯ご楽らくを求めたって、美少女を避さけて通る方が無茶だ。普ふ通つうに生きているだけで、こういう萌もえグッズは集まるだろう──。

　と言い訳はするものの、やはりぬいぐるみまで買ったのは行きすぎだったか。おかげで光宏は、少なくとも校内ではすっかり「二次元専門」で通っている。もっとも、彼のプライベートな趣味をクラス中に吹ふい聴ちようしていたのは、目の前の佐和に他ならないが。

　そう、悪いのはすべてこいつだ。こいつが学校で兄をネタにからかうから、周りの女子連中もそれに乗っかる。で、光宏は必要以上に肩かた身みの狭せまい思いをする。今どきオタクだっていう理由だけで、ここまで不ふ遇ぐうを味わっている男子も珍めずらしい。

　それと加えて一つ。光宏が唯ゆい一いつ、妹萌えにだけは陥おちいらなかったのも、こいつのおかげだ。

「で、北原さんからはどんなふられ文句をいただいたの？」

　……そう、こういうぶしつけな質問を平気でしてくるリアル妹のせいだ。

「何でそんなこと、お前に教えなきゃいけないんだよ」

「だってほら、気になるじゃん。もちろんミックンのことがじゃなくて、北原さんのことが。だってあれだけ美人で、いろんな男子からいっぱい告白もされているのに、彼氏がいるって話は聞かないでしょ。どんな具合になっているのかと」

「どんな具合って……そんなの彼女に直接訊きけばいいだろ？」

「そんなこと訊けるほど親しくないよ。それに、北原さんてちょっと近寄り難がたいし」

　確かに。北原紗さ衣えは、他の女子にはない奇き妙みようなオーラがある。喩たとえるなら神こう々ごうしいとでも言おうか──いや、それはさすがに惚ほれたがゆえのフィルター特盛り目線か。

　だが、彼女が周囲よりも一段高い位置にいるのは事実だ。生徒のみならず先生までもが、彼女を丁てい寧ねいに「北原さん」とさん付けで呼び、馴なれ馴れしく接しようとは絶対にしない。

　それに、とにかく気を遣つかう。彼女が廊ろう下かを歩けば誰だれもが自然と道を譲ゆずり、彼女が授業中に発言をすれば、誰もが私語を慎つつしんで耳を傾かたむける。

　とにかく失礼があってはならない──と、どことなくそんな気持ちになってしまうのだ。

　そう、紗衣はまさに高たか嶺ねの花。雲の上の存在に等しい。敬いこそすれ、対等にお付き合いできるような人ではないのかも──。

　そう考えると、やっぱり溜ため息しか出てこない。

「で、ふられ文句は？」

　兄の愁うれいなど無視して、佐さ和わは発言をループさせた。どうしてもそれを聞かなければ気が済まないのか。

　本当のところ、思い出すのは相当辛つらいのだが。

　数時間前、光宏に屋上に呼び出されて思いの丈たけを打ち明けられた紗衣は、端たん整せいな顔立ちを決して崩くずすことなく、静かにこう言ったのだ。

「『ごめんなさい。私は絵画にしか興味がないから』って……」

「へぇ、じゃあ二次専のミックンと同じだね♪」

「……お前マジで絞しめる」

　この瞬しゆん間かん、妹への殺意が大おお幅はばアップした。これだからリアルシスタープリンセスは困る。

「ていうか、こっちはふられて落ち込んでるんだから、茶化しにきたなら出てってくれよ」

　うんざりしながらそう言うと、佐和は「まあまあ」と至し極ごくテキトーななだめ方をした後で、「あそこ、更こう新しんされたよ」と何やら意味深な台詞せりふを口にした。

「あそこって……あそこ？」

「うん、ミックンが大好きなあのサイト」

　あのサイト──つまり、「ミラージュ・ネル」のことか。

　インターネット上には、二次元美少女を題材にしたイラストサイトが無数に存在する。運営者はプロアマ入り乱れているが、数で言えばアマチュアの同人イラストレーターが大半だ。「ミラージュ・ネル」は、そんな同人イラストサイトの一つだった。

　もっともアマチュアと言っても、その腕うではプロに匹ひつ敵てきする実力。デビューしてないのが不思議なぐらいだ。

　光みつ宏ひろはサイト開設時からのファンで、今でも更新されるたびにアクセスし、アップされた美少女の絵をしっかりパソコンに保存している。

　で、そこが更新されたのだ。よりによって、今日。

　そんなの見る気にもなれないさ──と言えない自分が悲しい。そりゃ男子だもの、心は動く。ていうか、このタイミングでそんなことをわざわざチェックして教えてくる妹には、悪意すら感じられる。

「おやおや、すっかりその気になってるね。うん、やっぱりミックンはリアルな恋れん愛あいを諦あきらめて二次元萌えの道を生きるべき──ああゴメンゴメン、ぶっちゃダメだってば！」

　兄の攻こう撃げきをかわすと、佐和は「晩ごはんまだー」と台所にいる母に向かって叫さけびながら、ようやく部屋を出ていった。

　やっと静けさが戻もどった。再び失恋の痛みに涙なみだする時間が訪おとずれた。

　……となればいいのだが。

「画像、保存しとこう……」

　その前にやることができてしまった。それも、個人的にはかなり重要な用件が。

　もっとも恋こい心ごころ破れた少年のやることが、ネット上にアップされた美少女イラストの確保とか、あまりに末期的ではないのか──と微かすかに自問もしたが。

　いいんだ。佐和の言うとおり、自分にはリアルな恋愛なんて向いてない。だったら絵の女の子に恋したっていいじゃないか。二次元相手なら思うままなんだから。

　そんな想おもいにそれなりの情けなさを感じつつ、光宏は机の方に移動すると、自分専用のパソコンを立ち上げた。モニターの壁かべ紙がみは、もちろん二次元美少女だ。

　当然ながら、目的のサイトには一発でアクセスできるよう設定してある。迷わずマウスをワンクリック。すぐさまディスプレイ上に、薄うす桃もも色いろと白を基調とした、淡あわいデザインのホームページが広がった。

　同人美少女イラストサイト、「ミラージュ・ネル」。管理人の名は歌うた川がわミウミ。

　間ま違ちがいなくペンネームだ。どことなく女性っぽいネーミングだが、この手の絵を描かく以上、たぶん男性だろう。まあ、作者の素す性じようは考えない方が賢けん明めいか。

「ええと、新作新作、と……」

　画面上に表示された小さなサンプル画像、いわゆるサムネイルというやつをマウスで一押し。これで目的のイラストが見られる。ただ、アクセスが集中しているのか、えらく重い。更新日はいつもこうだ。

　根気よく待っていると、やがてそこに一人の少女が現れた。もちろん二次元の。

「魔ま導どう士し見習い・カリン」というタイトルだった。

　ショートにまとめた栗くり色いろの髪かみに、幼さの残るあどけない表情。ＲＰＧの魔法使いをイメージしてか、頭に三角魔女ハットをかぶり身には薄うす紫むらさきの薄手のローブをまとっている。

　その下に見える衣服は、ノースリーブの黄色いワンピース。スカートはもちろんミニで、しかも足はシマシマニーソックスと来た。どれも現代的なものではなく、装そう飾しよく品と細部の縫ぬい方で中世ファンタジー風に見せているのが上手うまい。

　背は高くなく低くなく。しかしプロポーションは悪くない。全体的に薄着のせいで、ボディラインがよく見えているから、はっきりと分かる。過か剰じようなほどグラマラスではないが、全体的に均きん衡こうのとれた、言わば等身大の幼おさな馴な染じみにして同級生的なポジションを──何だか喩たとえが分からなくなってきたので、この辺で自重しておく。

　それはともかく、そんな子が頰ほおをピンクに染めながらこちらを見て、にっこり微ほほ笑えんでいるのだ。これにときめかずして男子を名乗れようか。

　気がつけば、光宏はすべての現実を忘れ、画像を食い入るように見つめていた。ある意味無む我がの境地だった。

「おっといけない。保存しなきゃ」

　ふと我に返ったのは、ドアの外でギシリと──たぶん佐さ和わの──足音がしたおかげだ。

　……覗のぞかれてないよな？　覗かれてたら恥はずかしすぎるんだけど。

　まあ、それはともかく。

「名前を付けて保存、と」

　光宏は手慣れたマウス捌さばきで専用フォルダに画像を落とした。続いて携けい帯たいからもアクセスし、低解像度に変へん換かんされたものを保存する。せっかくだからと待ち受け画像にも設定。パソコンに落とした方は後でプリントアウトして、クリアファイルに保管するつもりだ。

　ここまでやっているファンはどれぐらいいるだろうか。しかし、それほどまでに彼はこの作者──歌川ミウミの絵に惚ほれ込んでいた。

　同人美少女イラストサイト「ミラージュ・ネル」が開設されたのは去年の春先のことだ。ただ、当時は少し事情が違って、主にウェブコミックを中心に掲けい載さいしていた。

　やはりファンタジー風の世界が舞ぶ台たいで、しかし現代的な要素も多々あって、それが出てくる女の子の個性に一役買っていた。そして何より、そんな女の子達がとびっきり可愛かわいかった。光宏など、一目見るなりすっかり虜とりこになってしまったほどだ。

　だがその後の冬、サイトの移転を機に、コミックの展開は終しゆう了りようした。しかも、今まで閲えつ覧らんできた分がすべて削さく除じよされるという、衝しよう撃げき的な形で。きちんと保存していた光宏は、正直ホッとしたものだ。

　そして以降、「ミラージュ・ネル」は普ふ通つうのイラストのみを手て掛がけている。突とつ然ぜんの方向転てん換かんに多くの訪問者が戸と惑まどったようだが、歌川ミウミの絵は決して質を落とすこともなく、今なお新規のファンを獲かく得とくし続けている。

　中には、ミウミの描いたキャラクターを勝手に真似まねて描いているイラストサイトもあるほどだ。しかもその大半がエッチなもの。

　まあ、二次創作自体は同人界ではよくあることだが、一度興味本位でその一つを覗いてしまった光みつ宏ひろは、そこに展開されていた特とく殊しゆすぎるシチュエーションイラストに、トラウマを抱いだきかけた記き憶おくがある。

　例えば、タコに絡からみつかれて嫌いやがって泣いている女の子とか。どんだけ特殊なんだよという話だが。

　あれは──「ミラージュ・ネル・アナザー」とかいう紛まぎらわしいタイトルのサイトだった。おそらく一部の世界では大手だったようだが、やはりアレだ。原作に愛がありすぎると、二次創作を見るのが苦痛になったりもするのだ。

　あと、当時中学生だった自分にはまだ早すぎた。これでも結構純情なのだ。

「それにしても……いいな、この娘こ」

　パソコンのディスプレイで大きなサイズを眺ながめているうちに、光宏はつい口に出していた。失しつ恋れんの痛手を引きずってなお。いや、現実の失恋を経験したばかりだからこそ、目の前にある美少女のイラストは、彼にとって強きよう烈れつな誘ゆう惑わく力を秘ひめていた。

　こういう絵を見ていると、つい妄もう想そうを展開させてしまう。こんな娘がもし現実に現れて、自分のことを好きになってくれたら──。いろいろなシチュエーションが浮うかぶ。

　例えば朝起きたらいきなり横で寝ねていたり、そのまま学校についてきたり、人前で堂々と抱だきついてきたり。でもって格好が奇き抜ばつだから、やはり周りは奇き異いな目で見る。自分はそれが恥ずかしくて、女の子に「あんまりくっつくなよ」とか言うのだが、向こうは向こうでそんなことは気にもせず、薄うすいコスチュームのボディをピタリと密着させて、「えへへ、ミックン照れてる♪」とか「ねえミックン、このままずっとくっつ──

「ミックンご飯だよー……って、あらん、もしかしてお邪じや魔まだった？」

　突然ガチャリと音を立てたドアノブに反応して顔を上げると、双ふた子ごの妹が薄笑いを浮かべてそこに立っていた。

　見られた。妄想トリップ真っ最中の現場、すごい勢いで見られた。

　ああどうしよう。萌もえイラストを前にニタニタしてたなんて、またクラス中の女子に言いふらされて変質者扱あつかいされてしまう。いや、もしそれが北原紗さ衣えの耳にでも入った日には──恐こわすぎて想像できない。

　それでも兄の威い厳げんを保つべく、光宏は震ふるえる声を絞しぼり出し、厳おごそかに言う。

「……か、勝手に開けるな」

　もっと気の利きいた台詞せりふはないものか、と自分でも嫌になる。

「いいじゃん、減るもんじゃなし。ていうか、やっぱりそれでこそミックンだよね。北原さんに告白とか場ば違ちがいなことしてないで、美少女イラスト見ながら悶もん々もんとしている方がそれらしいっていうか、三次元恋愛なんか夢のまた夢っていうか──あ、ホントにぶった！」

　止めどなく溢あふれる妹の罵ば詈り雑ぞう言ごんを、とりあえず光宏は拳こぶし一つで黙だまらせた。佐和は頭を押さえて大げさに痛がってみせた後、「ご飯だから！」と叫さけんで居間へ逃にげていった。

　後に残された光宏は、ただ憮ぶ然ぜんと立ち尽つくすのみ。

「ああそうさ。三次元なんて夢のまた夢だよ……」

　一人だとつい卑ひ屈くつになる。

　数時間前のふられた記憶が、またも蘇よみがえってきた。

　告白を受けた時の紗衣の動かない表情とか、その後の何のためらいもない断り文句とか、少しも彼女の心を動かせなかった自分の魅み力りよくのなさとか、その様が女子の間で噂うわさされ冷やかされる羽目になっている現状とか──何もかもが苦痛だ。

　モニターをふと見れば、相変わらず魔導士見習いが魅み惑わくの笑えみを浮かべていた。

　光宏は力の抜ぬけた指でそっと電源を落とし。

　それから零こぼれた一筋の涙なみだを拭ぬぐい、静かに部屋を出ていった。




　その夜、光宏は不思議な夢を見た。

　パソコンのモニターがぼんやりと光り、そこから絵の少女が抜け出してくるのだ。

　机から降り立った彼女は、寝ている光宏のベッドに忍しのび寄り、布ふ団とんの中にそっと身体からだを滑すべり込ませてくる。

「──ミックン、辛つらいの？」

　そう訊きかれ、光宏はぼんやりと頭を縦に振ふる。

「だったら私が癒いやしてあげる。治癒ヒールの魔法はまだ上手うまく使えないけど、でも……こうして一いつ緒しよにいれば、きっと心が温まるから」

　そして小さな手で優やさしく頭を撫なでられた。髪かみを梳すいてくれる指が心ここ地ちよかった。

　光宏は──何も答えぬまま少女を抱きしめ、再び眠ねむりに落ちた。
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　男子として終わった感の強い夢を見た翌朝。

　目が覚めたら、夢は現実になっていた。唐とう突とつだが。

「ふぁ～。おはよ、ミックン」

　そんなあくび交じりの挨あい拶さつをされて、横たわったまま目を開けると、すぐ間近に添そい寝をしている二次元美少女の姿があった。

　栗くり色いろのショートヘアにあどけない寝起き顔。着てるワンピースは程ほどよく寝乱れ、形よい胸の谷間が垣かい間ま見みえている。もちろんナマの肌はだではない。淡あわい肌色にデジタル処理で影かげを施ほどこした、立体化したイラストのような肌。

　光みつ宏ひろは首を傾かしげた。何しろこちらも寝起きだから、頭がまともに働かない。

「あれ、抱だき枕まくらがしゃべった……」

　そう呟つぶやいてから、そういえば自分はまだ抱き枕には手を出してなかったっけ、と思い直す。

　ていうか、何だコレ。

「あの……」

　そう言いながら、光宏は恐おそる恐る目の前の女の子に手を伸のばしてみた。とはいえ、よくあるシチュエーションに倣ならっていきなり魅惑の谷間ＶＡＬＬＥＹへ突とつ撃げきする──なんて度胸はないから、とりあえず剝むき出しになった丸い肩かたへ。

　ちょん、と指で触ふれてみる。

「ふゅんっ」

　変な萌えボイスを上げながら、女の子が肩をすくめた。そして、そこにははっきりとした感かん触しよくがあった。

　そう、感触があったのだ。一見二次元に見えるけど、しっかり３Ｄ化しているとでも言おうか。むしろ美少女フィギュアとでも言おうか。でも肌がとっても柔やわらかい。

「な、何これっ？」

　もっともな反応を口にして、光宏は思わずベッドから転げ落ちる。

「何のキャラ？」
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　ついでに一いつ般ぱん向けではない戸と惑まどいの台詞も出た。でもしょうがない。絵なんだし。

　状じよう況きようが理解できないまま、まずはこれが誰だれなのかを懸けん命めいに考える。

　あの深夜アニメのキャラは違ちがう。半月前に出たあの萌もえファンタジーゲームも違う。週刊少年誌に絶賛連れん載さい中のあのラブコメ漫まん画がも違う。そうじゃなくてもっと最近、本当につい最近見たような気が──っていうか昨日の絵じゃないかこれ？

　はたと思い出した。歌うた川がわミウミ作の魔導士見習い少女だ。

　そうだ、顔の輪りん郭かくとか目の配置とか、ミウミのタッチとまったく同じだ。他ほかにあり得ない。何しろパソコンから抜け出してきてたじゃないか。夢で。

「……って言っても、納なつ得とくできないよなこれ」

　横たわる少女を前に、光宏はさらに眉まゆをひそめる。あれはあくまで夢だ。現実なわけがない。

　そもそも絵は普ふ通つう抜け出さないだろ。でもって現実にここに女の子がいる以上、これはコスプレをしたリアルな女の子であるべきだろ。でもこの子は絵だ。どう見ても絵だ。ハイスペックなゲーム機が見せる精せい巧こうなポリゴンＣＧと同じだ。現実の人体としてはあり得ない漫画タッチで描えがかれた女の子が、立体化してここにいる。

　髪の毛が一本一本分かれてない。間近で見ても毛穴がない。鼻の穴すらない。まさに本物の二次元少女だ。それが現実にここにいるってことは、ああそうかとうとう発はつ狂きようしたのか僕は。

　……などという光宏の混乱など気にも留めず、女の子は普通にゆっくりと上体を起こし、気き恥はずかしそうな笑顔で谷間を隠かくす。

　身体からだの下に、見覚えのあるローブが敷しかれている。彼女はそれを引っ張り上げて肩に羽織ると、改めて光宏の方に向き直った。

「驚おどろかせてごめんね、ミックン。わたしカリン。ミラージュ・ネルっていう世界に住んでる魔ま導どう士し見習いなの。でも魔法の実験に失敗しちゃって、開いた亜あ空間ゲートに吸い込まれて、こっちの世界に──」

　丁てい寧ねいな自己紹しよう介かいだった。「カリン」といえば、確かに昨日の絵のタイトルにもなっていたっけ。

　いや、だからってこの状況は受け入れ難がたい。むしろ今の声を聞いた限り、自分の願望が狂きよう気きとなって現実に押し寄せてきたという可能性が強くなった。

　何しろ声に聞き覚えがあるのだ。お気に入りの某ぼう女性声優とまったく同じボイスだ。

「あー、これはまぼろし、まぼろし……」

　光宏は己おのれに言い聞かせ、辺りをきょろきょろ見回す。ええと、この場合どうするべきだろう。病院に問い合わせる？　でもその前に学校行かなきゃ。ていうか着き替がえなきゃ。ああ、目の前に女の子がいるよ。着替えられないよ。うーん、でも幻まぼろしなんだし、目の前で脱ぬいじゃっても構わないのかな？

「あのきみ……」

「カリンって呼んでね♪」

　頰ほおをピンク色に染め、カリンが微ほほ笑えみ返した。ああもう、どうしてくれようコレ。

「えと、カリンちゃん。……脱いでいい？」

　光宏が恐る恐る訊たずねると、彼女は「うん！」と元気よく頷うなずいて、そのままニコニコしながらこちらを眺ながめている。光宏の言葉が理解できてないのか。それとも自分のことなんか気にせず脱いじゃえってことなのか。

　光宏は、震ふるえる指で自分のパジャマのボタンに手をかけた。はらりと前がはだけ、自然とその下に隠されていた貧ひん弱じやくな胸むな板いたが露あらわになる。女の子にじっと見られながら脱ぐのって、すごく緊きん張ちようする。せめて向こうを向いてくれてると助かるんだけど。

　と、思った時。

「きゃ」

　いきなりカリンが真っ赤になって、顔を背そむけた。

「ご、ごめんね、気づかなくて。そう、ミックン脱ぐんだよね。わたしむこう向いてるから、えっと……いっぱい脱いでいいよ？」

「そんないっぱい脱ぎません……」

　そう言いながらも、これで着替えやすくなった。ていうか、何で幻げん覚かく相手に気を遣つかってるのかは謎なぞだが。

　光宏は急いでパジャマの上を脱ぎ捨てると、続いて順当にズボンに手をかけた。二次元美少女の前でパンツ一つの姿になるこの気持ち。何というか、寝ね起おきに味わうものとしては複雑すぎる。

　そんなことを思っているところで、ついにアクシデントは起きた。

　ガチャリ、とノックもなしにドアが開かれたのだ。佐さ和わだ。

「ミックンおはよー。騒さわがしかったけど何かあっ……」

　た、と言い終える前に、妹の言葉は止まった。

　そこで彼女が見たものは何だったか。もしカリンが光宏だけの幻影なら、実際この部屋には半はん裸らの光宏が一人いるだけのはずだった。しかし、もしカリンが現実に存在している二次元少女で、この無礼な妹の目にも映ったのだとしたら──。

「お、お母さん来て……」

　いきなり半泣きになって、佐和はなぜか母を呼んだ。

「ミックンが変なグッズ買ってる……」

　そう言いながら、フラフラと居間の方へ歩いていく。

「グ、グッズって何！」

　光宏は慌あわてて叫さけんだが、まあ、たぶんカリンのことに違いない。つまり彼女の実在が証明されたわけだ。自分は狂くるってなどいなかった。

　……はいいけど、それどころじゃない。妹に見られただけでも最悪のこの光景、母親にまで見られるわけにはいかないだろどう考えても。

「カリンちゃん！」

「ふぁい！」

　顔を真っ赤にしながらカリンが返す。こちらの焦あせりが伝わってか、向こうもろれつが回らなくなっている。

「すぐに隠れて！」

「え？　でもわたし、ステルスの魔法とかすごく苦手だし──」

「押し入れでいいから！」

　とにかく彼女を見られまいと、光宏はカリンの手を取った。女の子の手を摑つかむなんて、幼よう稚ち園えんのお散歩以来だったけど、あいにくこの状じよう況きようではときめくどころじゃない。むしろ早く何とかしなければと必死だった。

　一いつ瞬しゆん、カリンが本当にいなくなればいいのに──と思った。

　しかし光宏を身勝手と責めるわけにはいかないだろう。いきなり何の前まえ触ぶれもなくベッドに謎の二次元少女が現れて、それを家族に見られ誤解されたのだ。ラブコメ漫まん画がならともかく、リアルに起きる事件としては相当まずい。多感な時期の男子なればこそ、さらなる精神的ダメージは避さけたい。

　だから光宏は願った。カリンが消えることを。

　そして──。

「……え？」

　目の前で、カリンが消えた。

　ふっと、テレビでも消すかのように。

　触れていた手の感かん触しよくさえ消しよう滅めつし、ただ後には何も残らない。気がつけばいつもどおりの朝の部屋に、光宏は呆ぼう然ぜんと半裸で立ち尽つくしていた。

　今のは……何だったんだ。

　考えようにも分からない。すべて幻だというならそれでいいだろう。でも、佐和ははっきりとカリンの姿を見ていた。じゃあいったい──。

　ふとドアが開かれ、妹と母親が顔を覗のぞかせた。

　光宏は二人の視線を適当に誤ご魔ま化かすと、急いで制服に着き替がえた。
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　結局朝の怪かい事件は謎のまま、光みつ宏ひろは家を出た。

　クラスの友達とは家の方向が違ちがうし、同じ通学路を利用する生徒の大部分は知らない顔ばかりだから、登下校はいつも一人だ。もちろん妹と一いつ緒しよに仲良く引っ付いて──ということもない。ラブコメ漫画じゃあるまいし。

　で、一人だとやはりあれこれ考えてしまう。

　いったいなぜあんな娘こが現実に現れたのか。もし「ミラージュ・ネル」という異世界が本当に存在して、カリンの言うようにそこから亜あ空間を通って来てしまったのだとしても、それでは二次元であることが説明できない。

　そもそも「ミラージュ・ネル」は、歌川ミウミが管理している同人サイトの名だ。異世界とかじゃないはずだ。

　だとしたら──昨日の夢は手がかりにならないか。

　昨日、光宏はカリンがパソコンから抜ぬけ出てくる夢を見た。つまり、あの絵が実体化したのだ。そう考えれば実に納なつ得とくが──。

「……いくわけないだろ」

　生徒でにぎわういつもの通学路を歩きながら、光宏は呟つぶやく。

　納得できるか。絵はあくまで絵だ。そりゃあ、絵の中の女の子にいろんな妄もう想そうを抱いだいて青春を絶賛謳おう歌か中だったとはいえ、それはあくまで妄想で止とどまるべきもの。そこから先に進展することはない。望んだってできない。

　現実には三次元のリアルな女の子しかおらず、そのリアルな女の子を相手に全力で挑いどむのが、現実の恋れん愛あいなのだ。

　そんな現実の歓よろこびも苦しみも、光宏はつい最近味わったばかり。その熱も冷めやらぬうちに、絵の中の女の子が具現化するなどという、わけの分からないことが起きるなんて。

　どうすりゃいいんだ。ていうか、どうしようもないけど。

　まあ、カリンはすぐに消えたのだし、深く考えるのはよそう。ちょっと不思議なことが起きて、すぐに終わった。それだけの話だ。

　光宏はそう思い直し、足を速めた。

　そして──新たな問題に行き当たってしまった。

　確かにこの通学路、見知った顔に出会うことはほとんどない。ただ、「ほとんどない」は、逆に言えば「少しある」ということ。そう、唯ゆい一いつの例外にして最大の難関がここに待ち受けていることを、彼はすっかり忘れていた。

「北原さん……」

　数メートル先に北原紗さ衣えの後ろ姿を見とめ、光宏は思わず足を止めた。

　この通学路、彼女も利用しているのだ。

　すらりとした伸のびやかな体たい軀くをバランスよく揺ゆらし、紗衣が歩いている。昨日の放課後、告白した光宏をふって屋上から去っていく時と、何も変わらない足取りで。

　これは……声をかけるべきなのだろうか。

　迷う。昨日までならこの道で彼女を見るたびに、声をかけたい、もっと近づきたいと、素す直なおに思えたのに。こうして後ろ姿を盗ぬすみ見ながら歩くだけでもわくわくしたのに。今はもう、視線を投げかける勇気すらない。

　しかし同級生だからこそ、逃にげ場がないのも事実だ。

　告白してふられた相手を前に、どんな顔で接すればいいのか。すべてが初めての状況なだけに、光宏にはその立ち回りが分からない。昨夜、妹にもさり気なく相談してみたのだが、「普ふ通つうにしてりゃいいじゃん」と素っ気ない返事が返ってきただけだった。

　普通って何だ、と思う。そもそも自分は、昨日まで紗衣とまともに話をしたことなんか一度もなかったのだ。手の届かぬ存在として、毎朝一歩離はなれた後ろから憧あこがれの目で見つめていただけに過ぎない。

　もしこれから先、彼女の前で普通でいろと言うなら、それは自分にとって、まったく素知らぬ顔の赤の他人でいろということになる。

　そんなこと、できるはずがない。たとえふられた相手とはいえ、紗衣は光宏にとって、掛かけ替がえのない大切な存在であることには違いないのだから。

「あーあ、何で恋こいなんかしちゃったんだろう……」

　心に抱く熱い情熱とは裏腹に、そんな情けない台詞せりふがつい口をついて出てしまう。それもまた、気弱な男子の本音には違いなかった。

　そして──この独り言が仇あだとなった。

　こちらの声を聞きつけてしまったらしい。数歩先を歩いていた紗衣が、急に振ふり返ったのだ。

「あら、おはよう葛かつ本もとくん」

「き、北原さん！　……おはよう──ございます」

　なぜか敬語で対応してしまう光宏を、紗衣はいつもの澄すました面おも持もちを変えることなく一いち瞥べつする。そして、何を言うでもなく前へ向き直り、すたすたと先へ歩いていく。

　べつに彼を避さけているわけではない。これが、彼女にとっての「普通」なのだ。

　むしろ挨あい拶さつしてもらえただけ進展があった、と言うべきか。もっともこの進展は、ここで打ち止め確定なのだが。

　急な不意打ちにろくな挨拶もできないまま、光宏は紗衣を見送る羽目になった。

　いや、なりそうだった。

「待って、北原さん！」

　このままじゃダメだ、という勢いだけの強きよう迫はく観かん念ねんに突つき動かされて、彼は叫さけんだ。突とつ然ぜんの大声に、周りを歩いていた他の生徒達が何事かと振り返る。が、そんな目を気にしていては負けだ。

「……何？」

　紗衣が振り向き、表情一つ変えず訊きいてきた。

「あ、あの、昨日は……ごめん」

　なぜか詫わびの言葉が出た。謝る理由はよく分からなかったけど、光宏にとっては、この台詞こそがまず必要と感じた。

　たぶん、恋をしてしまってごめん、ってことなんだろう、と自分で納なつ得とくしてみる。

　紗衣は小さく首を傾かしげ、「どういたしまして」と、丁てい寧ねいに返した。

「でも、葛本くんが謝る理由は分からない。私の方こそ、ご期待に添そえられなくてごめんなさい」

「あ、いやそんなことは決して！」

　真っ赤になりながら、光宏は首を横に振った。

　紗衣はその懸けん命めいなジェスチャーをたいして眺ながめるでもなく、再びこちらに背を向け、学校の方へと歩き出す。

　──そ、素っ気なさすぎる……。

　光宏は肩かたを落とし、この場から立ち去りたくなる気持ちをどうにか堪こらえて、そっと後をついていく。距きよ離りにして約二メートル。紗衣は黙だまって進む。

　近づくことは許されず、遠ざかるには気が引けて、中ちゆう途と半はん端ぱな間合いを保ちながら。

　しかし彼女はもはや振り返らない。そう、現実の女の子は、自分なんか相手にしてくれないんだ。

　この瞬しゆん間かん、光宏の心は卑ひ屈くつな感情に支配された。

　そして──求めた。

　今朝起きがけに出会った、あの衝しよう撃げきを。

　リアルな世界にひょっこりと現れた二次元の美少女を。

　同時に携けい帯たい電話が激しく振しん動どうした。

「わ、着信？」

　思わずポケットから引っ張り出し、ボタンを押す。その時確かに光宏は見た。待ち受け画像として登録してあったカリンのイラストが、彼に向かって何か叫ぶのを。

「……どいよミックンっ！」

　ひどいよ、と彼女はもう一度叫び。

　その両手を光宏に向かってグイと伸のばした。

　抱だきしめられた。携帯電話の中から伸びてきた、女の子の白い腕うでに。

「わっ、なにっ？」

　思わず悲鳴を上げる光宏の身体からだに、何か重たいものがのしかかる。柔やわらかくて温かな、今まで何度も妄もう想そうしてきたあの感かん触しよくが、彼を包み込んだ。

　重さに耐たえきれず、アスファルトの上にどさりと仰あお向むけに崩くずれ落ちる。しかし痛みを覚えている間はない。すぐ目の前に、自分を押し倒たおしてベソをかいているカリンの顔があるのだから。

「ひどいよミックン、なんでいきなり消しちゃうの？」

「か、カリンちゃん……？」

　まただ。また出た。また出てしまった。

　何だかよく分からないけど、また自分の前に二次元の女の子が飛び出してしまった。

　ほぼゼロメートルの距離から、潤うるんだ瞳ひとみで見つめられている。可愛かわいい二次元の女の子に抱きつかれて、その弾はずみで押し倒されて。だったら男子として言うべきことは一つなのだけど、でもそれを言ったらあまりにベタな台詞せりふを返されそうで恐こわいけど。

　しかしお約束として、光宏は、やっぱりそれを口にする。

「カリンちゃん。お、重いよ……」

「ひどいよミックン、わたし重くないもん！」

　ほら、やっぱりそう言い返された。

「とにかくどいて……」

　どうにかカリンの身体を押しのけ、光宏は起き上がる。とはいえまだ安心できない。何しろここは通学路のど真ん中。多くの生徒が今の光景を目撃してしまっている。

　ざわざわと、周囲で囁ささやく声がする。特に女子勢の。

「ねえあれ見てよ、絵だよね？」

「携帯電話から出てきたよ。どうなってんの？」

「ていうかあの子、一年の葛かつ本もと光みつ宏ひろじゃない？」

「あ、文芸部の佐さ和わちゃんのお兄さんで二次専の？　そうか道理で」

　ちょっと待て、自分はどこまで有名人なんだ。あと、二次専だからってだけでこの事態を納得するな。どう見ても怪かい奇き現象だろこれ。

　憤いきどおる光宏。だが、それだけでは済まなかった。

　紗さ衣えがこっちを見ていた。いつもの冷静沈ちん着ちやくな表情を盛せい大だいに崩し、目を針のようにとんがらせて。

　ああ、ついに彼女が僕に振ふり向いてくれた。すごく悪い意味でだけど。

「……葛本くん」

　彼女は震ふるえる声で、光宏に訊たずねた。

「それ──どういうこと？」

　怒おこってる。明らかに怒ってる。そりゃそうだよな。告白されてふった相手が、その翌日に二次元の女の子と萌もえシチュ再現プレイなんかしてた日にゃ、どんなに割り切った心の持ち主だってカチンとくるよ。

　ああ、でもこんな強制三角関係に振り回される少年の図って、以前どこかで見た気がする。たぶん、ラブコメ漫まん画がの中で。

「ち、違ちがうんだ北原さん」

　光宏は、漫画どおりに主人公役の台詞で応対した。

「何がどう違うの？」

「いや、この娘こはただ──」

　しかし光宏に言い訳する暇ひまはない。そこはカリンの仕事だ。目の前にいるリアルな少女が恋こい敵がたきと察してか、相手を牽けん制せいするように光宏にギュッと抱きつき、少し得意げに言う。

「わたしカリン。ミラージュ・ネルっていう異世界から、ミックンのお嫁よめさんになるために来たの！」

「カリンちゃん、それ朝と設定変わってる！」

　魔ま法ほうの実験に失敗して流されてきたんじゃなかったのかオイ。

「え、じゃあミックンは、わたしがお嫁さんじゃイヤ？」

「いや、潤みながらそう訊きかれても困ります……」

　素す直なおにノーと言えない光宏は、言葉を濁にごしてやり過ごす。たぶん普ふ通つうの男性なら、相手が二次元の時点でノーなんだろうな、とは思うけど。

「じょ、冗じよう談だんじゃないわ！」

　そして紗衣が声を荒あらげた。こんなに憤る彼女を見るのは初めてだった。

「そんな勝手なマネ許さない！　あなたになんか渡わたすもんですか！」

　衝撃的な台詞が、彼女の口をついて出た。

　思わず光宏は、我が耳を疑った。

　え、今何て言ったの北原さん？　あなたになんか渡すもんですか？

　それって、嗚あ呼あ、まさかのまさかですか。自分は今二人の女の子からまっしぐらなんですか。男子冥みよう利りに尽つきる体験をしてるんですか。夢じゃないんですか。噓うそじゃないんですか。これ全部、僕が脳のう味み噌そだけになってコンピューターに繫つながれて強制的に見せられているシミュレーションとか、そんなオチもう認めません。ありがとう神様、本当にありがとう。

　──などと美酒に酔よいしれることができたなら、どんなによかったか。しかしこの状じよう況きようを堪たん能のうするほど、光宏は場数を踏ふめてなかった。

　ほんのわずかな充じゆう実じつ感よりも、感情を剝むき出しにした女二人の方が恐こわすぎた。こうなればもう、道は一つしかない。

「わぁぁぁぁっ！」

　情けない悲鳴を上げ、光宏はあらぬ方向に走り出す。紗衣もカリンもその場に置き去りに、ただ足の向くまま息の続くまで走り続ける。

　潔いさぎよいほどの敵前逃とう亡ぼうだった。

　ラブコメの中で幾いく度どとなく目まの当たりにし、憧あこがれ続けた三角形の修しゆ羅ら場ば。しかし現実に起きれば、ニヤける要素なんてまったくない。光宏は今日、その事実を嫌いやというほど思い知ったのだった。




　　　　４




　歌川ミウミ様




　初めまして。突とつ然ぜんのメールですみません。

　僕は葛かつ本もと光みつ宏ひろといいます。都内のＫ区Ｒ高校に通う一年生の男子です。いつもミウミさんのサイトを楽しく見てます。去年「ミラージュ・ネル」がオープンした時からずっとファンで、イラストも、あの時のウェブコミックも大好きでした。今でも更こう新しんを毎日楽しみにしてます。

　なのですが……ちょっと困ったことが起きてしまいました。ええと……いきなりこんなことを言っても信じてもらえないかもしれませんが、ミウミさんが昨日アップした「魔導士見習い・カリン」のイラスト、ありますよね？　あのカリンちゃんが、絵から抜ぬけ出してきてしまったんです。

　……すみません、怒らないでください。でも、噓じゃないんです。いきなり朝起きたら部屋にいて、一度は消えたんですが、すぐにまた携けい帯たい電話から飛び出してきて……あ、携帯の待ち受けをカリンちゃんの絵にしてたからです。現に今、待ち受け画面は真っ白です。抜け出したカリンちゃんはすぐ近くで笑ってます。なんか僕に異様に懐なついてて……。

　すみません。いたずらでも何でもなく、真実なんです。もし可能でしたら、この娘こを引き取ってもらえないでしょうか。今僕がいる場所は──




　　　　＊




　携帯電話からメールの送信を終え、光宏はひとまず息をついた。

　真っ昼間の公園である。結局学校へは行けなかった。

　果たしてこれで解決するだろうか。文章に起こした途と端たんに噓臭くさくなってしまったこの状況。絵を描かいた当人に連れん絡らくするのが一番とは思ったけれど、やはり冷静に考えてみると無理な可能性が高い。

　普通怒おこるだろ。どこから見たってイタズラメールだ、これは。

　それにもし信じてくれたとしても、歌川ミウミが都内に住んでいて、すぐ引き取りにきてくれるとは限らない。何しろ相手はインターネットの向こう側。極端な話、海外在住の可能性だって捨てきれないのだ。

「でもまあ、何か解決策でももらえれば……」

　わずかな希望を口にしてから、光宏はその足をベンチの方へと向けた。

　メインの遊歩道から逸それたひと気のない場所だ。そこに、カリンが待っていた。

「ただいま。ジュース買ってきたよ。ピーチでいいんだよね？」

「ありがとミックン。一いつ緒しよに飲も？」

　手から缶かんジュースを受け取り、プルトップの蓋ふたを開けて口をつけるカリン。唇くちびるの動きをつい目で追ってしまった光宏は、慌あわてて視線を逸らすと、自分の缶を弄もてあそびながら、彼女の隣となりに腰こしを下ろした。

　紗さ衣えはどうにか撒まいた。でも、カリンからは逃にげられなかった。

　だってこの娘こは、常に携帯の中ここにいるのだから。公園で荒い息をついていた光宏の前に飛び出してきて、ギュッと抱だきついてくるぐらいお手の物だったのだから。

　しかしこれで確信した。このカリンという女の子は、絵そのものなのだ、と。

　異世界から来たというのはあくまで設定。本当はこのイラストから何らかの仕組みで抜け出してきた、真の二次元美少女なのだ。

　そんなことを考えていると、光宏の飲み始めたジュースに目をやったカリンが、無む邪じや気きに微ほほ笑えむ。

「ねえねえミックン、わたし、そっちのオレンジ味も飲みたいな」

　うん、それはつまり缶を交こう換かんして、ちょっとしたトキメキシチュエーションを実行してくれようとかいうサービスですか。でも今はとてもそんな気分になれないし、でもちょっと興味はあるし、やっぱり彼女が缶に押し付けている唇の形はすごく気になるし。

　……ダメすぎる。

　心の中で呟つぶやき、光宏は内心崩くずれ落ちる。何なんだこの自制心のなさは。相手は絵だってのに。いや、それとも絵なればこそなのか？　じゃあやっぱり自分は二次専なのか？

　紗衣に申し訳が立たない。さっきの彼女、すごく怒ってた。

　──あなたになんか渡わたすもんですか。

　そう言って、睨にらんでいた。

　あの言葉……やっぱりそういう意味なのだろうか。

　昨日はふった僕のことを、本当は好きだったというのか。でも、じゃあなんでふったんだろう。素す直なおじゃないから？　ツンデレ？　いわゆるツンデレ？　北原さんは真正のツンデレだった？　ああ、ツンデレってリアルにやられると紛まぎらわしすぎて困るなぁもう。

「ミックンミックン、何すごくにやけてるの？」

「ううん、何でもないよ」

　カリンに言われ、光宏はすぐさま現実に立ち返る。いや、二次元少女と公園のベンチでジュースを飲むのが現実かと問われれば、イエスと答える自信はまったくないけど。

　そんな二次元少女に言い寄られ、それを受けて紗衣に嫉しつ妬とされ──。光宏はふと、この現実がすべて偽いつわりのように思えてしまう。

　昨日からメチャクチャなことしか起きてない。何なんだ、これは。

「ねえカリンちゃん、一つ訊きいていいかな」

　どうして抜ぬけ出してきたの、と光宏は訊たずねた。

　カリンは可愛かわいらしく小首を傾かしげた。それだけだった。

　分からない、か。

　いや、そもそもこの娘は、自分が絵だとは認にん識しきしてないのかもしれない。あくまで「異世界から来た少女」という設定なのだ。

　だとしたら、この娘自身には抜け出てきた原因などない。もっと他ほかにある。

　例えば──そう、例えば自分があまりに二次元少女を追い求め続けていたせいで、現実の失しつ恋れんをきっかけに、妄もう想そうを具現化させてしまうような不思議なスキルを身につけてしまったとか。うん、そういう展開ならあり得るか。でもってこれから先も次々と二次元の女の子を呼び出して、自分とその娘こ達と紗衣との間で三角ならぬ多角関係にいやどこのラノベだよそれ。

　自問自答を繰くり広げつつ、ジュースをすする。と、その味がいきなり桃もも風味に変わっていることに気づいた。

「す、すり替かえられた？　いつの間に？」

　そんな。せめて飲む前に意識させてほしかったのに、とカリンの方を見る。だが、彼女が飲んでいるジュースは自分が渡したピーチ味のまま。彼女が勝手に交換したわけではないようだ。

　うん？　だったら自分が飲んでいたオレンジジュースはどこへ？

「あーキミ、こっちこっち」

　すぐ横から声がした。振ふり返ると、いつの間にかそこに一人の少女が佇たたずんでいた。

　見慣れない子だった。漆しつ黒こくのショートヘアに黒いリボン。オタク街やコミケ会場でもないのに、見目も派手な黒いゴスロリなど身にまとっている。さらに肩かたから黒いレースを羽織り、こちらを見つめている瞳ひとみも黒目がち。何もかもが黒一色だ。

　背は低く、まだ幼い印象を受ける。中学生か、ギリギリでも自分と同じぐらいの歳としだろう。

　ついでに言うなら、結構可愛い。加えて彼女は三次元。

　その子が右手に光宏のオレンジジュースを持って立っている。一方でなぜか左手にぶら下げたヒヨコのぬいぐるみは何なのか。オコサマ的演出？

「何てこった。期待してた間接キッスを見知らぬ女の子に奪うばわれた──とか思ってる？」

　少女はにやりと笑い、光宏の心の中をそのまま口にした。

「ど、どうしてそれを！」

「いいねキミ、分かりやすくて。やっぱり二次専の男の子はウブでなくっちゃね」

　そう言ってジュースを一気に飲み干す。ちょっと待て、なんでこの子は自分の性せい癖へきを知ってるんだ。もしや同じ学校？　いやいや、こんな目立つ女子、一度も見たことがない。

　ていうか自分は二次専じゃない。断じて。

「不思議そうな顔してるね」

「当たり前だろ。きみ誰だれだよ」

　光宏のもっともな質問に、しかし彼女はまたもニヤリと笑う。何やら意味深だ。

「さっきメールくれたじゃん、葛本光宏くん」

　少女は自分の携けい帯たい電話を取り出し、答えた。

「絵の女の子が抜け出しちゃったから迎むかえに来て、って。言われたとおりに来てあげたよ」

「え……じゃあ君がもしかして……？」

　歌川ミウミ──だと言うのか？

　それは本当なのか。本当に、あの萌もえイラストレーターの歌川ミウミだと言うのか。もっとこう、何と言うか、ペンネームとは裏腹な不健康成年男子的なイメージを勝手に持っていたのだけど……。

「ふふ、驚おどろいた顔してるね。まさか同年代の女の子が描かいてるなんて思ってなかった？」

「うん……。いや、あの、はい……」

　憧あこがれの絵師を前に、つい光宏は緊きん張ちようする。すぐ傍そばではカリンがきょとんとした顔でミウミを眺ながめている。彼女の方は、目の前の人物が誰なのかなんて、分かりもしてないだろう。自分が絵だってことすら自覚できてないんだから。

　そんなカリンの前に移動したミウミは、小さな身体からだを屈かがめ、二次元少女の顔を真っ向から見み据すえた。

「迎えに来たよ、カリンたん」

「はあ。あなたは誰？」

「キミの婿むこ」

　……は、いま何と？　あと、たんって言った？

　思わずギョッとしてミウミを見る。彼女の目は、カリンを前にして妖あやしく据すわっている。

「ええと、歌川先生──？」

「おっと、同人作家相手に『先生』は余計だよ、光宏くん。それよりさ、キミなんだよね？　カリンたんを絵の中から呼び出したのって」

「それは……よく分からないんですけど」

　いきなり言われたって困る。だいたいどういう仕組みで抜け出してきたかなんて知らないわけだし。

「あのさ、要するにキミが、このカリンたんの存在をすごく求めたんでしょ？　見ててハァハァしちゃったんでしょ？」

「ハァハ……」

　専門的な言い回しを面と向かってされ、光宏は赤面する。しかも言ってる相手は同世代の女子だし。何かこう、今日は間ま違ちがったことがいろいろと起きている気がする。

「絵を求めれば絵はそれに応こたえる。これ即すなわち、歌川ミウミの画力の賜たま物もの」

　大おおげさな言い回しをしでかしてから、ミウミは「説明終わり」と、あっけらかんと言い捨てた。いやちょっと待て。それだけなのか。

　つまり「私の絵が上手うますぎるから、その絵のキャラに萌えると抜け出てきちゃうよ」ってことか。そんないい加減な仕組みでいいのか。だいたいこの絵、ネットで世界中に配信されてるんじゃないのか？　ちょっとしたウィルス？　対二次元ヲタ用サイバーテロ？

「というわけでカリンたん」

　これ以上の疑問は無視とばかりに、ミウミはカリンに声をかけた。

「うん、なに？」

「ちょっと立って」

　言われるままに立ち上がるカリン。座りっぱなしの光宏の首横で、ワンピースのミニスカートがふわりとはためく。ああ横目でマジマジと観察したい。

「光宏くん、いい具合に反応してるねぇ」

　若いってステキ、とミウミは笑った。光宏はまたも赤くなる。

　カリンはまったく状じよう況きようが呑のみ込めないまま、相変わらず首を傾かしげている。

「えっと……わたしに何か用？」

　そしてミウミに訊たずねた。この見知らぬ少女を前に、少し警けい戒かいするような口ぶりで。

「うん、用」

　ミウミはそう言って、おもむろに制服のポケットから何かを取り出した。

　ペン──のように見えた。

　メタリックなブルーのボディが指の中で光る。それだけなら普ふ通つうの高級そうな文ぶん房ぼう具ぐだが、よく見れば、先せん端たんには黒い芯しんがない。

　ただのペンではない。おそらくはデジタルイラスト作成の必ひつ須すアイテム、ペンタブレット。言うなれば、ペンの形をしたマウスだ。

　なるほど、こんな物を持っているなら、この少女は歌川ミウミ本人かもしれない。でも、だからって公園のど真ん中でペンタブなんか取り出す必然性はないわけで。

　いったいそれで何を──と光宏が様子を見ていると、彼女はいきなりペンタブの先端を、ぐいとカリンの身体に押し付けた。

　とりあえず、胸に。

「きゃっ、何するの！　やだ、ちょ、動かさないで！」

　いきなりの狼ろう藉ぜきを受け身み悶もだえするカリン。同時に光宏もまた、生まれて初めて見るよからぬ光景を目まの当たりにして、軽く身悶えする。

　なんだこれ。いったい何が始まったって言うんだ？

「あの、ミウミさん……？」

「なに光宏くん」

「……何してるんですか？」

「んなもん決まってんじゃん」

　シュッと勢いよく筆を滑すべらせ、ミウミは得意げに言った。

「──描き直しリペイントだよ」

　ペンタブの離はなれたカリンの胸部分に、はっきりと変化が起こっている。肌はだのラインに沿うようにして服のしわが大量に走り、その下に隠かくされた柔やわ肌はだの輪りん郭かくを細部までくっきりと浮うき出させる。しかも──ちょっと胸のボリュームが増してないか？

「や、やだっ！」

　ちょっとしたボディペインティングと何も変わらなくなった胸を両りよう腕うでで抱だき、身を屈かがめようとするカリン。だがその身体からだに、ミウミの筆は容よう赦しやなく再来する。

　彼女が狙ねらうのは主にコスチュームだ。まずローブの色がタブレットのワンクリックで透とう明めいになった。続いてノースリーブの肩かた紐ひも。こちらはだらしなく緩ゆるまされ、丸い肩からすぐにでもずり落ちそうなバランスへと変化する。さらになだらかな腹目がけてペンを一ひと突つき。そのまま撫なでていくと、形のいいオヘソが服の上からはっきりと目視できるようになった。

「ちょっと何するの！　やめて！　助けてミックン！」

　顔を赤らめ悲鳴を上げるカリン。自分でも懸けん命めいにもがいて抵てい抗こうするが、ただでさえ短かったスカートの丈たけをさらに三割ほど削けずられ、ついに膝ひざを抱かかえてその場にペタリと座り込んだ。

「もうやだぁ……」

　もはや半はん裸らも同然の姿だ。いっそう剝むき出しになった腕と脚あしに赤みが差し、玉の汗あせが浮いている。これも描かき込まれたものだが。

　と、そこでミウミが顔を上げてこちらを見た。その時自分がどれほど間の抜ぬけた顔をしていたか──光宏は想像もしたくなかった。

「どうよ光宏くん」

「よ、よせ……」

　辛かろうじて、それだけ言ってみた。

「息荒あらいよ？　よせって言われても説得力ないなぁ。ハァハァ」

　ミウミはただ笑う。そう言う自分まで息が荒い。

　ていうか、こいつ何しに来たんだ。自分のキャラにセクハラしに来たのか？

　とにかくこのままではカリンが可哀かわい想そうだ。光宏は己おのれの自制心に叱しつ咤たしつつ、上着を脱ぬいで掛かけてやろうと、うずくまる彼女に近づく。だがそれよりも先に、ミウミが動いた。

　ペン先がカリンの頭を捕とらえた。

　まるで、その「脳」を狙うかのように。

「これにてリペイント、完かん了りよう」

　カチッと音がした。

　その瞬しゆん間かん、カリンはビクリと身を引きつらせ。

　それから、おずおずと顔を上げてこちらを見てきた。

　その様子に光宏は息を呑む。ついさっきまで無む邪じや気きに光宏にじゃれついていた彼女が、すっかり変わっていた。

　顔が異様なまでに紅潮している。桃もも色いろを通り越こし、まるで熱でもあるかのように。

　いや、実際熱があるのかもしれない。ミウミ以上に息を荒げ、涙なみだを浮かべた瞳ひとみでまっすぐに光宏を見上げている。そして湿しめった半開きの唇くちびるが、ゆっくりと彼の名を呼んだ。

「……光宏──さま」

「さ、さま……？」

　ミックン、ではなく？

「光宏さま……」

　主あるじに傅かしずく召めし使いのように、カリンは朱しゆに染まった手を伸のばしてきた。

「お、お願いです。光宏さま。私を──私を＊＊＊＊てください！」

「な、何を言った今っ！」

　思わず伏ふせ字になるほどの衝しよう撃げき的な台詞せりふだった。

　こんなことってあるのか。あのカリンが──あのカリンが、迂う闊かつに文字に起こしづらいほど積極的な言葉を口にするなんて！
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「ミウミさん、カリンちゃんどうなっちゃったんですか！」

「だからさぁ、リペイントだってば。修正したんだよ、私の好みに」

　ミウミは平然と言い返す。しかしその笑えみはどことなく邪悪さを増している。むしろこれが本ほん性しようとでも言うように。

「何ならもっと脱がす？　光宏くんの好みも反映させてあげるよ？」

「い、いりませんそんな気き遣づかい！　だいたい何でこんなことを──」

「愚ぐ問もん」

　ピシャリ、とミウミは言い捨てた。その指先でペンタブレットをくるりと一回転させ、何のためらいもなく。

「萌もえイラストって、エロくて何ぼじゃん」

　それは明らかに──歪ゆがんだ発言だった。

　そんなわけがない、と光宏は言い返そうとする。しかし、今のカリンの姿がそれを阻はばむ。彼女を前にして、自分が少なからず高鳴りを覚えているのは確かなのだ。

「異論はないよね？　単に可愛かわいいだけのイラストなど萌えにあらず。キミみたいな二次専男子が真に求めているのは、こういうひたすらエロエロな娘こなんだよ」

「よ、よせ。僕はそんなこと──」

「求めないの？」

「ああ求めない。だいたいこれじゃカリンちゃんが可哀想だ」

「可哀想って、キミ」

　くすり、とミウミは嘲あざ笑わらった。

「これ、絵だよ？　人格とかないんだよ？」

　酷ひどいことを、彼女は笑顔でさらりと言った。

「そんなことはない！」

「あるよ。だってほら、私が描かき直しただけで簡単に変わっちゃったじゃん。それに今までだって、全部キミの妄もう想そうに忠実に動いてたでしょ？」

　僕の、妄想──？

　言われて光宏はドキリとする。

　思い当たることが多すぎた。朝いきなり一いつ緒しよのベッドに寝ねていたり、着き替がえる男子を前にして慌あわてたり。学校までついてこようとしたり、人前でギュッと抱だきついたり。突とつ然ぜんお嫁よめさん宣言したり、ジュースを交こう換かんしたがったり、重くないもんとか叫さけんだり──。

　すべて、自分が望んだシチュエーションじゃないか。

　ああ、それに大事なことが一つあった。彼女は──消えてほしいと思ったら消えたのだ。

　何てことだ。カリンの行動が、ただ光宏の願望を忠実になぞっていただけだったなんて。

　光宏は愕がく然ぜんと彼女を見下ろす。

　絵だ。この子は絵なのだ。固定された人格など存在しない、ただの絵なのだ。

　だからこそ、ミウミはカリンを容易に描き変えた。それも、彼女好みの姿に。

「分かったでしょ？　遠えん慮りよなんかすることないんだよ」

　ミウミが横から囁ささやいてくる。まるで闇やみから生まれた漆しつ黒こくの悪あく魔まのように。

「好きにしちゃっていいんだよ。脱がそうが抱きつこうが、もうやりたい放題だよ」

「だ、駄だ目めだよそんな……」

　それでもなお、光宏は頑かたくなに拒こばんだ。ともすれば振ふり切れそうになる精神を抑おさえながら。

　これは誘ゆう惑わくだ。かつてエデンの園そのでリリスがリンゴの実をイブに与あたえたように、今また罪は繰くり返されようとしているのだ。自分が手を出せば、瞬またたく間に神はお怒いかりになるだろう。そして取り返しのつかないことをした自分はこの世界を追われ──いや、ちょっと喩たとえがオーバーかもしれないが。

　しかし大事なことだ。心から絵の少女を愛せる光宏だからこそ、侵おかさざるべきラインは見み据すえなければならない。

「……断る」

　厳おごそかに、彼は答えた。事前にそっと生なま唾つばを飲み込んだのがばれてなければいいけど。

「なんで？」

　ミウミが不満げに問い返す。

「絵なんだよ？　何を我が慢まんしてんの？」

「なんでって、駄目なものは駄目だ。確かにカリンちゃんは絵だし、僕の妄想が反映されただけの存在かもしれないけど──だからって、そこに付け込んで酷ひどいことをするなんて最低だよ。だいたい君はカリンちゃんの作者なんでしょ？　自分の描いた絵をこんな風に扱あつかって、それでいいの？」

「何その発言。高一だからって、キミちょっと青すぎじゃない？」

　じゃあお前はいくつなんだ、と思わず訊たずね返したくなった。ミウミはどう見ても自分と同年代。何かいろいろと突つき進んだ思想を身につけているけど、青い云うん々ぬんより前に変質者もいいとこだろうが。

「とにかくこの娘こを元に戻もどしてよ」

　なおも身み悶もだえするカリンに、光宏は上着をそっと羽織らせる。だがその手をカリンが摑つかみ返す。まっすぐ引っ張り、自分の胸むな元もとへ導こうとしている。

「よ、よすんだ！」

　慌てて手を引いた。意い気く地じなし、とミウミが毒づいた。

「意気地なさすぎるよ、キミ。この歳としの男の子ならもっと本能に身を任せるべきだよ。私が今までに見てきた漫まん画がもギャルゲーもラノベも、主人公の男の子はみんなそうだったよ？」

「それ、対象年ねん齢れいいくつだよ……」

「さあね。しーらないっと」

　光宏のツッコミを軽く流し、ミウミは自分の携けい帯たい電話を取り出した。待ち受け画像に変なものが映っている。絵だろうが、人間を描いたものではない。

　全身赤一色の、グネグネした軟なん体たい動物。ていうかタコ。

　いったいなぜそんなものを──。

「キミの意気地がないからこの子に任せる。私の力作。とくとご鑑かん賞しようあれ」

　その言葉と同時に、待ち受け画面が黒い光を放った。

　にゅるり、と吸きゆう盤ばんの並んだ触しよく手しゆが飛び出した。

　タコだ。よりにもよって、こいつまで抜ぬけ出してきた。

　外見は親しみやすくデフォルメされているが、本体の塊かたまりだけで二メートルはある。ここまででかくて許されるのは、タコ焼き屋の看板ぐらいだ。

　いや待て。タコって、まさか──。

「もしかしてキミは……」

　目の前でうねうねと躍おどっている軟体動物を前にして、光宏は思い出した。

　確かこんな絵を描いていたやつがいた。いつか見た、「ミラージュ・ネル」の二次創作サイトの管理人だ。サイト名は確か──。

「ミラージュ・ネル・アナザー」

　ミウミ自ら思い出させてくれた。

　いや……こいつはミウミなんかじゃない。歌川ミウミのキャラクターを利用して己おのれの特とく殊しゆな趣しゆ味みを全開にさせているだけの、真っ赤な偽にせ者もの。

「改めて自己紹しよう介かいするね。『アナザー・ミウミ』──これが私のハンドルネームだよ」

　ニセミウミはそう言ってなおも嘲あざ笑わらった。

「そう、ご推察どおり、私は本物のミウミじゃない。でも、本物のことはよく知ってる。ハッキングしてメールを盗ぬすみ見れるぐらい近しい存在」

「メールを……？　じゃあまさか、さっき僕が送ったやつも？」

　間ま違ちがいない。あれを見たからこそ、こいつはこの公園を嗅かぎつけることができたのだ。しかもそこまでしてミウミに執しゆう着ちやくするなんて、もうただの二次創作者じゃない。

「もしかして、ストーカーか」

「失敬だなぁ。ファンだってば」

　噓うそつけ。

　光宏がそう思ったのもつかの間、ニセミウミの口から衝しよう撃げきの事実が語られた。

「ていうか、去年までは私もミウミだったんだけどね」

「……どういうことだよ、それ」

　意味が分からなかった。去年といえば、本物の「ミラージュ・ネル」がオープンした年だ。その時この女は歌川ミウミだった、と……？

「不思議そうだね。うん、種明かしするとね、もともと『歌川ミウミ』ってのは、私と相あい方かたの二人で使ってた共同ペンネームだったの」

　非常に辻つじ褄つまの合う説明を、彼女はした。

　共同ペンネーム──といえば、コミック界では時々見かける。複数の人間が協力して一つの作品を描えがき、一つのペンネームで発表するのだ。もっとも大たい抵ていは、作風の違いによる喧けん嘩か別れや、著作権の問題やら何やらで後にゴタゴタしてしまうけど……ってそんなことはどうでもいいか。

　で、ここにいる少女は「元・歌川ミウミ」なのだ。

　当時のコンビは解散したのだろう。現に初期の作品群がウェブ上から削さく除じよされている。何よりの証しよう拠こだ。

「今ミウミを一人でやってる元相方はね、あんたと同じで甘かったんだよ」

「甘いって……つまり純情だったと？」

「自分で言いなさんな。でもま、そうだね。絶対に行きすぎたエロには手を出さない。二次元少女はあくまで純じゆん粋すいに可愛かわいがるだけ──。ったく、どんだけ緩ゆるいんだかね。だいたい萌もえイラストに対する男達の欲望は年々高まってんのよ？　これを利用すれば訪問者数は急上じよう昇しようするし、同人誌もバカ売れ間違いなし。プロデビューだって夢じゃない。画力は充じゆう分ぶんなんだしさ。それに何より、そういう欲望丸出しの絵の方が描いてて楽しいじゃん」

　それはそうだが、欲望の度合いは人による。

「……でも、相方はキミと同じで、それを望まなかった」

　元ミウミは、少しだけ寂さびしそうに言った。

　で、コンビを解散したのだ。歌川ミウミの名はここにいる少女から剝はく奪だつされ、もう一人の相方にすべて引き継つがれた。

　なるほど、そこまではいい。でも、だからって「アナザー」はないだろう。コンビ時代の未練を引きずっているのか、それとも今のミウミに対する嫌いやがらせか。いや、ひょっとしたらこの子はこの子で、純粋にミウミの描く二次元少女に欲望をぶつけているだけかもしれないが。

　ただ、さすがに本人宛あてのメールを盗み見るのは拙まずいと思う。ストーカーだし。ハッカーだし。

　彼女の歪ゆがみっぷりは相当なものだ。辟へき易えきする光宏に、ニセミウミは気を取り直すかのように微ほほ笑えんだ。

「とにかく、せっかくだからこのショーを見てってよ。本物のタコプレイなんてそうそうお目にかかれないよ？」

「いや、本物以外だってそうそうお目にかかれないだろ。だいたい何でタコなんだよ」

「何言ってんの。タコ×女の子は日本の伝統じゃん」

　そうなのか？　知るかそんなこと。

「ていうか、よせ！」

　カリンを庇かばうように、光宏は両りよう腕うでを広げて、迫せまるタコの前に立ちはだかった。

　邪じや魔ま者ものを前に、タコはその漏ろう斗とをいっそう尖とがらせて、威い嚇かくするように触しよく手しゆをブンブンと振ふり回す。でかさもあって、間近で見るとかなり恐こわい。できれば体当たりでも何でもして追い払はらいたいけど……ちょっと触さわる気にはなれない。

　臆おくしているうちに隙すきができた。タコの触手は光宏の脇わきをすり抜ぬけ、まっすぐにカリンへと向かう。

「ああっ！」

　脳のう味み噌そが痺しびれるようなステキなボイスを上げ、ついに彼女は羽は交がい締じめにされてしまった。

　捕とらえた乙おと女めを引き寄せて、タコは無ぶ遠えん慮りよにその巨きよ体たいをのしかからせようとしている。もう触りたくないなんて贅ぜい沢たくは言ってられない。何としても引き剝はがさなければと、光宏は暴れる軟なん体たい動物に組みつく。

　タコだけにぬるぬる滑すべる。嫌だったらありゃしない。それに加えて、すぐ目の前で真っ赤になったカリンが身み悶もだえしてる様は何とかならないものか。

　極力見ないようにしてはいるけど。うん、これが男子としてのマナーなんだ。たぶん。

　それでも助けるには無理がありすぎた。何しろタコとは言え、相手はある意味巨大な怪かい物ぶつ。高校生が力ずくでどうにかできる代しろ物ものじゃない。

　光宏はすぐにそれを理解し、別の方法を考え始めた。何かないか。例えば──。

　ふと、ニセミウミの手にある不思議なペンタブレットが目に入った。

　そう、あれだ。敵は所しよ詮せんただの絵。だったらあのペンタブレットを使って、無力化できるかもしれない。

「なぁに？　もしかしてコレを奪うばおうとか考えてる？」

　図星すぎた。どこまで勘かんがいいんだ、こいつ。

「無む駄だだよ。キミの画力がどれほどのものか知らないけど、生なま半はん可かな技術じゃ、この道具は使いこなせないから」

「やってみなきゃ分かるもんか！」

「うーん、熱血するのは結構なんだけど、やっぱ無理だね。私が知る限り、このペンを使いこなせるのは、日本でもたった二人だけ。ああ、もちろんそのうちの一人は私だから」

　得意げだ。あまりにも得意げだった。それでも光宏は、最後の希望にかけようとした。

　ニセミウミに駆かけ寄り、勢いよくペンタブレットをもぎ取る。彼女は何の抵てい抗こうもしない。光宏はその余よ裕ゆうぶりに顔をしかめながらも、急いで指に力を込こめ、最後の希望となった青い道具をタコに向かって突つきつけた。

　──が。

「……これ、どうやって使えばいいんだ？」

「ほらダメじゃん」

　ニセミウミの笑い声が絶望感を煽あおった。

　だけど仕方ないじゃないか。いくら二次専と言われたって、見ると描かくとじゃ大おお違ちがい。ペンタブレットなんて、知識でどういうものかは知っていても、実際に使ったことはおろか、握にぎったことすらない。もっとスラスラと絵を弄いじれるものと思ってたのに、いくらなぞっても何も起きないなんて。

「くそっ、何か反応してくれ！」

　叫さけびながらむやみに振り回したら、弾はずみでカリンの身体からだをつついてしまった。

「ひゃんっ！」

　あ、反応してくれた。あまり関係ない形で。

「だ、だめだ……」

　もうどうしようもなく、光宏はその場にへたり込む。本当に、このまま手をこまねいて見ているしかない。ごめんカリンちゃん、僕が中ちゆう途と半はん端ぱなイラスト萌もえ野や郎ろうだったばっかりに、君をこんなヒドイ目に──。

　諦あきらめかけたその時だ。

　視界の端はしに、誰だれかが立った。

「──なってないわね」

　静かに、しかし怒いかりだけははっきりと孕はらませ、その人物は一言呟つぶやいた。

　光宏にとっては、聞き覚えのある声だ。

　顔を上げると、そこにはやはり。

「……北原さん？」
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　北原紗さ衣えの姿があった。

　学校には行かず直接ここへ来たのだろう。その手に鞄かばんを提さげたまま、美しき令れい嬢じようは、光宏とカリンと、ついでにニセミウミを睨にらみ据すえていた。

「北原さん、どうしてここに？　ていうか来ちゃダメだ！」

　光宏は慌あわてて叫ぶ。今ここで展開されている光景は、ちょっと女の子には気軽に見せられない。それにこのヘンタイオクトパスが、紗衣をターゲットにしないとも限らない。

　しかし彼女は動じてなかった。むしろ──むしろすべてを理解しているかのように前へ進み出て、光宏の手からペンタブレットを取り上げる。

「葛かつ本もとくん、シロートは下がってて」

「シ……？」

　今の単語は何？　素しろ人うと？　いったい何における素人？

　だが疑問だらけの彼を無視し、紗衣は手に取ったペンタブレットを、ニセミウミに向かって投げ返す。ヒュンと音を立てて飛んでいったそれを受け止め、ニセミウミが今までにないほど嬉うれしそうな笑え顔がおを見せる。

「……紗衣、来ちゃったんだ」

「久しぶりね、月つき代よさん」

　月代──というのか、あのニセミウミの本名。

　いや、でも待て。紗衣が何でそんなことを知ってるんだ。二人はどういう関係だ。

「北原さん、あの子はいったい……」

　光宏は訊たずねた。

　紗衣は、答えてはくれない。

　ただタコまみれになっているカリンを一いち瞥べつし、眉まゆをひそめ。

「──許さないわよ」

　そう言って、鞄から何かを取り出した。あれはピンク色に光る、やはりメタリックなペン型の──って、おいまさかちょっと待て。

　光宏の心に湧わいた小さな疑念は、すぐに確信へと変わった。

　紗衣がマイペンタブレットを手に、はっきりと叫んだのだ。

「みんなして私のカリンを勝手にいじるなんて！」

　私の、と言った。私のカリン、と。

　それが意味するところとは──信じたくないけど、一つしかない。

「北原さん……もしかしてきみが、歌川ミウミなのか！」

「そうだけど？」

　あっさりと肯こう定ていされ、光宏は全身を戦せん慄りつで震ふるえ上がらせた。

　でも、事実なればこそ、いくつかの謎なぞもはっきりする。例えばニセミウミこと月代が紗衣と知り合いだったのは、もともと相方同士だったからだ。紗衣が突とつ然ぜんこの公園の場所を嗅かぎつけてきたのは、光宏のメールを読んだからに違いない。

　それから、さっきの「あなたになんか渡わたすもんですか」という大だい胆たん発言の意味。

　あれは、カリンに光宏を渡すのではない。その逆だ。自分のカリンを光宏に取られそうになったから、光宏に向かって言った台詞だったのだ。

　辻つじ褄つまが合った。だが──。

「そんなことって……あり得ない」

　光宏の理性はこの驚きよう異い的な事実を頑かたくなに拒こばもうとした。

　そりゃそうだ、歌川ミウミの正体があの北原紗衣だなんて、絶対にどうかしている。彼女は学校一のマドンナじゃなかったのか。気高くて清せい楚そで気品があって、学校中の男子の憧あこがれを一身に受け、しかしその誘さそいには決して応こたえてくれない高たか嶺ねの花じゃなかったのか。葛本光宏史上初の三次元ではなかったのか。

　それが──。

　それが、ネット上で大だい活かつ躍やく中の萌もえ美少女イラストレーターだったなんて。いいのかこんなことがあって。

「なぜだ北原さん！　なぜきみがそんなことを！」

「ちょっと葛本くん、それはどういう意味かしら？　この私が萌えっ娘こを描かいてハァハァしてはいけないの？」

「だめです！　北原さんが萌えっ娘とかハァハァとか言わないでください！」

　すべて幻げん聴ちようであってくれと願い、光宏はひたすら泣き叫さけぶ。あり得ないあり得ないあり得ない。北原さんがコッチの世界の人間だったなんて、カリンが現実の世界に出てきてしまう以上にあってはならないはずなのに。

　あ、でも昨日告白した時、言ってたっけ。「私は絵画にしか興味がない」って……。

　なんてひどいオチだ。まんまじゃないか。

　ひとり愕がく然ぜんとする光宏。だが紗衣はそんなことなど構いもせず、月つき代よに向かって怒りの視線を投げかける。

「さあ月代さん、私が来たからには、あなたの好き勝手にはさせないわ」

「くく、いいよ紗衣。すでにカリンたんには私の煩ぼん悩のうをたっぷり染しみ込ませ済みだもの。キミに塗ぬり替かえられるものなら、塗り替えてごらん！」

「大した自信ね。でも、どんなにあなたが筆を走らせても、私の愛するカリンはただ一人だけよ」

　原作者を尊重なさい、と紗衣は叫んだ。光宏にはもう意味が分からなかった。

　そして紗衣が動く。ピンク色のペンタブレットをまっすぐ伸のばし、宙の見えないキャンバスに何かを描いていく。赤く輝かがやくぼんやりとした光──いわゆるオーラか。

「さあカリン、目覚めなさい。私の望むままの姿に！」

　彼女がそう叫んだ瞬しゆん間かん。

　タコに埋うもれていたカリンの身体からだから、赤い光が迸ほとばしった。

　紗衣がキャンバスに描いたものと同じだ。

　その光はどれほど強力なのか。衝しよう撃げきに耐たえきれず、タコが瞬またたく間に弾はじけ、千切れ飛ぶ。続いて中から現れたのは、薄うす紫むらさきのローブを朱しゆに染めはためかせたカリンの勇ゆう姿し。

　服も体型も元に戻もどり、加えて強い意志を秘ひめた眼まな差ざしと、全身から溢あふれる魔ま力りよくの波動が、彼女の力を物語っている。つい先ほどまで身み悶もだえしていたとは思えない。さらに言うなら、朝から光宏にじゃれついていた時ともまるで別人だ。

　この力強き少女こそ、原作者である紗さ衣えが望んでいたカリンだったということか。

「カリン、大だい丈じよう夫ぶだったかしら」

　いろいろと危険なことになっていた持ちキャラに、紗衣が訊ねる。だがカリンは振ふり返ってにこりと笑い。

「うん、ボクなら平気。助けてくれてありがとね、お姉さま」

　……どこからツッコめばいいのか分からない台詞せりふを返してきた。

　ええと、要するに自分と紗衣とでは、好みの属性が少し違ちがう──ということでいいのだろうか。

「そう、私のカリンは一いち人にん称しよう『ボク』！　これしかあり得ないのよ、葛かつ本もとくん」

　大おお真面まじ目めな顔でそう断言した紗衣は、再び月代に向き直り、続ける。

「そして、見習いのくせにとても強い。これも王道よね！」

「へぇ、それじゃ試ためしたげるよ！」

　月代の筆から新たにタコ二号が繰くり出される。こちらはこちらでまったく外見が違う。一匹ぴき目がデフォルメなら、二匹目はリアルだ。吸きゆう盤ばんの付き方や身体のたわみ方はもちろん、ぬめりといいざらざら感といい、でかすぎることを除けば本物そっくり。

「見なよこれ！　テクスチャを一いつ切さい使わずに表現したこの素す晴ばらしい質感を！」

　月代は月代で間違った方向に技術を走らせていた。
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　でもって、そんなアレなものを見ていながら、女の子らしい悲鳴一つ上げない紗衣に引く。

　いや、紗衣だけではない。この凶きよう悪あくタコを前に、まったく動じないのはカリンも同じ。

　ローブをバタバタとはためかせ、ついでにかなりスカートもはためかせ──これもやはり紗衣の趣しゆ味みだろうが──、両手の平に光をまとい。

「冥めい王おうの名のもとに命ずる！　邪よこしまなる妖よう魔まよ、その身を業ごう火かに焼き焦こがせっ！」

　和訳された呪じゆ文もんとともに、まばゆい光が解き放たれた。

　公園中に轟ごう音おんが響ひびき、膨ぼう大だいな熱が光宏の横顔を焼いた。衝撃に思わず目を細める中、勝利を確信して微ほほ笑えむカリンと、相変わらず真顔でうっとりしている紗衣の姿が垣かい間ま見みえた。
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　戦い──らしきものが終わった公園は、再び静けさを取り戻していた。

　紗さ衣えとカリン。そして呆ぼう然ぜんとする光宏。三人が黙だまって各おの々おのの位置に立ち、互たがいを見つめ合っている。

　月つき代よの姿はない。まさか今の魔法で消し飛んだか。

「ふん、覚えてなよキミ達っ！」

　……と思ったら、かなり遠くの方から罵ば声せいが飛んできた。見ればはるか十メートル先から、月代がこちらを睨にらんでいる。何て逃にげ足が速いのだろう。

「今度こそ煩ぼん悩のう地じ獄ごくに叩たたき落としてやるんだから！　いーっだ！」

　いーってあんた、コドモか。

　呆あきれる光宏の視線など構わず、彼女はヒヨコのぬいぐるみを振り回して走り去っていった。

　ちょっと泣いていた。やっぱりコドモだ。

「逃げられちゃったね、お姉さま」

　ふと、カリンが悔くやしそうに言った。何と言うか、普ふ通つうに悪役を取り逃がした正義のヒロインの台詞だ。

「月代さんはきっとまた来るわ。油断は禁物よ」

「うん、分かってるよ、お姉さま。ボク負けないもん！」

「うんうん。そうよねそうよね。……ああやっぱりボクっ娘こって最高だわ。戦うととても強いけど、心が幼すぎて恋こいとかにはまったく無知で、女の子相手に無む邪じや気きに抱だきついてくるような子犬みたいな感じよね。ねえ葛本くん？」

「いや、こっちに振らないでください……」

　光宏は軽く悶もん絶ぜつしながら答えた。

　いや、自分としてはもっとこう、ストレートな属性の方が愛せるというか愛されたいというか。そもそもそういう細かい設定があるなら、絵と一いつ緒しよにテキストもアップしてくれとか、むしろウェブコミックを再開させて設定面をフォローしてくれとか。ああそんなことはどうでもいい。それよりすごく大事な質問があるんだけど。

「北原さんが──ミウミさんなんですよね？」

「そうよ。悪い？」

「べつに悪くはないですよ今さら。ただ……教えてください。これって何なんですか？」

　カリンを指さし、光宏は最大の疑問を口にした。

「絵よ」

　紗衣は当たり前のことを答えた。

「……それは知ってます」

「じゃあ訊きくまでもないじゃない。絵よ。眺ながめて萌もえるための絵よ。それ以外の何ものでもないわ」

「でも抜ぬけ出してきてるじゃないですか」

　理り屈くつを説明してほしいのだ。紗衣の画力がありすぎるからとか、不思議なペンタブレットの力だとか、光宏の妄もう想そう力が特とく殊しゆなスキルになったとか、何でもいいから納なつ得とくできそうな説明を。

「どういう仕組みでそんなことが……」

「知らないわ」

　あっさりと、紗衣は首を横に振った。知らないってあんた、張本人だろう。

「知らないものは知らないわよ。でも、今までもしょっちゅう抜け出していたわね。私が自分で描かいた絵にときめくたびに」

「自画自賛ですか。文字どおり」

「べつにおかしいことじゃないわ。自分の煩悩をストレートに表現してこその萌えイラストだもの」

　堂々と肯こう定ていされてしまった。せめて恥はじらいぐらいは見せてほしいのだが。

　だがそこでふと、紗さ衣えは表情を曇くもらせる。

「ただね、今回は違ちがったのよ」

　そしてカリンと光宏とを交こう互ごに見やり。

「私のところに出ずに、葛かつ本もとくんのところに出てしまったの。こんなの初めてよ。これはどういうことかしら。まさかあなた、私以上にカリンに萌えたの？　作者であるこの私以上に？」

　そんなの光宏には答えようがない。紗衣がどの程度自分の絵に入れ込んでいるかなんて分からないし、感情なんだから比べられるものでもないと思う。

　一つ言えるのは──自分が紗衣に失しつ恋れんしたショックで、ちょっとタガが外れていたということだ。それが転じて、紗衣以上の二次元萌え能力を引き出され、本来彼女のもとに出るはずだったカリンを奪うばってしまった……ということか。

　いや、そう納得したところで、やっぱりわけが分からない。もう細かな仕組みとか、深く考えるのはやめにした方がいいかもしれない。

　現状を一言で説明するなら簡単なのだ。光宏と紗衣とカリンの間で三角関係になっている。これだけだ。

　ただし、矢印の向き合い方がメチャクチャだけど。

「さ、カリン。帰りましょう」

　紗衣はそう言うと、横っちょでポカンとしている二次元美少女の手を取って歩き出す。帰るって、どこへ行く気だ。

「北原さん、学校は？」

「何を言ってるの葛本くん。学校と二次元とどっちが大事？」

　それは……比べろというのか。

「私はね、昨日からずっとあなたにカリンを取られっぱなしで悶もん々もんとしていたの。今日はもう家に帰ってずっとイチャイチャするから。じゃあね」

「い、いちゃいちゃですと……？」

　いったいどんなことをするんだ──じゃなくて、ああもう何が何だか。

　光宏の見守る中、徐じよ々じよに二人は遠ざかっていく。紗衣は振ふり返ることなく。カリンも振り返ることなく。つくづく自分は女子と距きよ離りがあるのだな、と彼は溜ため息をつき、それから思う。

　女の子って、外見じゃ何も分からなすぎる。北原さんは同人作家で、カリンちゃんはボクっ娘で。三次元はおろか、二次元さえ自分の思いどおりにはなってくれない。

「一次元の女の子、どこかにいないかな……」

　もう何も信じられず、心からそう呟つぶやいた。

　──と、その時だ。不意に紗衣が振り向いた。

　遠くからこちらを見つめ、微かすかに顔を赤らめて。

「葛本くん──サイト、いつも見てくれてるのね。ありがとう」

　それから再び背を向け、カリンを引っ張って足早に去っていく。

　あれ、今のはひょっとして──。

「……いや、もう妄想はよすよ」

　ちょっと謙けん虚きよに、光宏は小さく手を振り返すだけに止とどめた。

　それでも、今日の珍ちん事件の中で起きた、たった一つの素す直なおな喜びだけは心に秘ひめて。
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　葛かつ本もと光みつ宏ひろにとって、やはりあのカリン事件は衝しよう撃げき的だった。

　現実に現れたイラストの美少女。それを欲望丸出しで狙ねらうヘンタイ同人作家。そして何より、すべての元げん凶きようである北きた原はら紗さ衣え──。

　光宏にとって何もかもがトラウマ級の出来事だった。トラウマすぎて、それこそ、これまでの女性観をすべて崩ほう壊かいさせてしまったほどだ。

　もう誰だれも愛せない、と真しん剣けんに思った。三次元も。二次元さえも。

　そう、少なくとも彼が再び二次元の女の子に惹ひかれるようになるには──すべてのショックから立ち直り、心の傷が癒いえるには──それなりの時を要したのである。




　二十四時間かかった。うん、それなりの時だ。




「……葛本くん、これはどういうことかしら」

　こめかみに十文字の脈を浮うかべ、北原紗衣は厳おごそかに彼を睨にらみ据すえた。

　昼休み。ひと気のない校舎の屋上にて。

　ちょうど弁当を食べていた光宏は、いきなり現れた「僕の女め神がみ」改め「二に次じ専せんの神」を目まの当たりにし、思いきり震ふるえ上がった。

　無理もない。彼のすぐ横には、べったりとカリンが張りついていたのだから。

「はいミックンあーん……って、あれ？　この人また来たよ？」

　少年に寄り添そい、指でプチトマトをつまんで相手の口に放ほうり込もうとしていたカリンが、その小首を可愛かわいらしく傾かしげる。その無む邪じや気きな仕草からは、昨日公園で見せたスバラシイ艶あで姿すがたなど想像もつかない。今は光宏が望むままの愛くるしいカリンだ。

　ああ、お察しのとおりだ。また出てしまったのだ。

「葛本くん、答えてちょうだい。どうして私のカリンがここにいるの？」

「いやそれはその──」

　馬ば鹿か丁てい寧ねいにあーんと開けていた口を閉じ、光宏は顔を真っ赤にして言い訳する。

「ええと……今ここで一人でお昼を食べてて、ふと昨日カリンちゃんとジュース飲んでた時のこと思い出して……。あんなキャラと一いつ緒しよにお弁当が食べられたらいいなって思ったんです。うん、それだけです、ホント」

　そうしたら携けい帯たい電話がブルブル震えて、カリンがにょっきり抜ぬけ出てきたのだ。でもって甘いランチタイムをちょびっと堪たん能のうしてたら、紗衣が怒いかりに燃えながら乗り込んできた──とこういうわけで。

　修しゆ羅ら場ばだなぁ、と我ながら思った。

「あのね葛本くん、昨日カリンを持て余してメールで助けを求めてきたのは、どこの誰かしら」

「……僕です、はい」

「そうよね、あなたよね。それが何？　いきなり私の前からカリンを消し去るって、どういうこと？　私達、これからお昼休みを利用して、二人きりであんなことやらこんなことやら始めようとしてたのよ？」

　どんなことを──と訊きき返すには、紗衣の剣幕的に無理のようだ。光宏は仕方なく肩かたをすくめ、ごめんなさいと頭を下げる。

　ほんと申し訳ない。どうしてこう節操がないんだ自分は。男子だからか。男子だからなのか。

「とにかくカリンは返してもらうわ。今度こんなことがあったら、本当に許さないんだから」

　そう言うと紗衣は例のペンタブレットを取り出し、カリンの頭をワンクリックする。途と端たんに彼女の思考はリペイントされ、原作者の好みどおりに戻もどった。

「あ、お姉さま、ボクを迎むかえに来てくれたの？」

　頰ほおをリンゴのように染め、愛いとしのお姉さまに駆かけ寄る魔ま導どう士し見習い。光宏はもはや虚むなしく見送るしかない。

　そして紗衣は彼のことなどお構いなしに、子犬のようにじゃれつくカリンを受け止めた。

「ええそうよ。さあカリン、私と一緒にお昼にしましょ」

「はいお姉さま！　あ、お姉さまこれプチトマト。あーん♪」

「あーん」

　真顔で大きく口を開ける紗衣の姿に軽く目め眩まいを覚えながら、光宏はすごすごと屋上を去るのだった。




　それから女の子二人がどんな甘い一時を過ごしたのかは分からない。が、とりあえず午後の授業に戻ってきた紗衣の表情が、妙みようにすっきりしていたことだけは確かだ。大方ひとしきりカリンとのイチャイチャタイムを楽しみ、怒りも収まったのだろう。

　今はおとなしく席につき、真面まじ目めに教科書を睨みつけている。

「それじゃ次の読みと和訳を、北原さん」

「はい。〝But... he might hate spring itself, I think.〟『ただ──私が思うに、彼は春そのものが嫌きらいなのではなかろうか』」

「よろしい。意訳だが実によくできてる。では次の文章を……」

　こうして先生からの指示をそつなくこなす彼女を見ていると、まるで何の変へん哲てつもないただの優等生だ。数時間前の二次専ぶりなど微み塵じんも感じさせない。もし一連のカリン騒そう動どうがなかったら、光宏が彼女の本ほん性しように気づくこともなかっただろう。

　いや、そもそも紗さ衣えは正体を隠かくしているのか。

　ふと疑問に思う。考えてみれば、彼女は二次元を愛することに気負いなど感じていなかった。だとしたら正体を隠しているのではなく、単にカミングアウトする機会が今までなかっただけなのでは──。

　でも、それってどうなのか。元より大勢の生徒教師から慕したわれている彼女のこと。話していれば自然とボロぐらい出てもよさそうなのに。

　不思議に思いながら、光宏の目は自然と紗衣の席に吸い寄せられる。

　わずかな動きさえ追い求めてしまう。目の動き。指の動き。唇くちびるの動き。どれも不自然な点など見当たらない。二次専の欠片かけらさえない。まあ、二次専らしい動きというのが何なのかはよく分からないが。

　……なんて考えていたら、新たな事件が起きてしまった。

「先生、うちの兄がじっと北原さんのこと見つめてるんですけど」

　我が双ふた子ごの妹こと佐さ和わが不意に声を上げた。そういや授業中だったっけ。

「なんだ葛かつ本もと兄、先生の授業より女子が気になるのか？」

「あ、いやその……すみません」

　先生から咎とがめられ、顔を真っ赤にして光宏は顔を背そむける。恐こわくて紗衣の顔が見られない。

　背けついでに佐和の方を睨にらんでやった。

「なにミックン。ミックンが授業そっちのけでボケっとしてるから、学業のためを思って報告したまでなのに」

「噓うそつけ。絶対悪意だろ……」

　げんなりしながら呟つぶやくと同時に、教室中にくすくすと女子達の笑い声が流れた。

　べつに兄妹きようだい喧げん嘩かが面おも白しろいのではない。嘲ちよう笑しようだ。三次元の高かた嶺ねの花を凝ぎよう視ししていたフラレ済み二次専男子に対する、憐あわれみと侮ぶ蔑べつのミックスされた紛まがうことなき嘲笑なのだ。

　それを裏付けるかのように、彼女達は口々に光宏を罵ののしり始めた。

「葛本くん、まだ北原さんのこと気にしてるの？」

「もう諦あきらめなよ。二次専じゃ無理だってば」

「そうそう。三次元が欲しいならメイド喫きつ茶さで充じゆう分ぶんじゃん」

　次し第だいに遠えん慮りよがなくなってくる。みな佐和に扇せん動どうされているのだ。

　これは忌ゆ々ゆしき事態だ。このまま妹一派を野放しにすれば、葛本光宏という少年の心に、一生消えぬ深い傷が付いてしまう。ここはなんとしても抵てい抗こうしなければならない。

　オタク大国日本全土に分布する、すべてのイラスト萌もえ病の男子諸君のため。その病ゆえ現実の女の子に泣かされている、すべての純真無む垢くな青少年達のため。

　光宏は今こそとばかりに立ち上がった。

「いい加減にしてくれよ！」

　声を荒あらげ、彼は叫さけんだ。

「メイド喫茶なんて、まだ行ってないっ！」

　……ちょっと違ちがったかもしれない。

　ていうか、「まだ」は余計だった。たぶん。

　クラス中がどっと笑いの渦うずに包まれた。光宏は涙なみだ目めになってまず佐和を睨み、それから恐おそる恐る紗衣の方に視線を移した。

　彼女は笑うでも呆あきれるでもなく、ただ冷静な眼まな差ざしでこちらを見つめていた。

　押し黙だまり、ひたすらじっと。




　その夜、歌川ミウミ改め北原紗衣の新作がアップされた。

　カリンのイラストがサイトに載のったのが一昨日おとといだから、これはかなりのスピードだ。今までの光宏なら素す直なおに喜んでいただろう。

「北原さん……」

　しかし描かき手のことを知っているだけに、彼はパソコンを見つめながら複雑な面持ちで呟くばかりだ。

　頭に浮かぶのは、絵を描きながらハァハァしている元片かた想おもいの相手──。何というかこう、どうしてくれようか。

　しかもこの絵。

「……なぜメイド？」

　モニターにでかでかと表示された美少女イラストを前に、光宏はまたも呟いた。

　そう、紗衣の新作はメイドの絵だった。よりによって。

　薄うす紫むらさきのロングヘアを飾かざる白のフリフリカチューシャ。服は真っ赤なドレスをベースにしたミニスカートのワンピース。細い美び脚きやくは、やはり紫の網あみストッキングで覆おおわれている。白い手て袋ぶくろやエプロンがアクセントになっているが、それでもちょっと派手かもしれない。

　しかし一方で、どこか無表情にも思える彼女の落ち着いた顔立ちが、服装とは裏腹に華はなやかさを抑よく制せいしていた。もちろん悪い意味ではない。可愛かわいく賑にぎやかに──という路線と違うだけで、これはこれで落ち着いた大人の女性である。

　名は「アサミ」というらしい。肩かた書がきに「家事専用」とある。意味は……深追いしないことにする。

「でも、なぜメイド？」

　そして光宏は三み度たび呟く。

　なぜだ。なぜメイドなんだ。午後のあの一件のせいか。メイド喫茶という単語に大いに触しよく発はつされたのか。創作意欲大フィーバーだったのか。

　まあ、どんなに勘かん繰ぐったところで、紗衣の心の中なんて分かるわけがない。ただ確かに言えることが一つ。

　今の光宏にとって、メイドは萌えの対象にはできない。

　そりゃそうだろう。あんなからかわれ方をしたんだから。

　深く溜ため息をつき、光宏はベッドに横たわった。どうしても授業中のことを思い出してしまう。

　なぜみんなして僕を攻こう撃げきするんだ。僕がムキになって反論するのが面白いからか。

　……まあ、大方そんなとこだろう。

　そう、いちいち相手をするから、ますますからかわれる。佐和を始めクラスの女子連中は、光宏の必死な反応が面白いだけなのだ。最初から無視していれば、あんな風に授業中に吊つるし上げられることもないのである。

　現に、学校中に少なからず点在している、光宏と似たような趣しゆ味みの男子が、同じく泣かされたという話はまったく聞かない。特とく殊しゆなのは自分だけのようだ。

「やっぱり……前向きが一番なんだろうな」

　堂々としてればいいのだ。それこそ紗さ衣え並みに。まあ、逆に彼女は堂々としすぎて、おかげで誰だれにも正体がばれてないが。

　見習うべきかもな、と光宏は思った。

　自分ももっと周りに対して、正々堂々と振ふる舞まうべきなのだ。これだけ萌えが世に氾はん濫らんしている時代なら、恥はずかしがることは何一つない。たとえ女子にからかわれたって、紗衣を見習ってこう言ってやればいい。

　何だよ、僕が萌もえっ娘こを見てハァハァしてはいけないのかよ──と。

　……うん、なぜだろう。男子が言うと嫌いやすぎるように思えるのは。

「とにかく、これが僕の課題だ」

　北原紗衣を目標にする。あれぐらいタフな心を身につける。

　少し前までは別の意味で「目標」だった彼女だけれど、これからは気持ちも新たに、目指すべき高みにしたい。

　そう思いながら、いつしか光宏は眠ねむりに落ちていった。




　　　　２




　一応念のため断わっておく。朝起きたらメイドさんがちゃっかりベッドに潜もぐり込んでいたとか、そういう展開はなかった。今回は。

　ホッとしたようなガッカリしたような気分で、光宏はいそいそと身み支じ度たくを調える。今日は土曜日。学校は休みだが、出かけたいところがあった。

　居間に行くと、佐和がまだパジャマ姿でグダグダとパンなど食べていた。妹とパジャマ。この組み合わせでまったく萌えないってのが現実の厳しさだ。

「おはよう」

「あ、ミックン早いじゃん。いつも休みの日は昼まで寝ねてるのに」

「うん、ちょっとね……」

　光宏は適当に答えつつ食しよく卓たくに着く。どうせ本当のことを言ったら、また馬ば鹿かにされるだけだ。

　ああ、言えないだろ。お気に入りのイラストレーターの美少女画集の発売日だなんて。

　初回特典で萌え萌えボイスドラマＣＤと特製マウスパッドが付いてくるだなんて。

　さらに某ぼうアニメグッズ専門店で買うと、先着順で描かき下ろしメッセージペーパーまで付いてくるだなんて。

　今日はこれからそれをゲットしに、日本が誇ほこる某オタク街へレッツゴーだなんて。

「出かけるから」

　最後の一段落だけを相当端はし折よった形で伝え、あとはノーコメントとばかりに朝食に取りかかる。え、タフになるんじゃなかったのかって？　いや、さすがにコイツ相手にはまだ無理。

　そんな兄をじっと見つめ、ふぅんと納なつ得とくしたように頷うなずく佐和。どうも読まれてるらしい。さすが、生まれを分かち合った双ふた子ごの兄妹きようだいだ。

　とりあえず深追いだけはさせまいと会話を切り上げ、光宏は手早く朝食を終えた。店が開くのは十時。今から出て電車に乗ればそれぐらいには着くだろう。

「行ってきます」

　家族に一声かけ、そそくさと家を後にした。まあ、人気ギャルゲーシリーズ最新作なんかと違ちがって、店頭に行列ができるようなことはないと思うけど、それでも欲しい物だから、自然と足が速まった。

　ホームでは電車を待つ間ももどかしく、乗れば乗ったで忙せわしなく目が泳いだ。目的の駅に着くと真っ先に小走りで改札へ。そのまま勢いよく街に降り立つ。

　大型電気店にゲームショップ。漫まん画が専門店にコスプレ喫きつ茶さ──。定番の建物ばかりが並ぶ、生きつ粋すいのオタク街がそこにあった。

　道を行く人も、これまたその地に溶とけ込んだオタク達ばかり。みんな同類だから、解放感もひとしおだ。誰もが飾かざらぬ、あるべき姿でそこにいる。

　今まで何度も来たことがある、肌はだに馴な染じむ街。光宏にとって「繁はん華か街がい」といえば、ここ以外の何ものでもない。

　さあ、いざ店へ向かおうと張り切って歩き出した。

　が、そこで思わぬ事態が起きてしまった。

　誰が予測できただろう。まさかこんなところにあいつが現れるだなんて。

「やあキミ、この前はどうもね」

　そう言ってニヤリと笑いながら駅の外で待ち構えていたのは、あの漆しつ黒こくの悪あく魔まだった。

　月つき代よさん──。苗みよう字じは知らない。通つう称しようニセミウミ。紗さ衣えのライバルというかストーカーというか、一言で済ませるならヘンタイというか、そんなやつだ。

　黒一色のゴスロリにヒヨコ持参というスタイルは変わらず、可愛かわいいくせに薄うす気き味みの悪い目つきでこちらを見つめている。その鬼き気き迫せまる光景に、思わずひき返して帰ろうかと思ったら、すぐさま襟えり首くびをムンズとつかまれてしまった。

「な、何するんだよ！」

「逃にげようったってムダムダ。さあ、アサミたんはどこ？」

　出しなさい、と低く囁ささやきながら、彼女は背後から光宏の首筋にハァハァと熱い息を吐はきかけてきた。ああもう、何を興奮してるんだこいつ。

「アサミたんはどこなの？　キミのところにいるんでしょ？　早く私に服従させなさい！」

　アサミたん……って、昨日紗衣が描いたメイドじゃないか。それがどうして自分のところにいるんだ。あと、服従って何。

「知らないよ。北原さんのところじゃないのか？」

　普ふ通つうそうだろう。何しろあの絵、紗衣が自分で萌え狂くるうために描いてるんだから。

　だが月代は聞かない。というか、その辺はすでにリサーチ済みらしい。

「は、何言ってんの？　昨日紗衣んちこっそり覗のぞいたけどいなかったんだよ。だったらキミしかないじゃん。紗衣以外であの絵を抜ぬけ出させるほどの煩ぼん悩のう野や郎ろうなんて、そういないんだから」

「ぼ、煩悩野郎……？」

　あんまりな言い草じゃないか。まあ、否定できないところが辛つらいけど、少なくともこいつに言われたくはない。

　ていうか、なんで自分がこの街に来るってのが分かったんだ。

「ふふ、今日はほら、人気イラストレーター・神か村むらしづるの画集が出る日でしょ？　あんなエロカワイイ絵なんだから、キミが絶対買いに来ると思って待ち伏ぶせてたんだよ。限定ペーパー目当てだよね？」

　月代はすべてを見通すかのようにそう言ってのけた。これまた図星とは、つくづく恐おそろしい。

　だが、彼女はやはり大きな勘かん違ちがいをしている。

「知らないよ」

　光宏は憮ぶ然ぜんと言い捨てた。

「あのメイドさんは、僕のところには抜け出してない」

「うそ」

「噓うそじゃないさ。だいたい僕、どう見ても今一人だろ？」

「じゃあどこにいるの」

「それも知らないよ。北原さんちにいないんなら、今回はどこにも出てないんじゃないか？」

　理り屈くつで考えればそういうことになる。まあ、萌もえイラストが抜け出すなんて現象自体、理屈もへったくれもないわけだけど。

　月つき代よはそれを聞くと、顔中に不満の色を浮うかべ、むぅと一声呻うなった。

「あり得ない！　あり得ないね！　紗さ衣えがハァハァしてなくて、キミがハァハァしてないなら、じゃあいったい誰だれがハァハァしてるわけ？　私のハァハァは紗衣のハァハァには勝てないし、あの子のハァハァに勝てるのはキミのハァハァぐらいしかないと思うんだけど……」

　知るか。いちいち喘あえぐな。夏場の犬じゃあるまいし。

　光宏が呆あきれる一方で、月代は真しん剣けんにああでもないこうでもないと呟つぶやき続ける。何だか相手をしているだけ馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってきた。

　そうだ、メイドさんが抜け出してない以上、このヘンタイをほっといたところで何も起きるわけがない。気にするだけ無む駄だだ。

　光宏は考え込む月代のもとをそっと離はなれ、そそくさと表通りに向けて歩きだした。振ふり返るが、彼女が後を追ってくる様子はない。ならばここぞとばかりに足を速め、駅前を一気に走り抜ける。

　角を曲がり月代の姿が見えなくなると、彼はふうと息をついた。これでもう大だい丈じよう夫ぶだろうと、気を取り直し先へ進む。

　大通りを数メートル進めば目的の店はすぐだ。

　六階建ての細長いビルを丸ごと使い、ありとあらゆるアニメコミック関連グッズを集めた専門店「アニタワー」。全国にチェーン展開している大手でもある。

　開店直後の中に入ると、すでに一部の熱心な客達が、新刊コミックや声優の新作ＣＤを物色し始めている。レジの前にもそこそこの列ができ、盛せい況きようのようだ。

　さて、光宏のお目当ての品は──。

　あった。「ＮＥＷ」と書かれた台の上。例の神村しづるの画集が山積みになっている。

　やはり物が物だけにサイズがでかい。しかもこの表紙絵……この期ごに及およんで初めて見たが、これ、予想以上に際きわどくないか。

　頰ほおをピンクに染めた女の子がこっちを見ている絵──というだけなら、まあよくある。けど、さすがにスカートがまくれてお腹なかから下が丸見えってのはどうなんだ。え、これもこのご時世だしよくある？　いやいや、自分は純真無む垢くな男の子だし、さすがにこれを手に取るのはかなり恥はずかしいんですけど。

　でもまあ、べつに成人指定の本じゃないから、誰に咎とがめられることもない。それにこの表紙、正確には帯のせいで、おへそから下は見事に封ふう印いんされている。外さなきゃ見えない。外さなきゃばれない。何とも購こう入にゆう者に優やさしい仕様じゃないか。

　そうだ。これしきのことで躊ちゆう躇ちよしていたら、オタクとして正々堂々生きることなんてできない。それにこれから先、神村先生の画集第二弾だんが出たらどうするんだ。やはりここは一つ勇気を出して──。

　顔を真っ赤にしながら、光宏はおへそ丸出しの少女に向けてそろそろと手を伸のばした。震ふるえる指先が帯に触ふれようとする。ああ早く家に帰ってこの帯を外し、パラダイスを拝むんだと心に誓ちかい、ぐっと本を摑つかもうとしたその刹せつ那な。

「あらおはよう、葛かつ本もとくん」

「はいっ？」

　すぐ真横から聞き覚えのある声で名前を呼ばれ、彼は慌あわてて振り向いた。

　そこに、いた。会うべきではない人物その二が。

「き、北原さん……」

　我が目を疑いたい気持ちでいっぱいになりながら、光宏は絶句する。何しろそこに立っているのは、あろうことか北原紗衣だったのだ。

　しかも私服だ。白いブラウスに、薄うす黄色のふわふわロングスカートだ。とっても清せい楚そで素す敵てきだし、とってもレアだけど、今は堪たん能のうしてるどころじゃない。

　画集に触れかけていた手を急いで引っ込める。いくら相手が真性の二次専だからって、元片かた想おもいの女の子の前でへそ出し画集にときめいてる姿は見せたくない。そんなの羞しゆう恥ちプレイにも程ほどがある。

「ええと……こんな所で何を？」

　額に嫌いやな汗あせを浮かべながら、光宏は作り笑え顔がおで訊たずねた。

　しかしまあ、訊きくだけ野や暮ぼか。

「ショッピングよ」

　そして案の定、紗衣は堂々と言い放った。

「天気のいい休日に繁はん華か街がいでショッピングを楽しんでるのよ。おかしいかしら」

「いえ全然おかしくないですよ」

　おかしいのは繁華街の選せん択たくだけだ。いや、紗衣的にはここ以外あり得ないのだろうし、それは充じゆう分ぶん共感できるのだけど。

「葛本くんはどうしてここへ？」

「ええと……ショッピングです」

　偽いつわりではない。品物がやや特とく殊しゆなだけで。

「だったら同じね。でも、一人なの？」

　辺りを見回し、紗衣は不思議そうに訊ねてきた。ああ一人だ。こんなオトナの螺ら旋せん階段一歩手前な買い物、いったい誰と一いつ緒しよに来いって言うんだ。ていうかお願いだから早く解放してください。

　光宏の心の叫さけびは届かぬまま、紗衣はその首を小さく傾かしげる。

「変ね。てっきりアサミと一緒だと思ったのだけど」

「アサミ……さん？」

　またその話題か。

　月つき代よといい、いったいどうなってるんだ。そんなに行ゆく方えが気になるのか。

「ねえ、葛本くん、アサミはどうかしら」

「……はい？」

　何だか唐とう突とつな質問だった。

　これって、もしかして絵の感想を求められてるのだろうか。一ファンとして。

「ええと、可愛かわいかったです」

　光宏は当たり障さわりない言葉を返した。タイミング的に萌もえるのが無理だったので、他ほかにあまり感想がない。

　紗さ衣えはその言葉に何を思ったか、続けてこんなことを口にした。

「そう……。あの子はＳなのだけど」

「はあ」

　今何と？

　できれば問い返したい気持ちになりながら、今の発言を心の中で反はん芻すうする。

　Ｓ……ってのは、いわゆる「Ｓ」か。方位とか磁石とかはこの際関係ない、Ｍと対ついになったあのＳか。ズバリ性せい癖へきのＳか。

　メイドでＳって。相変わらず濃こい趣しゆ味みをしてるなぁと思いながら、光宏はどう言っていいものか分からずに黙だまってしまう。ここで「Ｓメイド様最高です！」とか叫べば紗衣は納なつ得とくしてくれるのか。それはそれで嫌だし。

　いや、そもそも彼女は何が言いたいのだろう。さっぱり話が見えない。

　学校でもそうだが、紗衣の心はつくづく読みづらい。まあ、だからこそ、その神秘的な空気に当てられた周りの連中──かつての自分も含ふくむ──に崇あがめ奉たてまつられているのだろうが。

　光宏が戸と惑まどっていると、紗衣は「まあべつにいいわ」と呟つぶやき、再びその小首を傾げた。

　じっとこちらを見ている。何ですか。そんなに見つめられたら緊きん張ちようするじゃないですか。

「どうしたの？　何も買わないの？」

「え、いやその……」

　どうやら光宏の買い物が気になるらしい。ってことは、アサミの話はもう済んだのか。

　でもこんな状じよう況きようでは、こっちも買い物なんかできないわけで。

　光宏は定まりなく視線を揺ゆらし、台の上に積まれたヘソチラ娘むすめを見ては、どうしたものかと考え込む。何とか紗衣の目を逃のがれて、これをレジまで持っていくことはできないものか。

　ああでも、見られてる。北原さんに見られてる。とても無理だ。

　こうなったら一度店を出て、彼女が買い物を済ませたところを見計らって突とつ入にゆうし──いや、それはそれで変に思われないか？　後で問い詰つめられたらどうしよう。何か上手うまい言い訳はないかな。例えばそう、お腹なかが痛くなったとか何とか、ああでもそれならお店のトイレに行けばいいだけだし……。

　青少年ならではの悩なやみに彼が苦く悶もんしていると、不意に紗衣が動いた。

「私、先に行くわ。お邪じや魔ましてしまったのならごめんなさい」

　そう言いながら、彼女はお目当ての品を持ち上げた。

　ヘソチラだった。

　そう、ヘソチラだ。あの画集だ。神村しづる先生の豪ごう華か初回特典付き萌え画集だ。光宏の目下の悩みの種だ。それを紗衣は、何の躊ちゆう躇ちよもせず手に取ったのだ。

　その目には迷いなどまったくなく、頰ほおには恥はじらいの欠片かけらさえない。表紙に描えがかれた女の子だって、まくれたのを気にして、カメラ目線で読者をうるうる見つめてるってのに。

「あの、北原さん。それ買うんですか……？」

「ええそうよ。メッセージペーパー欲しかったし」

　そして表紙の二次元美少女をまじまじと見つめ返し、彼女は一言呟いた。

「──なんてエロカワイイのかしら」

「北原さん……」

　もう勘かん弁べんしてください。僕は、あなたには勝てません。

　画集を大事そうに抱かかえていそいそとレジに並ぶ、元「僕の女め神がみ」を見送りながら、光宏はしばし放心した。ああ、北原さんのお財さい布ふからポイントカードが出てきたよ。ここの常連なんだなぁ……。

　そんな光景を後に、彼はフラフラと店を出る。何かもう慌あわててレジに並ぶのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってきた。少し外の空気に当たってこよう。画集は紗衣が出ていってから買おう。どうせすぐには売りきれないさ──。

　そう思いながら路上に出た直後。

　光宏は確かに聞いたのだ。

　どこからか響ひびいてきた、女性声優特有の萌えボイスにも似た、小さな悲鳴を。




　　　　３




「──助けて」

　囁ささやくようなその声に引かれ、光宏は裏道に分け入った。

　小さな雑居ビルが並ぶ細道だ。多くは店てん舗ぽが入っているから、日中の繁はん華か街がいともなれば、こんな所でも人通りは多い。誰だれかが声を上げたなら、すぐに人が気づくはずだ。

　が、どうやらこの異変を察しているのは自分だけらしい。通行人達は小さなＳＯＳに耳を傾かたむけることもなく、無情に歩き去っていく。

「……どこだ？」

　光宏は辺りを見回しながら、人込みをかき分けて進んでいく。声の主が気になる。聴きく者の心を揺さぶるようなあの声質。まさかとは思うけど──。

「──助けて！」

　もう一度聞こえた。すごく近い。

　ふと見上げると、一軒けんの雑居ビルの屋上に人ひと影かげが見えた。

　女性だ。しかも風に煽あおられたその長ちよう髪はつは、一本ずつに分かれることなく、アニメ絵のように固まってなびいている。そして頭のてっぺんには見覚えのあるメイドカチューシャ。

　間ま違ちがいない。あれは。

「アサミさんだ！」

　いた。抜ぬけ出していた。しかもオタク街のど真ん中で。

　それが助けを求めている。なぜかって？　理由はもう、一つしか考えつかない。

　さっき駅前で会った、あのヘンタイ悪魔だ。

　光宏はとっさにビルに飛び込むと、狭せまい階段を駆かけ上がり始めた。アサミの悲鳴は自分にしか聞こえてない。だったら自分が助けなければいけないと、そう思った。

　聴ちよう取しゆ者しやが限定される仕組みとかはよく分からないけど。

　屋上へ続く、「関係者以外立入禁止」と書かれた鉄のドアが半開きになっている。それを押し開け踏ふみ込むと、そこに三人の人物が待っていた。

　まず一人目は、アサミ。昨日イラストで見たのとそっくり同じだ。紫むらさきがかった髪かみに真っ赤なメイド服。網あみストの足は折り曲げられ、コンクリートの真ん中にしゃがみ込んでいる。ただ一つ違いがあるとすれば、無表情だったはずの彼女の美び貌ぼうが、涙なみだに濡ぬれて歪ゆがんでいるところか。

　よく見れば、両手首を硬かたい手て錠じようが拘こう束そくしている。明らかに普ふ通つうの状態ではない。

　そして二人目。こちらはもう予想どおりだ。

「……やっぱりお前か」

　アサミの横に立ってニタニタしている月つき代よの姿に、光宏は顔をしかめた。女の子に手錠をかけるなんて、悪あく趣しゆ味みにも程ほどがある。

「あれ、キミどうしてここが分かったの？」

　月代は不思議そうに言いながら、早くも携けい帯たい電話を手の中でいじり出している。またあのエロダコを出す気か。それだけはご勘弁だが──。

　でもって、三人目。

　もう一人、見知らぬ男がいる。

　外見は──年の頃ころなら二十代前半。やや長めに伸のばした髪の下に、欲望でぎらぎら輝かがやいた瞳ひとみがある。その欲望を度の強いメガネで辛かろうじて抑おさえ、服装は黒のカラーシャツに薄うす手でのジーパンという出いで立ち。

　何だこの月代の身内みたいな人は。

「……この人は？」

　月代に訊たずねると、彼女は「アサミたんのご主人様」と簡潔に答えた。

　要するに、アサミを抜け出させた張本人ってことか。ってことは、この身内みたいなご主人様は、それだけアサミに萌もえたってことになる。

　光宏は恐おそる恐る男を見た。何だか知らないが、身体からだが落ち着きなく小刻みに震ふるえている。と、こちらの視線に気づいたと見えて、彼は興奮したように荒あらく息をしながら、ギョロリとした目で睨にらみ返してきた。

「何だ君。ミウミ先生の知り合いか？」

「……ミウミ先生？　って、コレのことですか？」

　月代を指さしながら光宏は訊ね返す。ああ、また勝手に名前を使ってるんだ。懲こりない子だな、ほんと。

「ああそうだ。歌川ミウミ先生だ。ネット界最高の萌え絵師だ！　まさかこんなロリだったなんて！」

　興奮しながら男は唾つばを飛ばす。怒おこってるんだか喜んでるんだか分からない。

「これで二次元なら！　二次元なら！」

　ああ、がっかりしてるのか。

　光宏はげんなりして肩かたを落とす。まあ、月代もネット界の絵師には違いないが、残念ながらミウミとしてはニセモノだ。そのからくりを知っているだけに、無む邪じや気きにテンションを上げているこの男が哀あわれでならない。

　あと、こいつに紗さ衣えは会わせられない。いろんな意味で。

「そのミウミ先生がボクに言ったんだ。アサミたんを好きにしていいって」

　男は興奮した様子を隠かくすこともなく、喚わめき続けた。

「昨日アサミたんがパソコンから抜け出してきて、ボクはどうしようと悩なやんだよ。何度も心の誘ゆう惑わくに負けそうになったしね。でも今日この街で先生に会って、『負けていいんだ』って思えるようになった。何しろ原作者のお許しが出たんだから心強いよね」

「……お許し？」

　またよからぬことを言ったのだろうな、この女。

　それにしたって、なんでこの男はアサミを連れてこの街に来たんだ。もしや自分がカリンを学校に連れていきそうになったのと同じ感覚か。じゃあこいつと僕は同じレベルなのか。僕の行く末はこいつか。

　うん、それだけは嫌いやだ。

　光宏は身震いし、次いで横目にアサミを見る。身体の自由を奪うばわれた彼女は、救いを乞こうような眼まな差ざしをこちらに向けている。

　待っててアサミさん。いま月代の化けの皮をはがし、この男を正気に戻もどすから。

「でもこの人、ニセモノですよ？」

　光宏は急いで訂てい正せいした。

「ミウミ本人じゃなくて、『ミラージュ・ネル・アナザー』の管理人です。ええと、アナザーってのは──」

「知ってるとも！　いや、それより今の言葉は本当なのか？　この女の子が『アナザー』の管理人？　あの、全国のハァハァしたい人御ご用よう達たしの最強エロカワ萌えイラストサイトを仕切る、アナザー・ミウミ？　ってことはこの子は──」

　神だ！　と男は叫さけんだ。神なのかよ。

　月つき代よはにやにや笑っている。まさかこうなることさえ分かっていたのか。

「ごめんねキミ。私ってさ、その筋じゃ神って呼ばれてるんだよね」

「その筋って……」

「その筋ってのはその筋だよ。二次元が好きで好きで堪たまらなくって、もう後戻りできないぐらい、そこにいろいろなモノをつぎ込んじゃってる勇者達のことだよ」

　どんな筋だ。あと、勇者とか言うな。

　一方男はスゲースゲーと騒さわぎ、「ぜひスケブをお願いします」などと言いだしている。ここはコミケか。いや、それよりもアサミを助けよう。

　男が鞄かばんからスケッチブックを引っ張り出している隙すきに、光宏は拘こう束そく中のメイドに駆かけ寄った。月代が邪じや魔ましてくるかと思ったが、それもない。逆に不ふ穏おんな気もする。

「アサミちゃん、今これ外すからね」

　そう言って手錠に搦からめ捕とられた手首に触ふれると、アサミは光宏の顔を見つめ、涙目で囁ささやいた。

「お……お許しください、ご主人様」

「……はい？」

　なんですかその脈絡のない台詞せりふは。

「お許しくださいご主人様ぁ」

　救いを乞うような目で──という部分は間ま違ちがいなく、アサミはなおもそう告げた。

　まるで、他ほかの言葉を知らないかのように。

「ああキミ、アサミたんはそれしか言えないから」

　差し出されたスケッチブックをパラパラ捲めくりながら、月代はそう補足した。

「それしかって……じゃあもう洗脳済みなのか？」

　確か彼女のペンタブレットには、そんな力があったはずだ。

「洗脳じゃなくてリペイントだってば。もっとも私は何もしてないよ？　原因はこの男の人だから」

　絵から抜ぬけ出した少女は、抜け出させた張本人の願望を反映する。ならばアサミが言葉を知らないのも、この男のせいだ。この男が、アサミに他の言葉をまったく求めてないからだ。

　お許しくださいご主人様──。この台詞以外、何も。

「メイドはね、服従させて何ぼだからね」

　男が言った。身勝手な願望を剝むき出しにして。

「一つ屋根の下に、何でも言うことを聞いてくれる女の子が暮らしている──。これこそがメイドの最重要ポイントなんだ！　だからこそメイドはご主人様に服従あるのみ！　メイドはＭに限る！　ぜひとも粗そ相そうをして泣いて許しを乞うてほしい！」

「そうそう。気が合うよ。私とこの人と」

　スケッチブックにさらさらと何かを描えがきつつ、月代が頷うなずく。

「だからね、今回の私は何もしてない。ただ見てるだけ。欲望のままにアサミたんの心を塗ぬり替かえたのは、全部この人の仕事だよ。ああ、でもタコさんはご所しよ望もうなら出すけど」

「出すな」

　光宏は一言吐はき捨て、それから再度アサミを見る。

　──お許しくださいご主人様、か。でも、彼女がそれ以外喋しやべれないってのは噓うそだ。現に助けを求めてきたじゃないか、この僕に。

　そう、あれはアサミの心の声だったに違いない。光宏だけが拾うことのできた心の声。だから、アサミを救うのは自分の使命だ。

「きみ達は、間違っている」

　声に怒いかりを帯び、光宏はそう告げた。

「へえ、どう間違ってるって言うんだい？」

　月代がほくそ笑えむ。描かき終えたスケッチブックを男の手に戻しながら。

　絵を見た男が「神だ！」と叫んだ。何を描いたのかすごく気になる。が、それはこの際置いといて。

　月代と男が間違っていること──。それは二つある。

　一つは、「メイドは服従させるのみ」というその歪ゆがんだ思考。そしてもう一つは。

「アサミちゃんは、Ｓだ」

　紗さ衣えの言葉を思い出しながら、光宏は厳おごそかに宣言した。

　……いいのか？　こんなんでホントに。

「……アサミちゃんはＳなんだ」

　改めてもう一度口にした。半ば自分に言い聞かせるつもりで。

「えすぅ？」

　男が素すっ頓とん狂きような声を上げる。月代もクスクス笑い、すぐさま光宏の言葉を否定しようとする。

「あり得ないよキミ。だってオリジナルの歌川ミウミは、Ｓに萌もえるような趣しゆ味みなんてないもん。Ｓメイドなんか描くわけないじゃん」

　そうなのか？　でも原作者は、はっきりＳって言ってたけど。

　だいたい紗衣は自分が萌えるためにアサミを描いたはず。それなのにＳに萌えないってのはどういうわけだ。そんな馬ば鹿かなことがあって堪るか。

「とにかくアサミちゃんはＳなんだから、こんな手て錠じようとか付けるべきじゃないんだ。今すぐ解放して元に戻もどせ！」

「いや元に戻せったって、元がどんなだか、オリジナル・ミウミ以外知らないし」

　月つき代よは彼の要求を嘲笑わらい飛ばす。そしてあろうことか、こんなことを言ってきた。

「じゃあさ、そんなにアサミたんがＳだって言い張るなら、Ｓメイドの萌えポイントを説明してよ。それで本物のミウミがＳメイドを描いた理由が分かるんだからさ」

「そうだそうだ、Ｍ以外のメイドなんてあり得ない！　ボクにも分かるように説明してもらおうじゃないか！」

　名前も知らない変態男までもが、光宏を責め立ててくる。もう何なんだこいつらは。Ｓメイドの良さ？　そんなもの知るか。

　──と言い切ってしまえば、アサミを救うことはできない。だから光宏は懸けん命めいに頭を捻ひねらせ、彼らが納なつ得とくいきそうな答えを探し始めた。すなわちＳメイドの萌えポイントだ。

　果たしてこれでいいのか、ともう一度自問しつつ。

「ええと……メイドといえばご主人様だよね？」

　とりあえず適当な連想から入る。そうだ、ご主人様なくしてメイドはない。普ふ通つうのメイドであれば、ご主人様に傅かしずくはず。でもＳのメイドは──。

「Ｓのメイドさんは、ご主人様をいじめて喜ぶんだ」

　……ということになるよな。たぶん。

「は？　それのどこが萌えなの？」

　月代が眉まゆをひそめる。うん、気持ちは分かる。

「そりゃさ、いじめられて喜ぶドＭなら、Ｓメイドは大だい歓かん迎げいだろうけどさ。でも私は違ちがうし」

「ああ、ボクも違うな。ボクはどっちかってといじめたい。嗚あ呼あいじめたい！　アサミたん、いじめたいよアサミたん！」

　男が騒さわぎ、何かよからぬ妄もう想そうでもしたのか、鼻息も荒あらくアサミに向き直る。アサミは全身をわななかせ、「お許しくださいご主人様！」と定型文で返すのみ。

　駄だ目めだ、このままじゃ本当に彼女が危ない。

　光宏はさらに考える。ご主人様をいじめて喜ぶメイド──。その良さを。

　そもそもメイドとは、主人の言いつけに従うものだ。ただ、Ｓだとそれが逆になる。主人の望みに抗あらがい、主人を困らせてしまう。

　要するにそのギャップが萌えなのか？　ああ、ギャップ萌えだギャップ萌え。そういうパターンってよくあるよな。一見幼女なのに実は神様とか、一見清せい楚そなお嬢じよう様さまなのに実は二次専とか……。

　でもそんなありがちな結論で、この猛も者さ二人が納得するとも思えなかった。

　どうせ言ってみたところで、また笑い飛ばされるに決まってる。もっと深いところまで考えなければ。

「い、いじめると言っても、それはご主人様が望むことなんだ！」

　仕方なく、さらに適当なことを光宏は叫さけんだ。しかし今さら感が強い。そりゃそうだろう。主人がＭだからメイドがＳで許されるんだ。

　主あるじに傅くべきメイドは、主がＭだからこそ、Ｓで成り立つ。……いや待てよ。これを逆に考えてみたらどうだろう。

　もし主がＭだったら。それに従おうとするメイドは、必然的にＳとなる。メイドさんはご主人様の望むとおりにする──という普ふ遍へんの真理があればこそ、彼女はＳの道を選ぶしかないのだ。

　そうだ。ご主人様に従わないメイドなんてあり得ない。だからＳのメイドは、あくまでＭの主人の望みに応こたえる至高の存在。そこにあるのは──。

「……愛だ」

　光宏はハッとして呟つぶやいた。

　愛だ。そうだ、愛なんだ。

「愛だ！」

　そしてもう一度繰くり返した。

「愛だ！　Ｍのご主人様が望むから、メイドもそれに従ってＳになる！　つまりＳのメイドさんは、ご主人様を心から愛してくれてるんだっ！」

　出た。これが結論だ。何かが開かい眼がんした気がした。

　……で、何でこんな話になったんだっけ？

　脳が痺しびれ始めた光宏に、月代が意地悪く囁ささやく。

「キミのご高説はいいんだけどさ、キミはそんなＳメイドに愛されたいわけ？」

「ああ、愛されたいさ」

　光宏は素す直なおに頷うなずいた。

　アサミを助けるためには何だって言ってやる──とは建て前か。今の言葉、少し本心が混じっていた。どうやらＳメイドの良さを無理やり探すうちに、変な自己暗示にかかってしまったらしい。

「僕はアサミちゃんに、いやアサミ様に愛されたい。愛されて、たっぷりいじめられたい。さあアサミ様、目を覚まして！」

　そして腕うでを封ふうじられたメイドに向かい、叫ぶ。

　アサミは涙なみだに濡ぬれた瞳ひとみを光宏に向け──。

「お許しください、ご主人様」

　またも、あの言葉を呟いた。

　月代が嘲あざ笑わらった。男も嘲笑った。

　でも、光宏の心が打ちひしがれることはない。なぜなら彼には、はっきりと聞こえていたからだ。

（フフ、ありがとう。私の可愛かわいいご主人様──）

　そんなＳなメイドの、心の声が。

　そして──。
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「話は聞かせてもらったわ」

　時を同じくして、真の救い主が屋上に現れた。紗さ衣えだ。

　すでにショッピングは終えたと見え、アニメキャラの描えがかれた四角い紙かみ袋ぶくろを大事そうに左手にぶら下げている。一方右手には、あのメタリックピンクのペンタブレットが。

「葛かつ本もとくん、あなたの欲望、無駄にはしないわよ」

　紗衣はなぜか誇ほこらしげにそう言って、ペンタブを光宏に差し出した。受け取れ、ということなのか。

「さあ、リペイントを始めましょう。あなたがやるのよ、葛本くん」

「え？　でも僕には無理なんじゃ……」

　以前カリンのリペイントに失敗している光宏は、その指示に躊ちゆう躇ちよする。自分がこのペンタブを握にぎったところで、紗衣や月代のような不可思議な力は使えない。

「北原さんがやってください。だってそれ、北原さんの能力なんでしょ？」

　だが紗衣は、彼の懇こん願がんを厳しい視線で跳はね返す。

「何を言ってるの。アサミのＳっぷりに萌もえられるのはあなただけなのよ？　あなたがやらないでどうするの。ほら、私も手を貸すから、これを握って──」

　紗衣の滑なめらかな右手が、直接光宏に触ふれてきた。

　手を取られ、ペンタブレットをつかまされ。

「いい？　私が誘ゆう導どうするから言うとおりに動いて。もちろんアサミのことをちゃんと考えながらよ？」

「は、はい……」

　背後からピタリと紗衣に密着され、腕を取られたまま、光宏はわけも分からずアサミに向かってペンタブを突つき出す。先せん端たんがメイドキャップに当たり、そこから頭とう髪はつをなぞるように、顔へと下っていく。

「さあ思い描えがいて。アサミはＳだから泣き顔なんて見せないわ。じゃあどんな表情？」

「ええと、それは──」

　光宏は懸けん命めいに妄もう想そうする。Ｓでメイド。だから従順なんだけど、ご主人様を見る目は冷たくて、なんかこう、射い貫ぬかれるような感じで。口元は薄うす笑わらい？　いや、無表情な方が責められた時に効くかも……って、あれ、僕何てこと考えてるんだろう。

「葛本くん、何を冷静になっているの？　もっと真しん剣けんに浸ひたりなさい！」

「は、はい！」

　絵の先生に叱しつ咤たされ、光宏は再び妄想にのめり込んでいく。ああ、女の人に叱しかられるのって、ちょっといい。

　心のタガが徐じよ々じよに壊こわれていく。それに伴ともない、アサミの表情にも変化が現れた。

　頰ほおに差していた赤みが薄れ、涙の跡あとも消え失うせる。しきりに許しを乞こうていた唇くちびるもすぐに閉じ、サディスティックな眼まな差ざしとともに、きりりと引き結ばれる。

　顔はできた。あとは、身体からだ。

「葛本くん、服の色指定は？」

「このままでいいです」

「今はあなたの望むとおりになさい。本当にこれでいいの？」

「は、はい。このままが──いいです」

　ああダメです北原さん。あなたに注意されるたびに、何でこうゾクゾクするんですか？　Ｍですか？　僕はＭなんですか？

　脳をふやけさせながら、光宏は無む我が夢中でペンを走らせた。足をなぞると、しゃがみ込んでいたアサミが立ち上がる。少し背が高いから、描き手を見下ろしてくる形になる。

「アサミ様、今その手て錠じようを外します！」

　彼は叫さけび、拘こう束そくされたメイドの手に向けて、ペン先を宛あてがった。

　カチリ、とワンクリック。この瞬しゆん間かん、リペイントが完かん了りようした。

　もはやアサミの手に、邪よこしまな鎖くさりの縛いましめはない。代わりに現れたのは──。

「鞭むちだっ！」

　男が叫んだ。

「鞭って！」

　月つき代よが叫んだ。

「……葛本くん、ベタね」

　紗衣が少し呆あきれて呟つぶやいた。

　でも、もう光宏の妄想は止められなかった。Ｓのメイドさんに必ひつ須すなものなんて、鞭以外にないじゃないか──。

　そんな彼の心を反映し、今、アサミは手に黒い鞭を握り締しめる。

「よいお心がけですよ、ご主人様」

　冷たくも丁てい寧ねいなボイスで、彼女はギリギリと革かわを絞しぼりながら囁ささやいた。

　続いてその眼差しを、さっきまで自分を弄もてあそんでいたヘンタイ二名に向け直す。

「──覚かく悟ごはできて？」

　冷静さを失わぬ物言いが、むしろ恐おそろしい。その様に男は震ふるえ上がり、さすがの月代もわずかにたじろぐ。だが。

「……面おも白しろいじゃない」

　それでもこのヘンタイ小こ悪あく魔まは、あくまで笑えみを失わなかった。

　手にはやはり携けい帯たい電話が握られている。ということは、あのお化けタコを出す気だ。

「アサミたんがＳなら、私がこの手でＭにしてあげる。さあ堕おちなさい！」

　そう叫び、月代はディスプレイを光らせた。

　プルンッと柔やわらかな軟なん体たいを盛り上がらせ、タコ焼き屋の看板みたいな生き物が、オタク街のビルの屋上に溢あふれ出る。触しよく手しゆをビタビタと振ふり回し、目の前の二次元メイドを狙ねらって、本能に任せて襲おそいかかる。

「アサミ様、鞭をっ！」

「かしこまりました、ご主人様」

　無表情に答え、アサミが鞭を振るった。盛せい大だいに、しかも的確に、引き絞られた革の刃やいばが、吸きゆう盤ばんに覆おおわれた八本の触手を怯ひるませる。効いているのだ。
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「痛がってらっしゃるのですね。ほんと、気持ち悪い子……」

　そして口での罵ば倒とうも忘れてない。嗚あ呼あこれでこそＳだ。

　アサミにしばかれ、タコは徐々にぐったりしていく。慌あわてたのは月代だ。とっさに振り返り、すぐ後ろでビクビク震えている男を睨にらみつける。

「ちょっとキミ、何とかしなさい！」

「な、なんとかって何を？　あと今のタコなに？　そんなものまで出せるなんて、アナザーたんはどこまで神なの？」

「いいからほら、はやく襲えっ！」

　月代に蹴けりとばされ、男がアサミの前に転がり出る。が、そんなことをしたところで、アサミにとっては虫けらが一匹ぴき増えたに過ぎない。きつい視線とともに鞭が振るわれ、男は哀あわれにヒィと叫んだ。

「やめてくれやめてくれ。痛い痛い痛い！」

「申し訳ございませんが、あなたは私のご主人様ではございません。ですから、憐あわれみも蔑さげすみも無用でございます。普ふ通つうに叩たたきます」

　ビシビシと、まるで物でも痛めつけるかのように彼女は鞭を振り回す。愛する主人への感情など欠片かけらもない。おそらく皮が破れ血が噴ふき出そうとも、折せつ檻かんをやめないだろう。

　まあ、先にヒドイことをしようとしたのは向こうの方だから、多少はアリなのかもしれないが……いくら何でもやりすぎるのは拙まずい。

「どうしよう、北原さん。アサミさんを止めないと」

　光宏は絵の師し匠しように救いを求める。紗さ衣えもそこは同意したのだろう。小さく頷うなずき、彼の手からペンタブレットを取り返した。

「……もういいわね。落ち着かせるわ」

　そして暴れるアサミに近づく。

「アサミ、ちょっといいかしら」

「何でございますか？　今いいところなんですから、邪じや魔まをされては──」

　Ｓメイドが何か言い終える前に、すっと頭にペン先が触ふれた。

「──戻もどりなさい」

　カチッと音がした。

　そのワンクリックがどんな仕様なのかは分からない。だがその瞬間、アサミの身体からだは揺ゆらぎ、まるで掃そう除じ機きにでもかけられたかのように、ある一点に吸い込まれていく。

　光宏の上着のポケット。彼の携帯電話の中に。

　その場所こそが、アサミの新たな家なのだろう。彼女は──光宏専用なのだ。

　……なんてこった、と彼は我に返り震え上がった。

　一方紗衣はうずくまる男の前に立ち、何か考え込んでいた。が、不意に何を思ったか。紙かみ袋ぶくろをごそごそと漁あさり、先ほど買ったばかりのあの画集を引っ張り出す。

　おへそ丸出しで恥はずかしがる二次元美少女。その表紙を見た途と端たん、男が叫さけんだ。

「あっ、それは今日発売の、ボクのファーストイラストブック！」

　衝しよう撃げき的な事実を彼は口走った。メガネをずり落とし、頰ほおに赤いミミズ腫ばれを走らせながら。

　光宏は驚おどろかない。いや、驚くまいと我が慢まんする。紗衣がミウミだったことに比べれば、この男が神か村むらしづるだったことぐらい何とも……って、んなわけあるか！

「ちょ、なんだそれ。本当なのか？」

「本当よ。だって私、以前この人のこと、イベント会場で見かけたもの」

　こちらはまさに驚く様子もなく、紗衣が堂々と頷く。そして画集を神村に突つきつけ、厳おごそかに言った。

「神村先生。今日はあなたのイラスト人生において、とても大切な記念すべき日のはずよ。この街に来た理由だって、みんなが自分の画集を手に取ってくれるのを見たかったからでしょう？　その純じゆん粋すいな気持ち、大事になさい」

「は、はい……」

　目に涙なみだを浮うかべうなだれる神村。いや、光宏にしても今日は記念すべき日だ。これから先、あのヘソチラ娘むすめを見るたびに、この男のヘンタイぶりを思い出さなきゃならないのだから。

　彼がげんなりする一方、月つき代よは頰をぷっくり膨ふくらませ、いかにも不満ですといった顔で紗衣を見つめている。こちらも目に涙が溜たまっている。そんなに負けたことが悔くやしいか。

　光宏の視線に気づいてか、月代がこちらを見た。

「ふん、相変わらず甘いんだから。でも、今回はこれぐらいにしといたげる。だいたい私Ｓだから、ああいうメイドはタイプじゃないんだよね」

「泣きながら強がり言うなよ」

「ないてなんかないもん！　いーっだこのばかぁっ！」

　なぜか光宏に八つ当たりし、黒き女悪魔はヒヨコを振ふり回しながら逃にげていった。

　なるほど、あれで二次元なら、相当な萌もえキャラなんだろうな──と、彼は絶句しながらも下らない感想など抱いだいた。

「さあ、私達も行きましょう」

　紗衣がそう言って、階段に向けて歩き始める。

　と、それを呼び止める者がいた。神村だ。

「待ってくれ、きみは──」

　きみはいったい何者なんだ、と紗衣に問うた。

　それを受け、彼女は振り返り。

「歌川ミウミ──ただの同人絵師よ」

　そう答え、静かに去っていった。
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　紗さ衣えの口からアサミ出生の秘密が語られたのは、それからすぐのことだ。

「それじゃ北原さんは、初めから僕のためにアサミさんを描かいたんですか！」

　場所を変えた喫きつ茶さ店てんにて。一いつ緒しよに紅茶を飲んでいる最さ中なか、光宏は思わず素すっ頓とん狂きような声を上げた。当然だ。昨日の新作が、そんな思いもかけないプレゼントだったなんて。

　……いや、プレゼントというにはちょっと無理があるか。何しろ紗衣がそんなことをした理由、聞いてみればあまりにもアレだったのだから。

「私、考えたのよ。どうすれば葛かつ本もとくんが私からカリンを盗とらないか」

「はあ」

「要はあなた専用の娘こがいればいいのよ」

「はあ」

「だからアサミを描いたの。なのに、あなたのところには抜ぬけ出さなかったみたいね。不思議な話だわ」

　いや、それはいろいろとタイミング的に問題があったからで。

　そう、あの時光宏はメイドに萌えられなかった。その結果、アサミは紗衣の前にも、光宏の前にも出られず、次の候補先──やはり「ミラージュ・ネル」のファンだった神村しづるのもとに出てしまったのだろう。

　……とまあ、その辺はこの際置いといて。

　それよりもっと問題視すべきことがある。

「ちょっと待ってくださいよ。なんで僕専用の娘こがＳなメイドさんなんですか」

　すごく納なつ得とくいかないのだが。

「あら、Ｓなメイドって、あなたにピッタリだと思ったのだけど」

「はあ……って、なぜですか！」

　何かひどく誤解されてないか。そりゃぁさっきは成り行きでアサミのリペイントをしたけど、もともと光宏にそういう趣しゆ味みはない。メイドに特別興味があったってわけでもないし、それに──。

「なんで僕がＭなんですか」

　声を落として彼は訊たずねる。さすがに昼日中の喫茶店で声を大にして叫さけぶ単語ではない。

「だって葛本くん、妹さん達に罵ののしられて、楽しそうにはしゃいでいたじゃない」

「は、はしゃいで……？」

　何でそうなる？

　確かに授業中、馬ば鹿かにされていた。この上なく辱はずかしめられていた。それに対して、自分が顔を真っ赤にして反論したのも間ま違ちがいない。だからって、「はしゃいでいた」はないだろう。

　それとも何か。紗衣にはあれが、はしゃいでいるように見えたのか。

「あれだけ大声で話してたのだもの。楽しかったのではないの？」

　だが、彼女は大おお真面まじ目めに問い返してきた。

「葛本くんはあんなに人と話せて、楽しそうだなって思ったのだけど」

「いや、あれはどう考えても楽しい会話とかじゃないと思うんです……」

　そう言いながら、光宏はふと気づく。紗衣の思考があまりに短たん絡らく的すぎることに。

　そして、ようやく理解した。

　なぜ紗衣がこうも「人との会話」について疎うといのか。答えは簡単だ。思えば彼女は──クラスの誰だれともまともに話などしてないのだ。

　誰ともお喋しやべりなんかしない。必要最低限のことしか口にしない。話し相手になっているのは、もっぱら二次元の美少女キャラだけで、現実の三次元には見向きもしない。

　これはもう、正々堂々とは明らかに違ちがう。周りの目を気にしないのではなく、周りを見てないのだ。そうやってひたすら己おのれの趣味だけを追い求めている。となればもう、彼女を表す言葉はただ一つしかない。

「ダメ人間だ……」

　光宏は愕がく然ぜんと独りごちた。

　北原紗衣はダメ人間だ。もう、それ以上はあってもそれ以下はない。たとえ百歩譲ゆずって「愛すべき」と頭に付けたとしても、絶対に「見習うべき」ではない。

「とにかく」

　彼の心の中など見向きもせず、紗衣は言う。

「アサミはあなたにあげるわ。あの子は葛かつ本もとくん専用よ。ぶたれるなり縛しばられるなり勝手に楽しみなさい。でもその代わり、私のカリンにはこれ以上手を出さないでね」

「いや、あの、すごく誤解ですから」

　自分はＭじゃない。……と思いたい。たぶん。

　光宏は、紗さ衣えにアサミを引き取ってもらうことにした。そうでもしないと、自分までダメになってしまいそうだったから。




　後日──。

「ミラージュ・ネル」に、新たなイラストが上がった。カリンをいじって喜んでいる、ちょっぴり意地悪なメイドの絵だ。「魔ま導どう士し見習いとＳな使い魔」という、微妙に解釈に困るタイトルがつけられていた。

　どうやら紗衣自身は、アサミのご主人様になることを好まなかったらしい。だからカリンに白羽の矢が立ったのだろう。

　アサミとカリン。そして紗衣。果たしてこの三人が、誰も見てない自宅の中でどんなイチャイチャを繰くり広げているのか。

　興味はあったが、光宏は目下他ほかに気がかりなことがあり、それどころではなかった。

　彼にとっての新たな悩なやみ。それは──。
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「葛本くん、あなた、また私のカリンを盗とったのね？」

「ああ、ごめんなさい北原さん。どうか僕をお許しください」

　こんな夢を、彼は夜ごと見る。

「いけない子。どうやらお仕置きが必要みたいね」

「や、やめて北原さん……」

「フフ、怯おびえてるの？　いいわよ、もっと怯えなさい」

　何やら危険な笑えみを浮うかべつつ、ペンタブレットを手にメイド姿の紗衣が迫せまってくるのだ。そして、すんでのところで目が覚める。

　起き上がり、荒あらい息をつきながら、光宏はただひたすらに苦く悩のうする。

　──北原さん、あなたのせいです。あなたがあんな絵を描かいたから、僕にヘンな癖くせがついちゃいました。

　アサミさんを呼び戻もどそうかな……などと思いながら、彼は今夜もベッドの中で、ひとり悶もん々もんとした時間を過ごすのだった。
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　スクール水着だ、と光みつ宏ひろは思った。

　丸い肩かたや細い手足、小さな鎖さ骨こつの盛り上がりはそのまま晒さらし、濡ぬれたボディのみを包む濃のう紺こんの薄うす布ぬの。身体からだのラインを浮き上がらせ締しめつける、学校公こう認にんの女子専用特とく殊しゆコスチューム──。

　それはもう、この上なくスクール水着だった。

　着ているのは当然、生身の人ではない。

「……ミックン、そんなにじっくり見ないで。恥はずかしいよぉ」

　そう言って胸むな元もとと腿ももの辺りを手で押さえながら顔を赤らめて立つのは、つい今しがたモニターから抜ぬけ出してきたばかりの二次元美少女、ナギサだ。

　水色のショートヘアに幼い顔立ち。華きや奢しやな手足にもかかわらず自己主張が激しい胸。それを何とか隠かくそうとしてパツンパツンになっているスク水──。ああ、これぞ歌うた川がわミウミのイラストだと思える至高の逸いつ品ぴんである。

　そう、彼女は紗さ衣えの「新作」なのだ。

　飛び出してきたのは光宏の自室だった。どうやら今回も、作者を差し置いて自分が召しよう喚かんしてしまったらしい。

「やばい、また北原さんに怒おこられる……」

　そう口にしたものの、光宏はあまり危機感を感じていなかった。いや、それよりも別の感情が先走ってしまい、紗衣のことなど二の次になってしまう。

　どんな感情か──は彼の名めい誉よのためにも触ふれないでおいてほしい。まあ、一言で言うならヤマシイというか。むしろヤラシイというか。

「あ、あの、せめてタオルぐらいは巻いて……」

　舌をもつれさせながら彼は言った。ナギサ以上に真っ赤になりながら。

「え、なんで？　わたし、ちゃんと水着着てるよぉ……？」

「そ、そうなんですけど。でもその──」

　言えない。いくら妄もう想そうの産物たる二次元少女相手だからって、女の子に面と向かって「細部までくっきり分かるよハァハァ」なんて、変質者か月代じゃあるまいし。

　そして光宏から迸ほとばしる謎なぞのエナジーを感じてか、ナギサも恥ずかしそうに、身体をいっそう火ほ照てらせる。もともと濡れた身体にさらに汗あせが浮かび、急速に湿しつ度どが上がる。

　ぽたり、と一ひと粒つぶの滴しずくが落ちた。

　男子ならば搔かき立てられずにはいられない光景のはずだった。

　ただ──滴の落ちた場所が問題だった。

「あっ、神か村むらしづるのイラスト集にっ！」

　つい光宏は大声を上げた。いつぞや買って、無造作に部屋に放ほうり出していた萌もえ画集。あろうことかその表紙に、ナギサの水すい滴てきがかかってしまったのだ。

「あ、あ、ふやけちゃう……」

　突とつ然ぜんの忌ゆ々ゆしき事態に慌あわてて水を拭ふき取る彼の様子を、スク水少女がポカンとした顔で眺ながめている。それでも指先から、髪かみの毛の先せん端たんから、ぽたぽたと垂れる滴はやまない。彼女が身を揺ゆするたびに、光宏の抵てい抗こうも虚むなしく、辺りの萌えグッズに降り注いでいく。

「ナギサちゃん、ダメだ！」

「ミックンどうしたの？　やっぱりわたしの水着姿、変……かなぁ」

　何かもうシチュエーションが嚙かみ合ってなかった。

　光宏はもはや萌えるどころではない。高ぶっていた気持ちが急速に薄れ、部屋に満ちていた濃のう密みつな熱気も霧む散さんする。彼は涙なみだ目めになってナギサを見やり、「ナギサちゃん、ごめん」と一言謝った。

　その瞬しゆん間かん、ナギサは消えた。

　光宏の煩ぼん悩のうが薄れたため、元の絵に戻もどったのだ。

　二次元スク水少女よりも、萌えコレクションの方が勝ってしまうとは。光宏は自分のジャッジに呆あきれつつ、ナギサの立っていた場所を見て絶句する。

　巨きよ大だいな水みず溜たまりができていた。

「そうか。スクール水着って難しいんだな……」

　よく分からない感想を抱いだきながら、台所へ雑ぞう巾きんを取りにいく光宏であった。
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　そもそもの起こりは今日の放課後のことだった。

「葛かつ本もとくん、ちょっといいかしら」

　授業も終わり、さあ帰ろうと教室を出たところで、紗衣が不意に話しかけてきたのだ。

　彼女の方から積極的に何か言ってくるなど滅めつ多たにないことだ。いったい何の用だろう、と光宏はドキドキしながら頷うなずく。

「教えてほしいことがあるの」

「うん、何？」

　勉強かな。でも僕なんかより北原さんの方が成績いいはずだし。それとも何かオタク的情報？　それも僕より北原さんの方が──。

「スク水萌えのことなんだけど」

　あまりに唐とう突とつに、紗衣は真顔でそんな台詞せりふを口にした。

「……はあ」

　光宏は言葉を失うしかなかった。

　そりゃそうだろう。いきなり寄ってきて何を言いだすのかと期待すれば、そこで「スク水萌え」ってアンタ。

「葛本くんは、スク水についてどう思うのかしら」

「いやどうって……なぜ急にそんな」

　流れが意味不明すぎる。

　光宏が困こん惑わく気味に紗衣を見返すと、彼女はきれいな眉まゆをそっとひそめ、「理解できないからよ」と簡素に答えた。

「……理解できない？」

「そう、理解できないの。ほら、最近男子達が、スクール水着がどうこうってひそひそ話してるでしょう？　でも、スク水の良さって何かしら」

　男子達がそんなことを──？

　光宏は一瞬首を捻ひねり、だがすぐに思い至った。そういえばプール開きが近いのだ。

　暦こよみはもう六月。クラスの男子達の関心は、ごく自然と一点に集中している。言わずと知れた「スクール水着」だ。女子の水着姿がもうすぐ拝めるという無む邪じや気きな喜びに、思春期が乱れ咲ざきなのである。

　ちなみに光宏は、あいにくそのスク水談義には参加してない。まあ、周りから二次専として扱あつかわれている彼が、生身の女子のスクール水着について意見を求められることもないわけで。

　それに、実際のところ興味も薄うすかった。

「僕は……普ふ通つうかな」

　光宏は素っ気なく答える。スクール水着と聞いて、とりたてて激しく搔かき立てられるものはない。

「私もなのよね」

　そして紗衣もまた、意外なことに頷いてきたのだ。

　珍めずらしい。こんな萌え感情の塊かたまりみたいな人が、スクール水着に見向きもしないなんて。

「実際のところ、スクール水着ってどこがいいのかしら。私は毎年着てるし、毎年嫌いやというほど眺めてるけど、何とも思わないわよ？」

「つまり……見慣れすぎて萌えの対象にならない、と？」

「そうかもしれないわね。それで男子である葛本くんの意見を聞きたかったのだけど」

　無む駄だだったようね、と彼女は呟つぶやいた。どこか落らく胆たんしているようにも思えた。

　結局それからすぐに紗衣とは別れたが──後で光宏はふと引っかかる。

　この時点で包み隠かくさずカミングアウトすべきだったのだろうか。「生身のスク水はともかく、二次元のスク水娘むすめならどどんと来いですよアッハッハ」と。
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　やっぱり二に次じ専せんじゃねーかよ、というツッコミはなしでお願いしたい。そもそも光宏がイラストのスク水娘にしか心こころ惹ひかれない理由はちゃんとあるのだ。

　何しろ、もう何年もイラストばかりに萌もえてきた彼にとって、スクール水着といえば、ある種の固定観念ができている。すなわち──。

「ナギサちゃん、身体からだすごかったな……」

　──ボディラインだ。

　そう、ボディラインなのだ。誰だれが何と言おうと、スクール水着の長所はボディライン以外の何ものでもないのだ。

　まあ、それだけなら三次元相手でも言えることだろう。しかし二次元スク水娘のボディラインは一味違ちがう。

　そもそも煩ぼん悩のう一直線で描かかれた萌えイラストの場合、彼女達が浮うかび上がらせる身体の線は、極きわめて限界スレスレだ。そりゃもう、決して見えてはいけないような細部まで、あり得ないほど鮮せん明めいに分かってしまう仕様になっている。

　うん、あり得ない。現実の学校指定のスクール水着では、あそこまではっきり見えやしない。ていうか絵の方はもはやボディペイントだし。

　だから光宏は、生身のスクール水着にはそれほど興味がなかった。早い段階から萌えイラストの洗礼を受けていたからこそ、現実がぬるく感じられてしまう。まあ一言で言うなら、感覚が再起不能なぐらい狂くるっていたということで。

「でも考えてみたら、北原さんが訊ききたかったことって、やっぱり二次元のスク水のことなんだよなぁ……」

　ひとり湯船に浸つかりながら、光宏は独ひとりごちた。

　先ほどの水分過か剰じよう事件から一時間後──。ナギサの衝しよう撃げきから徐じよ々じよに立ち直ってきた彼は、風ふ呂ろに入ってようやく落ち着きを取り戻もどしていた。そしてふと、放課後のことを思い出したのだ。

　そうだ、今日紗衣がナギサの絵をアップしたのも、放課後の会話が絡からんでいるに違いない。彼女はスク水萌えが理解できないと言っていた。だから光宏にスク水のポイントを訊いてきたのだが──。

　なかなかどうして。さっきの新作「水属性・ナギサ」は、そりゃもうスバラシすぎた。

　さすが歌川ミウミだな、と思う。何だかんだ言って、押さえるべきところはきちんと押さえている。

　濃のう紺こん色に包まれた豊満なボディと、それを恥はじらい赤くなる童顔美少女。身体が濡ぬれていたからついつい追い払はらってしまったけど、もしこれが濡れてもいい場所──例えば風呂場だったりした日には、もう取り返しがつかなくなっていたかもしれない。

　……などと下らないイフ設定を思いついたところで、ふと気づく。

「あれ？　そういえば僕、入浴中だよな……」

　今さら当然の事実だったが。

　しかしこの一いつ瞬しゆんの閃ひらめきが拙まずかったらしい。彼の心の堤てい防ぼうはこれだけで瞬またたく間に決けつ壊かいし、抑おさえ込んでいた諸もろ々もろが溢あふれ出てきてしまう。

　ああ、ここはお風呂場だ。いくらでも濡れていい場所だ。ナギサちゃんが来てもいいんだ。もしここでナギサちゃんと二人だったら、嗚あ呼あどうしようどうしよう。すごすぎて具体的な妄もう想そうが全然追いつかないよ。

　とりあえず、ピンク一色に塗ぬりつぶされた抽ちゆう象しよう的てきイメージだけが、先行して脳内に迸ほとばしる。その時、磨すりガラスの外に誰かが立つのが分かった。

　ぼやけた濃紺が見えた。

　そういえば、ナギサちゃんの画像を収めた携けい帯たい電話──脱ぬいだ服と一いつ緒しよに、脱だつ衣い所じよに置いといたんだっけ。

「ミックン、一緒に……いい？」

　ドア越ごしに、控ひかえ目に大だい胆たんな台詞せりふを飛ばすスク水少女のボイスが聞こえてきた。

　一緒？　一緒って、お風呂を？　いやそれは拙いよ。僕とナギサちゃんじゃ性別が違うし、あ、でも向こうは水着だから大だい丈じよう夫ぶってことか。でもって僕は頑かたくなにタオルでも巻いとけばイヤイヤイヤ無理あるだろソレ。何でも隠しときゃいいってもんじゃないぞ。

　直前の妄想が現実化することにたじろぎ、光宏は慌あわてて叫さけび返す。

「待ってナギサちゃん、開けちゃダメ！」

　んなこと言ったって、どうせ開けるんだよな。それがお約束なんだから──。

　言ってるそばから諦あきらめた彼の目に、案の定スク水少女の姿が飛び込んできた。

　しかも二次元だ。三次元リアルではない、煩悩丸出しで描かれた二次元のスク水少女だ。

「あの……大丈夫だよ。だってわたし、その……水着だもん！」

　真っ赤な顔を伏ふせ、光宏が望んだとおりの言葉を口にしながらも、ナギサは恥ずかしそうに両りよう腕うでで身体を隠かくし気味にしようとする。が、しかし！　隠そうったって隠しきれるほどおとなしいボディではない！

　無む駄だに興奮しつつ、光宏はナギサに懇こん願がんした。

「な、ナギサちゃん、ちょっとむこう向いて……」

　このまま見つめられたら、いろいろと危険なことになりそうだった。だから彼女に後ろを向かせ──すぐにそれが失敗だったと知った。

　思いっきり目にしてしまったのだ。腰こし近くまで広く剝むき出しになった滑なめらかな背中と、その下で布地から一部はみ出した安産系桃もも形パーツを。そりゃもう、思春期の二次専男子にとってどれほど毒だったことか。

「ぅくっ！　……グゥ」

　堪こらえきれずに息を呑のんだら、ついでに呼吸が止まった。

　鉄のような臭においが鼻び腔こうの奥に湧わいてくる。ああやばい。何か垂れてきた……。

「ねぇミックン、どうしたの？　わたしの背中、何か付いてる？」

　向こうを見ながら不安げにナギサが訊たずねてくる。しかしその声は、もはや霞かすみがかかったようにしか聞こえない。

「あのね、わたし……ミックンの背中が流したいな。それでね、よかったらミックンもわたしの背中──きゃっ！　ミックンどうして顔中血まみれなのっ？」

　湯の中でのぼせ沈しずみゆく彼のもとに、驚おどろくナギサの顔と胸が近づいてくる。

　ああ、こっちに来ないでナギサちゃん。絶対に女の子には見せられないものが見られちゃうから……。




　六月某ぼう日じつ夜間。葛本光宏（15）は、自宅の湯船で一人のぼせ気を失っているところを、家族に発見・保護されたという。
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　でもって翌朝。目が覚めると光みつ宏ひろは、パジャマ姿でベッドに横たわっていた。

　あのまま眠ねむってしまったらしい。起き上がり傍かたわらを見ると、「感謝しろバカ兄貴」と書き殴なぐられたメモが一枚置かれていた。

　佐さ和わの字だ。もうひと思いに家を飛び出したい。

「そういえば……ナギサちゃんは？」

　慌てて見回すが、姿はない。自分が気絶すると同時に、また絵に戻もどったのだろうか。それならいいのだが──。

　あの娘こが家族にでも見られた日には、それこそ家を飛び出すしかないし。

「そうだ。携帯電話を見ればいいんだ」

　確か女の子が絵から出てくると、元の画面は白一色になったはず。光宏はそれを思い出し、ベッドから下りて携帯電話を探してみる。

「あれ？　ない……」

　いつも着き替がえと一緒に枕まくら元もとに置いとくんだけど。あ、でも昨日は脱衣所に置いたままになってたから……ったって、佐和辺りが回収してどこかにやっただろうし。ああもう、いったいどこに行ったんだ。

「ミックン、何探してるの？」

「うん、ちょっと携けい帯たいを」

「それって、これ？」

　すぐ横から見覚えのある電話が差し出された。光宏は「ありがとう」と言ってそれを受け取り、そこでようやく気づいた。

「ナ、ナギサちゃん！」

　背後に身を潜ひそめていたスク水少女の存在に。

「いつの間に！　ていうかどこにいたの！」

「うん、あのね、押し入れの中……」

　意味もなく恥はずかしそうにしながら、ナギサは両腕で自分の身体からだを抱だきしめた。どうやらそのポーズがデフォらしい。

　そういえば以前、紗さ衣えの絵が初めて飛び出してきた時も、光宏はその娘こ──カリンに押し入れに隠れるよう叫んだことがある。たぶんあれ以来、彼の頭の中で「押し入れ＝女の子を隠す場所」という方程式が出来上がっていたのだ。今回はそれが反映されたのだろう。

「ちょっと待って。ということは……ナギサちゃん、一晩中押し入れに？」

「うん。あのね、家族の人に見つかっちゃダメって、なぜかそう思えて……」

　ああ、すべて自分の願望どおりだ。光宏は軽く引きつった笑えみを浮うかべた。

「でも、ずっとその格好で寒くなかった？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ちゃんと体拭ふいたから。あ、ミックンのバスタオル勝手に使っちゃった……。ごめんね？」

　ははぁ、バスタオルですか。で、次からはそのスク水少女の使用済みバスタオルで身体を拭いてください、と。それはそれは、大変ありがとうございます。

　よく分からない感謝の念とともに、光宏はナギサの身体に目を落とす。なるほど、乾かわいている。よかった。これなら部屋にいても安心だ。

　……はいいとして。

「もしかして、と思うけど──」

　時計をチラリと見ながら彼は言う。登校時間が近づきつつある。

「学校にも……ついてくるつもり？」

　カリンの前例があるだけに、この娘もやりかねない。その場合どうなるんだ。まさかスク水一丁で通学路を一いつ緒しよに練り歩く気か。そんなの、カリン以上に人目を引くこと甚はなはだしいじゃないか。

　だがナギサはキョトンと首を傾かしげる。そして突とつ然ぜん顔中を真っ赤にしてうつむき、全身を使ってもじもじしだした。まるでそう、純真可か憐れんな乙おと女めが、片かた想おもいだった男の子から初めてデートに誘さそわれたかのように。

「……い、いいの？」

「駄だ目めです」

「え、ええと……ミックンがいいって言ってくれるなら、わたし……」

「いや、だから駄目ですよ？」

　ていうか、もう人の話とか聞いてないでしょナギサちゃん。

　こうなったらまた紗衣に助けを乞こうしかないか。仕方ない、せめてそれまでは何とか耐たえよう。そうだ、とりあえず──。

「ミックン、大好き！」

　ガバリ、といきなり抱きつかれた。

　スクール水着独特の質感と女の子の体温、そして柔やわらかなプヨプヨした何か二つが、光宏のパジャマ越ごしにギュゥと押し付けられる。何かって？　訊きくな。

「──と、とりあえず、服着よっか」

　朝っぱらから煩ぼん悩のうを全開させながらも、彼はどうにか冷静さを捻ひねり出し、ナギサと己おのれを落ち着かせようとするのだった。




　その後、家族の目を盗ぬすむのに一苦労という下りはあったものの、ようやくナギサを連れ出すことに成功した光宏は、ホッと安あん堵どの息を漏もらした。

　彼女には自分の替かえの制服を与あたえてある。白いカラーシャツに黒ズボン。女の子の服が調達できないから、他ほかに選せん択たく肢しはなかった。しかしこの男装風味もこれはこれで……まあ感想は置いといて。

「ミックン、みんながこっちを見てるよぉ。恥ずかしいよぉ」

「うん、それはナギサちゃんがいろいろと気になる存在だからだよ」

　通学路を行く傍かたわら、恥ずかしがってベッタリくっついてくる美少女を、光宏は優やさしく諭さとしてやった。まあ、いくらスク水じゃないからって目立つよな。思いっきり３Ｄ化した萌もえイラストなんだし。

　カリンの時もそうだったけど、これでまた自分に妙みような噂うわさが立つこと間ま違ちがいなしだ。もはや笑って済ませるしかない。

　周囲の女子生徒の痛々しい視線を全身で浴びながら、光宏は紗衣の姿を求めて歩いていく。

　途と中ちゆうで落ち合えればいいけど……もし向こうが先に学校に着いていたとしたら、それまで自分はずっとナギサと一緒だ。

「ねぇナギサちゃん」

「なぁにミックン？」

「えっと、その……せめてくっつかないで」

　必要以上にギュウギュウ押し付けられている気がする。何をって？　訊くな。

「ご、ごめんねミックン。わたし恥ずかしくって、つい……」

　うんうん、いいんだよ。ナギサちゃんは悪くないよ。どうせこれも、全部僕の願望が反映されてるだけなんだから……。

　まったく、どんだけ欲求不満なんだよと自分に呆あきれながら、光宏は先を行く。

　そう、すべて願望なのだ。あるいは欲望と言い換かえてもいい。

「浅ましいよなぁ」

　彼は肩かたを落とし呟つぶやく。男子としての己の業ごうの深さが憎にくい。

　しかも二次元の女の子が抜ぬけ出してくるなんて、この上なくあからさまな形で自分の性せい癖へきを映し出されているわけで。そんなの、鏡を見つめるより恥はずかしいじゃないか。

　よく紗衣は何ともないな、と思う。どうして彼女は平気なんだ。

　いや、むしろ自分も彼女みたいに開き直った方がいいのだろうか。そうだよな。どうせいくら気にしたって、思春期の煩悩が治まるわけじゃないんだし。

「……うん。いっそこの状じよう況きようを楽しんだ方がいいのかも」

　少なくとも紗衣はそうしている。自分もそうすべきか。ただ、まず後あと戻もどりはできなくなるだろうけど。

「例えば──」

　光宏はナギサの方を振ふり返った。男子の制服に身を包んだ二次元少女。これを自分の煩悩に従っていじるとしたら──。

「ねぇミックン」

　こちらが何も妄もう想そうしないうちに、ナギサが口を開いた。

「みんながこっちを見てる理由なんだけど……もしかして、この服が変なのかなぁ」

「はい？」

「これ、脱ぬいだ方が……」

「ちょっと待てナギサちゃん、早まるなっ！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、だってこの下──」

　水着だもんっ、と彼女は恥ずかしそうに笑った。

　そしておもむろに、ガバッと前をはだけた。

　衝しよう撃げきで弾はずんだ。何がって？　訊くな。

　白日のもとに晒さらされる濃のう紺こん色のスクール水着。その輝かがやきに目を奪うばわれる暇ひまもなく、シャツがはらりと落ち、ズボンが脱ぎ捨てられる。何のことはない、水着になるとは名ばかりの、路上公開ストリッ……

「きゃぁっ！」

　突とつ如じよナギサが悲鳴を上げた。何事かと思いきや、水着一枚になった彼女の頭上から、水の塊かたまりがドバシャと派手に降り注いだ。

　見上げても何もない。雨雲も、植うえ木き鉢ばちさえも。いったい何なんだ今のは。

「ナギサちゃん、大丈夫？」

「みっくぅん……」

　ベソをかきながらナギサが見つめ返してくる。その身体からだはびっしょりと濡ぬれ、水着が肌はだにピタリと吸いつき──って、まさか今の水も僕の願望が生み出したものなのかよオイ。

「せっかく乾かわいたのに、また濡れちゃったよぉ……」

　案の定細かいところまであちこち浮うかび上がらせ、ナギサがフラフラと寄ってくる。しがみつく気満々だ。

　光宏はほんの一いつ瞬しゆんとはいえ、状況を楽しんでしまえと思ったことを後こう悔かいした。路上で、しかも大勢の人が見ている前で、これはいくら何でも拙まずすぎる。恥ずかしいとかいうレベルじゃない。どう考えたって猥わい褻せつ罪ざいだ。

　びしゃりっ、と水音を立ててナギサが張り付いてきた。まず濡れた水着のひんやり感がシャツ越ごしに伝わり、それからしだいにじわじわと、彼女の抑おさえきれない肌の火ほ照てりがしみ渡わたってくる。

　あと、もちろん柔やわらかな感かん触しよくも二つ。何のって？　訊きくな。

「ナギサちゃん、頼たのむからもう離はなれて……」

　これまた真っ赤になって懇こん願がんする光宏だが、相手は聞いてくれそうもない。まあ、これもすべて自業自得。自分の煩ぼん悩のうがゆえに起きた悲劇だ。

　周囲の観衆のヒソヒソ声が耳に痛い。ああ北原さん、お願いだから早く来て──。

　そんな彼の祈いのりが天に通じたか。路上をコツコツと革かわ靴ぐつの音を立て、向こうから紗衣がやってくるのが見えた。よかった、学校に着く前に会えた。

「北原さんっ！　助けて！」

　光宏は人目もはばからず、現れた救世主に向かって大声で叫さけんだ。その声に彼女もまた立ち止まり、いったい何事かと言わんばかりに、この騒さわぎの中心人物を見つめ返してくる。

　そして。

「はぁ……」

　悩なやましい溜ため息を一つ残し、紗衣は二人の前を、スタスタと素通りしていった。

　救われなかった。いや、救いどころか叱しつ咤たさえなかった。ていうか、ついに呆れられた？　いやいや、少なくともあなたに呆れる資格なんかありませんよ北原さん。

　光宏は目に虚むなし涙なみだを浮かべ、紗衣の後を追って歩き出す。その身にびしょ濡れのスク水美少女を張りつかせながら。

　そして思った。どんだけレアな萌もえシチュエーションなんだよコレ、と。
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「べつに怒おこってるわけではないのよ、葛かつ本もとくん」

　紗さ衣えは意外にもそう答えた。

「ただ、失望はしたわ。あなたならもっと萌えに理解があると思ってたのに」

「はあ。すみません……」

　よく分からない不平を聞かされ、光みつ宏ひろはとりあえず謝っておく。

　すでにナギサは絵の中に戻もどっている。あれから学校に着いてすぐ、人目につかない校舎裏へ来て紗衣が片付けてくれた。やはり彼女も自分の秘密を公おおやけにするのは拙いと思っていたらしい──わけではなく、そこは事情があったようで。

　彼女は今、死角になった裏門の横にしゃがみ込み、膝ひざの上に少し大きめのノートパソコンを展開させている。鞄かばんの中に仕込まれていた私物だ。授業と関係ないものを学校に持ち込んでいるということで、先生に見られたくなかったらしい。

「でも、萌えに理解がないとは？」

　モニターの中にしまわれたナギサのイラストを眺ながめながら、光宏は訊たずねた。

　理解ならありすぎるほどある。現に自分の前にナギサが抜ぬけ出してきたわけだし。

「どうかしらね」

　だが紗衣は、冷たく首を横に振ふった。

「葛本くんがナギサにハァハァした原因って、身体でしょ？」

　そして図星を突ついてきた。それは……さすがに言い返せないし、言い訳もできない。何しろ路上であそこまでギュウギュウくっつかれていたのだから、光宏がナギサに抱いだいた欲望なんて、どこからどう見ても丸分かりだ。

「この娘こはね、ちょっと実験のつもりで描かいてみたのよ」

　紗衣はそう言って、パソコンの画面に目を落とす。昨日「ミラージュ・ネル」にアップされたスク水美少女のイラストデータが映し出されている。

「実験て……何の？」

「スク水萌えよ」

「はあ」

　ちょっと待て、どんな実験だそれは。

「スク水に対する葛本くんの反応が見たかったのよ。あなたはもともと萌えに理解がある。だから、スク水娘むすめをどんな視点から萌えとして扱あつかうのか、興味があったの」

　それが、彼女がナギサを描いた動機だったらしい。

　紗衣は言っていた。自分はスクール水着の良さが理解できない、と。だから昨日の放課後、光宏にスク水のポイントを訊ね、満足のいく答えが得られずに落らく胆たんしていた。

　でも、そこで彼女は考えたのだろう。実際に二次元スク水少女が具現化して光宏に迫せまるところを見れば、答えは見つかるかもしれない、と。

　何というか──光宏的には非常に迷めい惑わくな話だったりするが。

「ただ、期待はずれだったわね」

「どの辺が、ですか？」

　顔をしかめ、「一応少し怒ったよ」という体ていは表しながら、光宏は訊ねた。あれだけ人のことを混乱させといて、期待はずれっていったい。

「だから、身体からだよ」

　彼女は不満げに答えた。

「葛本くん、ナギサの身体のことばっかり考えてたでしょ。せっかくのスク水なのに、単に巨きよ乳にゆうっ娘このチチを剝むき出しにするコスチュームにしかなってなかったじゃないの」

「チ……」

　そんなストレートに言わないでください北原さん。あなた曲がりなりにも女の子なんですよ？　まあ、言葉の内容そのものは否定しないけど。

「私はね、常々思うのよ」

　そして紗衣は、どこかしんみりとした口調で語り出した。

「世の男性はスク水をもてはやすけど、理由は身体の線が見えるからに他ほかならない。それって少なくとも『スク水萌もえ』ではないわよね。だってプールで身体が見たいなら、スク水よりビキニの方がいいはずでしょう？　他のコスチュームに置き換かえができる以上、純じゆん粋すいにスク水を求めているとは思えない。それにもっと言えば、これは萌えじゃなくてただのエロよ」

　……ぶっちゃけ、しんみりと語るような内容では全然なかった。

　それでも紗衣は語るのをやめない。

「前々から何度かリサーチはしてたけど、結果は同じね。男の子達はスク水に萌えてなんかない。単に女の子の身体を眺めてエッチな気持ちになってるだけなのよ。そんな中で唯ゆい一いつの希望の光が、萌えに理解のある葛本くん、あなただったのだけど……まあ、駄だ目めだったわね」

「はあ。お役に立てずすみません」

　ええそりゃもうエッチな気持ち全開でしたともさ。だいたいあの大きな胸でスクール水着じゃ反則でしょうよ。

　それに──よく分からないのだ。「萌え」と「エッチな気持ちになること」は違ちがうのだろうか。

　いや、違うと言われれば違う気もするけど、じゃあどの辺が違うかと訊きかれると、これがさっぱりなわけで。

　もしかしたら、自分達が追い求めている「萌え」とは、想像以上にとてつもなく巨大なものなのではないか。光宏はふと、そんな不安に駆かられる。

　べつに追い求める必要なんかないだろ、というツッコミはこの際無視するとして。

「どうやら私が真の意味でナギサを完成させるには、もっとスク水の研究をする必要がありそうね」

　紗衣は真顔でひとり納なつ得とくし、ノートパソコンのスイッチを切った。

　なるほど、越こえるべき課題を抱かかえたまま、今回の事件はこれにておしまいか。やれやれ、とんでもない目に遭あった。ちょっとおいしかったけど──などと光宏が考えていると、不意に紗衣と目が合った。

　何だろう。こっちをじっと見つめて。

「葛本くん、放課後、空いてるかしら？」

「え？　う、うん。空いてるけど……」

「よかった。ちょっと付き合ってくれない？」

　絵の修しゆ行ぎように──と彼女はやはり真顔で言った。

　そう、本番はこれからだった。
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　そして放課後。二人はプールサイドにいた。

　たまたま水泳部が休みだったため、幸い辺りに人目はない。でもってそんなところに二人が入れたのは、ひとえに紗さ衣えの人徳のおかげだ。

　彼女が先生に頼たのみ込んだのだ。「絵を描くのにインスピレーションが必要なんです。放課後、プールを開けてください」と。

　もともと美術家の家系に生まれ、絵画の腕うでには定評がある紗衣だ。しかも校内指折りの優等生。となれば、学校側が渋しぶる要素は何一つない。

　まさか先生達も思ってないだろうな。その優等生が描かきたがってる芸術作品ってのが、ＣＧの萌え萌えスク水美少女だなんて……。

「葛かつ本もとくんはその辺で適当にしてて」

　ノートパソコンをいじりながら紗衣が言う。どこから用意したのか、折り畳たたみ式のチェアなど置いて陣じん取どっている。あとはナギサを描き直し、「萌え実験台」たる光宏の反応を探さぐるのみ。

「僕っていったい何なんだろう……」

　自分の立場に疑問を覚え、光みつ宏ひろは虚むなしく呟つぶやいた。

　そう、すべてが虚しい。

　放課後の初夏のプールサイドで、元片かた想おもいの相手と二人っきり。相手は制服のままだけど、これって普ふ通つうに考えたら、充じゆう分ぶん素す敵てきなシチュエーションのはずじゃないか。

　なのに。なのに、だ。

　彼女は二次元スク水少女で頭がいっぱいで、自分も二次元スク水少女で頭がいっぱいで、ただそのためだけに二人で顔を突つき合わせ、萌えとエッチは違うんだと説教され──。

　うん。バカじゃなかろか。僕も北原さんも。

　光宏が恐おそるべき真理に辿たどり着きそうになった刹せつ那な、紗衣が顔を上げた。

「葛本くん、ちょっと見てもらえるかしら」

　できたらしい。慣れてるせいか、やたら早い。

　言われるままに画面を覗のぞき込む。昨日のイラストを簡単に修正した「ナギサ改」がそこにあった。

　顔やポーズなどはまったく変わってない。服装もスクール水着のまま、少し恥はずかしそうにこちらを見ている。唯一大きな変へん更こう点と言えば、その身体からだだ。

　全体的に縮小していた。もともと育っていたところがすっきりし、かつてボリュームたっぷりだったグラマー少女が、今はすっかりツルペタな幼児体形になっている。

「葛本くんが身体に反応しづらいように、ボディラインそのものを変えてみたの。で、どう？」

「どうって……」

　正直に答えていいのだろうか。

　画面を食い入るように見つめながら、光宏は迷う。どんなにナギサのボディがおとなしくなったところで、水着は水着だ。つまり、これはこれで──。

「あ、出ちゃう……」

　彼が呟くと同時に、パソコンの中からニュッとナギサが飛び出してきた。

「ミックン、ただいま～」

　嬉うれしそうにそう叫さけび、自分の創造主などすっかり無視して、愛いとしの男の子にペタペタと駆かけ寄る。そしてイラストどおりの幼児体形を、何の躊ちゆう躇ちよもなくぎゅうと光宏の身に押し付けてきた。

　確かにボリュームは減ったけど、でも柔やわらかさに変わりはない。嗚あ呼あ女の子って、どんな体形になってもこんなに柔らかいんだ──と、そんな感動すら覚えてしまう。

　まあ、この感かん触しよく自体、光宏の日々の妄もう想そうが再現されているだけなのだが。

「ナ、ナギサちゃん待って！　北原さんが見てるから！」

「でもねでもね、こうしてるとミックンのドキドキする音、水着越しにいっぱい伝わってくるんだよ？」

「う、それを言うなら、僕にもナギサちゃんの音、いっぱい伝わってるけど……」

　そんな甘ったるい言葉なんか交かわしてる場合じゃないだろ、と自分を叱しつ咤たするが、もう遅おそい。存在を無視された紗衣が、ついに椅い子すからスッと立ち上がった。

　ペンタブレットを握にぎる手が小さく震ふるえている。寒い……わけじゃないな、これは。

「葛本くん、あなたって人は……」

　案の定、彼女は怒おこり、呆あきれていた。そりゃそうだろう。せっかく描き手として工夫を凝こらしたのに、結局相手は身体しか見てないんだから。

「他ほかに何かないの？　それとも、やっぱりあなたじゃスク水萌もえのテストには不向きなのかしら」

　失望だわ、と紗衣は溜ため息とともに呟いた。

　どうやらかなり彼女の機き嫌げんを損そこねてしまったらしい。だが謝ろうにも、ナギサがピッタリくっついて離はなれてくれないこの状じよう況きようでは、何をどう詫わびたところで説得力の欠片かけらもない。

「ナギサちゃん、ちょっと離して……」

「やだよぅ。このままミックンの温ぬくもりを感じ──キャッ！」

　いきなり黄色い悲鳴が上がり、ナギサの身体が光宏から引き剝はがされた。

　べつに紗衣が力ずくでどうこうしたわけではない。現に彼女は黙だまって佇たたずみ、ある一点を見つめている。

　プールだ。

「また……なのね」

　そして、静かにそう呟いた。

　光宏もまた気づいた。ナギサに張り付かれていたその隙すきを狙ねらって、水の中から異様なものが飛び出していたのだ。

　青一色に染まり、プールの底の色に同化して蠢うごめく、八本の細長い物体。表面を吸きゆう盤ばんで覆おおい、水中に潜ひそむ中心部には、丸い頭とつぶらな目……ていうかタコ。

　ああ、またあのヘンタイ女が来たんだ。

「助けてミックン！」

　タコに捕つかまって悲鳴を上げながら、ナギサがプールの中に引っ張り込まれていく。あんなのがいたなんて、全然気づかなかった。おそらくタコ特有の擬ぎ態たい能力とやらを、いかんなく発揮していたのだろう。

　で、そのタコを操あやつってるバカタレはどこに？

「ここだよ」

　声がした。プールサイドの片かた隅すみ、大量のビート板が収納されたラックの裏側から。

「キョロキョロしちゃって。わたしを探してるんでしょ？」

　月つき代よが出てきた。相変わらず真っ黒な出いで立ちで。

「月代さん……あなたもずいぶんとしつこいわね。それに、いつの間にそんな所に？」

「フフ、紗衣がナギサたんをサイトにアップしてすぐにだよ。絶対ここに来ると思ってた。だって、紗衣の考えてることはお見通しだもん」

　そう言って彼女は笑う。さすがは元相方だが……あの絵がアップされたのって、昨日の夜じゃなかったか？

「じゃあ、まさか一晩中そこに？　よく風邪かぜとか引かなかったな」

　光宏は思わず呆れる。どんだけ長いこと待ち伏ぶせてたんだこいつ。あと学校行け。

「心配してくれてありがとう。でもさ、スク水娘むすめにたっぷりいろんなコトできるかと思うと、興奮しすぎて風邪引くどころじゃなかったよ」

　煩ぼん悩のうに満ちた笑えみを浮うかべ、月代はポケットからペンタブレットを取り出した。やる気だ。それを受けて紗衣もまた、「させないわ」と、自分のペンタブを手に摑つかむ。

　そう、この日も天才絵師二人の対決の幕が切って落とされたのだ。

　だが──今回ばかりは月代の方に分があった。

　何しろリペイントの対象となるナギサはすでに捕とらわれ、プールのど真ん中にいる。あそこへ辿たどり着くには、水の中に飛び込んで泳いでいく以外にない。しかしその水中には、グネグネと暴れるでっかいタコが一匹ぴき。

　そのことに紗衣が気づいた瞬しゆん間かん、勝敗は決したも同然だった。

「まあ、黙って手をこまねいて見ていることだね」

「く……」

　勝ち誇ほこる小こ悪あく魔まの声に、紗衣は小さく悔くやしがった。

　諦あきらめたのか。でもこのままじゃナギサちゃんが──。

「待って北原さん、まだ手はある」

　ふと思いつき、光宏はそう言って月代の方に向き直る。そう、ナギサは水の中だけど、黒幕は当然陸にいる。ここからプールサイドを抜ぬけていけば、あいつのもとまで簡単に辿り着ける。

　あとは力ずくだ。あまり女の子に乱暴なことはしたくないけど、ペンタブレットを奪うばうぐらいはできるはず。あの道具さえなくなれば、もう彼女にタコを生み出す力はない。もしくはペンタブレットを人ひと質じちに、ナギサの解放を迫せまってもいい。

　これがベストな解決策だ。光宏はそう判断し、勢いよく走りだした。

「葛本くん、どうする気？」

　紗衣の声を背中に聞きながら、彼は一気に月代との間合いを詰つめた。そして手を伸のばそうとした刹せつ那な。

「フフ、いらっしゃい」

　月代が残ざん忍にんに微ほほ笑えんだ。同時に、光宏の手にペンタブレットが押し付けられる。

「これがほしいんだね？」

「な、なぜ……？」

　自分から差し出した？　どういうことだ。最初に会った時と同じで、どうせ相手にはこの道具が使いこなせないと判断したか。

　だが、答えはまったく逆だった。

「キミ、光宏くんっていったよね。さあ光宏くん、私と一緒にリペイント始めよっか」

「何を……？」

　戸と惑まどう隙すきに、光宏の身体からだが背後から捕とらえられた。触しよく手しゆだ。

　しまったと気づくも遅おそすぎた。彼を羽は交がい締じめにしたタコは、そのブヨブヨした感かん触しよくからは想像もつかないほどの強ごう力りきで、獲え物ものの身体を宙に引っ張り上げる。

　いや、自分だけではない。光宏の後を追うように、月代もまた触手に搦からめ捕とられ、二人してプールの真ん中へ。

「よせ！　どうする気だ！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。べつにキミを水みず攻ぜめにしようってつもりはないから」

　月代の言葉どおり、光宏の身体は水に浸つかる一歩手前で止とどまった。その背後に月代がつく。二人の目の前には、水の中から上半身を出して懸けん命めいにもがくナギサがいる。

　一緒にリペイント──と言っていた。それってまさか。

「キミさ、こないだ紗衣の力を借りてメイドを描かき変えたよね。だから今日は逆やってみよう。わたしが力を貸すから、キミがナギサたんを描き変えるの」

　もちろんエロエロに──と、耳元で悪魔が囁ささやいた。

　やめなさい、という紗衣の叫さけびがそれを搔かき消そうとした。でも彼の手は、タコと月代の魔手に支えられ、ペンタブレットを握にぎり締しめたまま、抵てい抗こうすらできない。

　そして水の中からせり上がってくる、ナギサという名の哀あわれなキャンバスに、いま狂きよう気きのペン先が突つきつけられようとしている。

「ねぇ紗衣、スク水ってさ、エロくて何ぼだよ」

　月代はライバルに向けて、そう断言した。

「女の子が男子達の前で身体の線を見せながら授業を受けさせられる──この羞しゆう恥ちプレイこそがスク水萌もえのすべてなんだよ。嗚あ呼あなんというエロス！　紗衣は昔から認めてなかったけど、他ほかに二次元スクール水着の存在価値なんてないじゃん」

「ずいぶん極きよく端たんな発想ね。あなたも昔からそう言って、あらゆるコスチュームを片っ端ぱしからいやらしく描き変えてたじゃないの」

「フフ、ヤラシーものをさらにヤラシく変えてきただけなのに、なんで怒おこるの？　ねぇ光宏くんもそう思うよね？」

　いや、頼たのむからこっちに振ふらないでくれ。だいたいそんな超ちようスク水理論なんか認めるものか。

　……と威い勢せいよく言い返すことが、光宏にはできない。何より、二次元スク水少女に対してよからぬ欲望を抱いだき続けてきたのは、彼も同じなのだ。

　──拒こばめない。光宏はそれを悟さとった。

　自分はこの悪魔の囁きを拒むことができない。ダメだ、手が動く。月代に誘ゆう導どうされ、ナギサをリペイントしようとしている。頼むやめてくれ。それだけは、それだけは僕の名めい誉よにかけて──。

「そんじゃ、まずは色指定変えて白スクにしてみよっか♪　あれ濡ぬれると透すけやすいからね～」

「は、はいっ！」

　ああ、つい元気よく返事をしてしまった……。

　光宏は絶望に打ちのめされながら、ナギサの水着にペン先を押し付けた。

　クリック一回で、紺こん色いろの水着が白一色に変化した。

　白スクール水着。通つう称しよう「白スク」。マニアの間では「透けやすい」と人気の逸いつ品ぴんだ。もちろん現実には透けないよう配はい慮りよがなされている、れっきとした真っ当なスポーツウェアだが、それはそれ、これはこれ。何しろ相手は煩ぼん悩のうをダイレクトに反映してくれる萌えイラストなわけで。

「いやぁっ！　ミックン見ないでっ！」

　ナギサの悲鳴が響ひびいた。とっさに光宏は、バカ正直に両のまぶたをグッと閉じた。

　見てない見てない。何も見てない。ちょっと見えたかもだけど気のせいだ。

「よーし、サイズも縮めてみよっか♪」

　月代がさらに追い打ちをかけてくる。サイズ──って、やっぱり水着のか。ああ、そんなことしたらナギサちゃんがますます困るじゃないか。そんなの絶対……く、よせ、手を誘導するな！

「ダ、ダメ、やめてミックン。食い込んじゃうからぁ……」

「ごめんナギサちゃんホントごめん！」

　目をつぶったまま光宏は謝り続ける。せめてこの固く閉じたまぶただけは開くまいと心に決め。でも、男子の本能に直結した手は全然止まってくれない。

　そこへさして、さらに月代の意地悪な声が。

「仕上げに胸のサイズを元に戻もどしてあげようね♪」

「何だって？　そんなことしたら……」

　すでに水着が縮んで相当キツキツになってるだろうに、もし胸があの大きさに戻ったら──。

　想像できない。いや、想像してはいけない。想像したら負けに決まってる。

　それでも自分はこの誘ゆう惑わくに耐たえきれない。閉じたまぶたの裏側に桃もも色いろの光景が浮うかんでは消え浮かんでは消え、嗚呼もうどうにでもなれだ！

　ついに煩悩が決けつ壊かいした。光宏の手が持ち上がり、羞恥に嘆なげくナギサにとどめを刺さそうとした。
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　その時だ。

「──いい加減になさい！」

　紗衣が叫さけんだ。

　猛もう烈れつな怒ど気きを孕はらみ、プール中に、いや学校中に響き渡わたるかと思うほどの大声で。

「さっきから見ていれば、いったいあなた達どういうつもり？　言ったはずよ、萌えとエロは違ちがうって。これ以上私のナギサを恥はずかしがらせるなら容よう赦しやしないわ」

「フフ、何言ってるのさ、紗衣。そこからじゃ、キミのペンはナギサたんには届かないでしょ？」

　せいぜい怒ってなよ、と月代は言う。でも、紗衣の調子は変わらない。

「さあ、それはどうかしら」

　そして意外にも冷静に、彼女は悪あく魔まの言葉を否定した。

「思いついたのよ。ここからでもナギサを助ける方法を」

「何だって？　そんなのただのハッタリじゃ……」

「いいえ、ハッタリでも強がりでもないわ。月代さん、確かにあなたの言うとおり、ここからでは私のペンは届かない。でも、それはあくまで『直接』の話。そして幸いここには、こんなものがあるのよね」

　リペイントを始めるわ、と彼女は宣言した。

　その言葉に、月代が「しまった！」と叫ぶ。いったい何があるのか。紗衣が見つけた突とつ破ぱ口こうとは何なのか。目を閉じている光宏には何も見えないけれど、ペンタブを持った自分の手が、不可思議な力でナギサから弾はじかれているのだけは分かる。

　これはいったい──。

　目を開けていいものか迷った。でも紗衣がリペイントをしているなら。月代と光宏の呪じゆ縛ばくから、ナギサが解放されているなら。

　──見てもいいよね？　ナギサちゃん……。

　光宏は恐おそる恐る目を開けた。

　そして、見えた。

　今までとは違うナギサが、そこにいた。

　顔や髪かみ型がたに変化はない。身体からだは今朝までのグラマーな体形に戻されている。でも、その水着はまったく異なる。

　何より化学繊せん維いで編まれたお馴な染じみの素材ではない。スクール水着のようなフォルムで彼女の身に張り付いているのは、濃のう紺こん色のウロコでできた特とく殊しゆな布地だ。細かなウロコの繫つながりがスイムウェアを形作り、ナギサの身体を覆おおっているのだ。

　そしてその終点を迎むかえた股ももから下には、二本の脚あしの代わりに魚の尾お。

「……人魚？」

　人魚だ。どう見ても。

　そういえばナギサちゃんの肩かた書がき──「水属性」だったっけ。

「さあナギサ、あなたの力でその悪い人間達を懲こらしめてあげなさい」

「はいお姉さま！」

　紗衣の命令にナギサは元気よく頷うなずいた。ていうか、またお姉さまか。つくづくその呼ばれ方が好きと見える。

　光宏が心の中でツッコんでいる間に、ナギサは身体を器用にくねらせ、触しよく手しゆからするりと抜ぬけ落ちた。そして水の中に入り、尾びれを駆く使しして踊おどるように泳ぎ出す。

　尻しつ尾ぽにこすられ、タコがもがき始めた。どうやらあのヒレ、触ふれるとかなり痛いらしい。おかげで拘こう束そく中の光宏と月代の身体は、大きく振ふり回される羽目になる。

「こら、暴れるなっ！」

　月代が叫び、続けてきゃぁと悲鳴を上げ、水に落ちた。それは光宏も例外ではない。悪魔のペンタブレットを握にぎり締しめたまま、力の抜けた触手からプールの中へ真っ逆さまに墜つい落らくする。

　ドブンと激しい水音とともに、身体が冷気に覆われる。水流が激しい。学校のプールとは思えない。何とか水面に出ようと必死にもがいてると、耳元でナギサの声がした。

「ねえミックン、もうわたしにヒドイことしない？」

　その問いかけに、彼は無言で頷く。

「ほんと？　約束だよ？　それじゃ、助けてあげるね」

　同時に手を摑つかまれ、引っ張られた。頭が水から出るまで、わずか一秒。「もう大だい丈じよう夫ぶだよ」との声に光宏が目を開けると、顔のすぐ前でナギサがいたずらっぽく微ほほ笑えんでいた。

　その後ろに紗衣が立っている。プールサイドからこちらを得意げに見下ろす彼女の手には、あのノートパソコンが抱かかえられている。

　そうか。イラスト製作ソフトの組み込まれたあのパソコンなら、ナギサを遠えん隔かくからリペイントできるのか──。

　大方そんなところだろう。まあ、相変わらず原理は不明だけど。

　納なつ得とくする光宏の横をナギサがすり抜け、再び流れへと戻もどっていく。次は月代の番だ。助けるのかいじめるのかは分からない。ただ、水の中で生き生きと泳ぐ人魚娘むすめは、ただ美しいの一言に尽つきた。

「ナギサちゃん……きれいだ」

　思わずそう呟つぶやいた。

　でもこれ──スク水萌もえでも何でもないのでは。
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「下半身が魚の女なんかに用はないっ！」

　月つき代よはそう捨て台詞ぜりふを残して、泣きながら逃にげていった。ヒヨコのぬいぐるみともども、全身すっかりずぶ濡ぬれで。あれで風邪かぜなんか引いたらますます根に持ちそうだな、と光みつ宏ひろは軽く我が身の心配などしておく。

　ただ──実のところ一番の悪人は自分かもしれない。

　思い出すたびに申し訳ない気持ちになる。結局ナギサのピンチを助長したのは、光宏自身のよからぬ欲望だったのだ。スクール水着にエロスしか感じてないという自分の浅ましさが、今回の一件で浮うき彫ぼりになった気がする。

「結局成果は出なかったわね」

　一方紗さ衣えはそう言って、プールの中で笑っているナギサをパソコンの画面にしまい込んだ。彼女をもってしても、スク水萌えを突つき詰つめることは叶かなわなかったらしい。

　まあ、「萌えとエロが違ちがう」という彼女の理論が真実ならば、だが。

「私帰るわ。葛本くん、付き合ってくれてありがとう。でも、もうナギサはあげないから」

「ええ、どうぞご自由に」

　まあ、スク水と人魚じゃかなりジャンルが違うし。あ、でもアレはアレで結構ナイスなお身体で……いやいや、もう煩ぼん悩のうに支配されるのはやめよう。

　明らかに不可能な誓ちかいを心の中で立てる。それほどまでに、光宏の後こう悔かいは果てしない。

　紗衣は紗衣で望みが果たせず、光宏は反省しどおしで。何のことはない、長々と試行錯さく誤ごした割には、単に二人してすっきりしない結末を迎えただけだった。

　光宏と紗衣は連れ立って、とぼとぼとプールを後にした。
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　それから数日後のこと──。

「何をボケッとしてるのかしら、葛かつ本もとくん」

　紗衣に訊たずねられ、光宏は「うん。ちょっと……」と呆ほうけたように頷いた。

　目の前にスクール水着姿の彼女がいる。ちょうど更こう衣い室しつを出たところで鉢はち合あわせしたのだ。

　水泳帽ぼうをかぶるためアップにされた髪かみ。肌はだも露あらわにさらけ出された長い手足。ナギサのように豊満ではないけれど、しなやかで均整のとれた身体からだつき。そして、その中に見え隠かくれする女性らしい丸み──。

　すべてが初めて見る光景。普ふ段だん学校で見慣れていたはずの女子生徒が、まったく違う形でそこに佇たたずんでいる。とてつもなく新しん鮮せんで、そして美しく、同時にどこか官能的ですらある。

　光宏は息を呑のみ、自分の中に湧わいた得体の知れない感情に戸と惑まどう。これは何だろう。純じゆん粋すいに美を称しよう賛さんするのとは違う。かと言って、ただ煩悩に駆かられるだけでもない。恋こいともつかぬ、情欲ともつかぬその中間。

　彼の視線が気になったか、紗衣は少し恥はずかしそうにして、バスタオルを身体の前にあてがった。

「先に行くわ」

　そう言って歩いていく彼女の背中から慌あわてて目を逸そらし、光宏はそっと呟いた。

「もしかして僕……萌えたのかな」

　そうかもしれない。自分は萌えたのだ。スクール水着姿の紗衣に。




　その年のプール開きの日。葛本光宏は、生まれて初めての「スク水萌え」を味わった。

　相手は三次元だったけど。
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　その夜、「ミラージュ・ネル」は、ちょっとしたお祭り騒さわぎになっていた。

　時刻にして十時三十二分。光みつ宏ひろは自宅のパソコンの前に張り付き、画面にサイトのトップページを表示させている。

「９９８３８……。あと１６２、か」

　端はしに取り付けられたカウンターを凝ぎよう視ししながら、彼は独ひとりごちた。

　大たい抵ていのサイトに付いているこの「カウンター」という機能。外見的にはただの数字の羅ら列れつだが、名前のとおり、訪問者数をカウントするプログラムが組み込まれている。

　訪問者がトップページを表示させるたびに、数字が一つ増える仕組みだ。当然ながら、その数字が多ければ多いほど、サイトの人気も高いということになる。

　そして「ミラージュ・ネル」のカウンターは、もうすぐ十万ヒットに達しようとしていた。

　おそらく今夜中。それも日付が変わらないうちに、桁けた数すうは更新されるだろう。

「北原さんって、やっぱりすごいよなぁ……」

　ポチポチとギャラリーの中を改めて眺ながめながら、光宏は呟つぶやく。

　設立から一年。いや、厳密には一度仕切り直しているから、実際にはそれよりももっと短い。その間に十万ヒットを達成させるアマチュアイラストサイトは、実はそれほど多くない。

　人気の高い版権キャラを中心に描えがいたり、それこそ18禁の世界に入ったり……という常套手段を駆く使ししたって、絵師の画力がよほど優すぐれてなければ、増える数字もたかが知れている。

　ところが歌うた川がわミウミは、オリジナルのキャラクターで健全な（？）世界を描いているだけなのに、早々と十万だ。

　これで自分と同じ高校生だというのだから、末すえ恐おそろしい。いずれメッセージペーパー描きまくりな日々が来るかもしれない──。

　そんなことを思いながら、再びトップページに戻もどる。

「９９８６７……。ペース速いなぁ」

　カウンターの進みが凄すさまじい。それに反比例してページの表示速度が落ちている。アクセスが集中している証しよう拠こだ。

　キリ番の効果、恐おそるべしといったところか。

　そう、キリ番だ。キリのいい番号だ。カウンターは間もなく十万に達しようとしている。そしてちょうど十万人目の訪問者には、歌川ミウミからの嬉うれしいプレゼントが用意されていた。

　数日前、トップページに告知が載のったのだ。十万ピッタリのカウンターを踏ふんだ訪問者には、申し出てくれれば、好きな題材で描き下ろしたイラストを進しん呈ていする──と。

　要するに、リクエストイラストのプレゼントだ。よく「キリリク」などと呼ばれ、この手のサイトでは決して珍めずらしいものじゃない。

　それでも「ミラージュ・ネル」のような人気サイトでこれをやろうとすると、どうしても祭りになる。そりゃカウンターの速度も上がろうというものだ。

　なおプログラムの設定上、同じパソコンでの連続アクセスでは、数字は回らない。したがって、「トップページを連続で表示させて意図的に数字を進める」という不正は不可。だからこそキリ番を踏むには、画面に張り付いての真しん剣けん勝負が強しいられる。

　光宏はこの真剣勝負に、もう二時間も前から参加していた。

　べつに管理人とは顔見知りなのだから、いちいちプレゼント権なんか狙ねらわなくても、直接お願いして描いてもらえば……という意見もあるだろう。しかしあの紗さ衣えが、素す直なおに光宏の頼たのみを聞いてくれるとも思えない。

　それに何より、彼には「サイトオープン以来の熱心なファン」としての意地があった。

　十万という記念すべき数字を踏むのは、自分以外にあり得ない。絶対に誰だれにも譲ゆずらない──。ただその一念で、光宏は目を真っ赤に充じゆう血けつさせながら、ポチポチとマウスをクリックする。

　トップページを見ては数字を確かく認にんし、別のページへ移る。さらに数秒経たったらまたトップページに戻り……。

「あと……えっと、１２１？」

　すでに暗算も危あやうくなり始めていた。

　だいぶ疲つかれているようだ。が、もう数分で決着がつく。ここで諦あきらめるわけにはいかない。

　だが、その時。

「ミックン、開けるよ？」

　ドアの外で声がしたかと思いきや、こちらが応こたえないうちに、邪じや魔ま者ものがひょっこりと顔を覗のぞかせた。佐さ和わだ。

「ねえ、お風ふ呂ろ空いたから入れって……何してんの、瞬まばたきもせずに」

「うるさいなぁ。後にしてくれよ」

　ここで呑のん気きに入浴なんかしてたら、二時間の激げき闘とうが台無しじゃないか。

　しかしこちらの嫌いやそうな顔に気づいたか、双ふた子ごの妹はズカズカと部屋の中に入ってくる。そしてあろうことか、人の背中越ごしにパソコンを覗いて、「プ」と笑った。

　プだ、プ。明らかに兄を馬ば鹿かにしてるとしか思えない。

「ホント好きだねぇ。二次元」

「二次元っていうな」

「じゃ、幻げん想そう」

「……なあ、頼むから出てってくれないか？」

　光宏が睨にらみつけるも、それで言うことを聞いてくれるような可愛かわいげある妹なら、誰も苦労はしないわけで。

　佐和はニヤニヤ笑ったまま、その手をマウスに向けて伸のばしてきた。

「よせ、やめろ、何をする！」

「あのさぁ、さっきからカチカチうるさいんだよね。ったく、いつまでネット漬づけになってんの。はい、終しゆう了りようね終了。このバツ印押せばいいんだよね？」

「こら押すなっ！」

　よりによってブラウザを閉じようとするなんて。いくら妹といえども、ここまでされて耐たえる光宏ではない。

　突とつ然ぜんの暴挙を見せた鬼き畜ちく女おんなの手を阻はばむべく、彼は身体からだ全体を使って、懸けん命めいにマウスを守ろうとする。だが向こうも負けてない。空いた左手で光宏の頭をグイと摑つかみ、横へ押しやる。そこですかさず光宏が、折り曲げた肘ひじを敵の腹にめり込ませ──。

　何のことはない。ただの取っ組み合いだ。

「あ、なに触さわってんだよ、このヘンタイヤロウ！」

「べつに怒おこられるような触り方とかしてないだろ！」

　……などというセクシートークもどきを飛ばしつつも、相変わらず妹に萌もえる気持ちなど湧わきようもなく。

　ただ憤いきどおりを先行させながら、パソコンの前でジタバタと暴れる光宏。と、その手がマウスにぶつかり、ポインタを大おお幅はばに動かした。

　そして、弾はずみでボタンが押された刹せつ那な──信じられないメッセージが画面上に現れた。

『シャットダウンします。すべてのプログラムを終了中……』

「……は？」

　思わず我が目を疑った。シャットダウン？　何それ食えるの？

　朦もう朧ろうとする意識と、涙なみだの溢あふれ出した視界の中、パソコンの画面が黒く染まり、本体の音が停止する。何が起きたか……はさすがに分かる。電源が切断されたのだ。

　何てこった。こんなのってアリなのか。二時間にわたる激闘の結末が、兄妹きようだい喧げん嘩かの事故による戦線離り脱だつだなんて。

「さ……」

「ん？　どしたのミックン」

「さわ……」

「なに？」

「……コロス」

「あっそ。頑がん張ばれ」

　ヘラヘラと笑いながら、佐和は手を振ふって部屋から逃にげていった。

　後に残った光宏は、巨きよ大だいな虚きよ脱だつ感に見み舞まわれながら、「あう」と声にならない呟つぶやきを漏もらした。

　もう何も考えられなかった。燃える闘志に水をかけられ、萌える欲望を粉ふん砕さいされ。ファンとしてのプライドさえズタズタに引き裂さかれては、頭の中も真っ白になろうというものだ。

　だから──この時光宏は、確かに無心に陥おちいっていた。

　そんな状態で、手が無意識にパソコンのスイッチに向いたのは、いつもの習慣的な癖くせだったのだろう。そして再び電源の入ったパソコンの前で、すぐさまブラウザを立ち上げたのも。

　で、立ち上がったブラウザは、必ず真っ先に「ミラージュ・ネル」が表示されるよう設定されているわけで。

「じゅうまん」

　片かた隅すみに見えた数字を、光宏はただそのまま口にした。

「じゅうまん？」

　何かが引っかかり、再度口にした。

「じゅうまんっ！」

　状じよう況きようを理解して、思わず叫さけんだ。

「じゅうまんっ！　踏ふんだ！　じゅうまんっ！」

「ああもう騒さわぐな！　うるさいんだよバカ兄貴！」

　怒ど鳴なり込んできた佐和など無視して嬉うれし涙を流しながら、光宏は証しよう拠こ画面を保存すべく、震ふるえる指でスクリーンショットボタンを押すのだった。




　それから数分後のこと。彼は大いに悩なやんでいた。

　激げき闘とうと妹によるテロの末、見事摑み取った十万ヒット。証拠となる画面はしっかり画像に変えて保存したから、あとはこれを「ミラージュ・ネル」の掲けい示じ板ばんに張り付けて、申告すればいいだけだ。

　……が、そのためには、当然何かしらの申告文を書かなければならないわけで。

「これは……どう名乗ればいいんだ？」

　ピンク色の可愛かわいらしい掲示板を睨にらみつけながら、光宏はまたも呟いた。

　まず、確かく認にんしておかなければならない。

　一つ。このサイトの管理人は、歌川ミウミである。

　一つ。歌川ミウミの正体は、同級生の北原紗衣である。

　一つ。北原紗衣と葛かつ本もと光宏は、形容し難がたい理解不能な関係にある。

　一つ。まあ、敢あえて言うなら、同好確定・仲間近辺・親友未満・恋こい人びと不成立ってとこで。

　そんな絶ぜつ妙みような間あいだ柄がらの彼女に、いったいどんな浮うかれ顔で申告すればいいのやら。

「なんか……すっごく恥はずかしい」

　つい彼は本音を漏らした。

　そう、恥ずかしいのだ。必死の思いでキリ番をゲットし、嬉き々きとして絵を描かいてもらう──なんて、ミウミの正体を知らなかった純真な春頃ごろならまだしも、今やすっかり表も裏も顔見知り。その紗衣にファン根こん性じよう丸出しで向き合うのが、実に気恥ずかしくてならない。

　いっそのこと、匿とく名めいで申告するか。どうせ掲示板に書き込むだけだし。

「うん、それがいいよな……」

　公おおやけの掲示板である以上、こちらが素す性じようを晒さらさなくても不自然じゃない。

　それに絵の受け渡わたしがメール経由だとしても、こちらが彼女に教える情報は、どうせパソコンのメールアドレス。今のところ向こうが知っている光宏のアドレスは携帯メールのみだから、ここから自分の正体がばれることはないだろう。

「よし、それで行こう」

　作戦は決まった。光宏はさっそくキーボードを弄いじり、掲示板への書き込みを開始する。

　テキトーにでっち上げたハンドルネームに、十万ゲットの報告文をしたためて、画面のキャプチャ画像を添てん付ぷする。そして、リクエストのお題は──。

「お題は……」

　どうしよう。

　キーを打つ指が、ピタリと止まった。

　紗衣にお願いして絵を描いてもらう──なんて、これが最初で最後の可能性が高い。だとしたら、迂う闊かつな選せん択たくはできない。

「ええと、悔くいのないようなお題……。何だろう。スク水？」

　いや、それはこないだたっぷり堪たん能のうしたし。

　それよりも、何かもっとこう、自分の好きな属性をストレートに頼たのむべきではないか。

「好きな属性、好きな属性……。困ったな。ありすぎて迷う」

　今まであらゆる萌もえ要素に手を伸のばしてきた光宏なればこそ、ここに来て膨ぼう大だいな選せん択たく肢しが一気に押し寄せてくる。

　あれも捨て難がたい。これも捨て難い。だからって全部まとめてってわけにもいかないし。まあ、強しいて除外するなら「妹」ぐらいか。どこぞの約一名のおかげで、あの属性にだけは萌えられない。絶対に。

　とはいえ、一つ省いたところで、まだまだいっぱい候補があるわけだが──。

「いや、待てよ？　これ、やっぱり抜ぬけ出してくるよな……？」

　光宏はふと気づいた。

　自分がリクエストしたお題の少女は、十中八九抜け出してくるはずだ。

　ということは──。

「……やっぱりスク水？」

　いや、もうそれはいいとして。

　でも、ここは思い切って煩ぼん悩のうに任せてしまうのが正解じゃなかろうか。

　スク水じゃなくても、いろいろと♂オスの本能をくすぐってやまない属性はいっぱいある。例えばチアガールとかバニーさんとか、もっと露ろ骨こつにサキュバスとか。

　でもって、お風ふ呂ろでもベッドでも大だい胆たんに迫せまられて、ついでに学校にまでついてきちゃって、周りにたっぷり見せつけて、紗衣に見つかって顔をしかめられて──ってダメじゃないかオイ。

「そうだ。抜け出したら、その時点で北原さんにばれるんだ……」

　何てこった。匿名とか意味ねぇ。

　光宏は愕がく然ぜんとした。これでは何をどう偽いつわろうとも、紗衣の目を誤ご魔ま化かすことなどできない。

「でも……だからって、素性を明かして申告するのもなぁ」

　恥ずかしいだろ、絶対。それに万が一、申告者が光宏だと知った紗衣が、リクエストを拒こばんだら？　日頃のやり取りを思い出すと、あり得ない話じゃないから困る。

　だったらとりあえずは匿名でいい。後でばれたら、その時はその時だ。ていうかばれるだろうけど。

　光宏はそう前向きに考え直すと、再びリクエストするお題を考え始めた。

　まあ、紗衣にばれることを思うと、さすがにサキュバスは拙まずい。どう大目に見てもエロだし。

「無難なものにした方がいいんだろうな……」

　そう、あまりマニアックではなく、性的な意味合いも薄うすく、それでいて一定ライン以上の需じゆ要ようがあるような、無難な題材。ただし妹は除外。となれば──。

　悩なやみに悩んだ挙句、光宏はようやくキーボードを打った。

「──ツ・ン・デ・レ」

　カタカナ四文字のその単語を思いつくのに、かれこれ三十分は費ついやした気がした。




　　　　２




「葛かつ本もとくん、ちょっと訊ききたいことがあるのだけれど」

　紗さ衣えがいきなりそう話しかけてきたのは、翌日の休み時間のことだ。

　昨夜の激戦の末にすっかり放置していた宿題を、佐さ和わからノートを借りて写すという最後の手段で乗り切ろうとしていた最さ中なか。唐とう突とつに光みつ宏ひろの前に立った紗衣は、相変わらずの真顔で、アレな話題を切り出した。

「ツンデレの外見的ポイントって、何かしら」

「はイっ？」

　紗衣の言葉に反応し、光宏の声は思わず裏返った。

　何だ今の質問は。ツンデレ？　それって、やっぱり昨日のキリリク絡がらみか。でもなぜいきなり？　まさか、昨日の書き込み主が僕だってこと、もうばれたんじゃ──。

　焦あせって嫌いやな汗あせを流し始める光宏。しかし、この質問に度ど肝ぎもを抜かれたのは、彼一人ではない。

　何しろここは教室なわけで。

　そりゃもう、人目は嫌というほどあるわけで。

「ツンデレ？」

「あの北原さんが、そんな単語を……？」

「しかも相手は葛本くんだよ」

「やだ葛本くん、まさか北原さんに変なコトしたんじゃ……」

　たちまちヒソヒソとよからぬ噂うわさが流れ始める。

「きたはらさん、ちょっといっしょにきてくれるカナ？」

　光宏はぎこちなく笑いながら席を立つと、紗衣の腕うでを引っ張って廊ろう下かへ飛び出した。まったく、何で紗衣がヲタ用語を口にしただけで、自分が変質者扱あつかいされなきゃならないんだか。

「ねぇ葛本くん、聞いてる？」

「聞こえてるけど、もうちょっと人目のないとこで頼たのむよ」

　適当に人のいない所へ引っ張ってくると、光宏はゲンナリしながらそう答えた。

　まあ、彼女にしてみれば、人の目があろうが無かろうが知ったことではないのだろうが。

「で、ツンデレが何か？」

「ええ、葛本くんなら、うちのサイトを見ているから知ってると思うけど──」

　キリリクよ、と彼女は言った。案の定だ。

「昨日カウンターが十万に達したでしょう？　その十万人目のお客さんが、イラストのリクエストに『ツンデレ』を指定してきたのよ」

「うん、そうみたいですね。掲けい示じ板ばんで見ましたよ」

　今さらの説明だ。だいいち指定したのは、他ほかならぬ自分なのだし。

　しかし、こうしてわざわざ事情を話してくるところを見ると、紗衣はまだ、そのことには気づいてないのだろう。匿とく名めいだったのだから、当然と言えば当然だけど。

　ちなみに、掲示板の方にも返信レスがあったことは、今朝確かく認にん済みだ。内容は至し極ごく簡単。お祝いの言葉と、完成まで少し待ってほしいという要望。さすがの歌川ミウミも、すぐに夜を徹てつしてツンデレを描かくほど無茶はしなかった。

「ツンデレを描かなくてはならないのよね」

　軽く小首を傾かしげて、紗衣は改めて、そう言った。

「困ったわね」

　しかも困ってるらしい。何でかは謎なぞだが。

　ああ、もしや先日のスク水と同じか。紗衣にはツンデレの萌もえポイントがいまいち理解できないとか、そういう展開か。で、またこちらに振ふってくると。

「北原さん、ツンデレっていうのは、好きな子にはついツンツンしちゃうっていう、リアルかつあからさまな照れ隠かくしっぷりに萌えるべきだと思うんです」

「そんな当たり前のこと、今さらあなたに言われなくても分かってるわよ」

　おっと、わざわざ解説する必要はなかったらしい。せっかく親切に先走ってみたのに。

「じゃあ何を困ってるんですか？」

　どうも分からない。いつもながら、紗衣の思考回路は、光宏の予想の斜ななめ上を行ってばかりだ。もしくは斜め下かもしれないが。

「私はね、こう思うのよ、葛本くん」

　何やら改まって、紗衣はとうとうと語り出した。

「私達は萌えと一口に言うけれど、そこには『外面的なもの』に対する萌えと、『内面的なもの』に対する萌えがあると思うの。分かりやすく言い換かえれば、『見た目』か『性格』か、よ。メイドやスクール水着は見た目ね。逆にボクっ娘こやＳは性格でしょう？　これは大きな違ちがいだわ」

「はあ。結構難しいことを考えてるんですね」

　そんな分ぶん析せきなんて、したこともなかった。彼女ほどの猛も者さともなると、可愛かわいければとりあえず萌えとけってわけにはいかないらしい。

　で、その理論に従うなら──ツンデレは内面的な「性格」萌えということになる。

「問題は、その『性格』なのよ」

　そして紗衣は、話題の核かく心しんに触ふれた。

「──絵では表現できないわ」

　それが彼女の、目下の悩なやみだった。

　そういうことか……。

　光宏は大いに納なつ得とくした。なるほど、絵はあくまで外面的なものだから、内面となる性格までは描びよう写しやできない。そしてツンデレとは、まさに内面的なもの。それのみを絵で表すのは、非常に困難なのだ。

　まあ、これが芸術作品やなんかだと、「描かれた姿から内面が滲にじみ出てくる！」なんて気取ったことも言えるかもしれないが、あいにく萌えイラストは、そう一ひと筋すじ縄なわでいくものじゃない。

　なぜって？　そりゃあんた、見た目と性格の違うギャップ萌えキャラがこんだけ氾はん濫らんしてる二次元美少女界でそんなこと言ってたら、笑い飛ばされるのがオチじゃないか。

　例えばカリンがボクっ娘こだなんて、実際に紗衣の手でその真実が明かされるまで、光宏はまったく気づくことができなかった。あと、紗衣が二次専だってのも……おっと、前にもこんなことを思った気がするから、やめておこう。

　とにかく──光宏の出した「ツンデレ」というお題。紗衣には少しばかり、荷が重いらしい。

「無理して描かなくてもいいんじゃないですか？」

　光宏は、それとなく助け船を出すことにした。

「申告した人にそう言って、変えてもらうとか」

　可能だろう。申告した本人がそう言ってるんだから。

　だが紗衣は、毅き然ぜんと首を横に振る。さっきまでの弱音とは裏腹に、しっかりと熱い意志を込こめた眼まな差ざしで。

「いいえ、私はツンデレを描き上げるわ。歌川ミウミの名に懸かけて」

　何とも立派な姿勢だった。

「だからこそ、あなたに訊きいているのよ、葛本くん。ツンデレの外見的ポイントを」

　──ツンデレの外見的ポイントって、何かしら。

　なるほど、さっき教室でも、彼女はそう訊たずねてきたのだ。

　紗衣はお題を変えるつもりはない。ただ、絵を完成させるための足がかりを、二次専仲間である光宏に求めているのだ。

　何やらすっかりアドバイザーとしての位置が定着しつつある。しかし形はどうあれ、彼女に頼たよられるというこのポジションは、ちょっとおいしいかもしれない。

　もしくはおいしくないかもしれない。もうどっちだか分からない。

　ていうか、ツンデレの外見って言われても……。

「うーん、意地っ張りで素す直なおじゃない感じの表情とか？」

　光宏は、今までに妄もう想そうの中で恋こいしてきたツンデレキャラを次々と思い浮うかべながら、無難に答えた。ぶっちゃけ、性格なんて表情とかポーズで表す以外にないだろう。

　だが、紗衣は厳しく否定する。

「一番危険なのは、既き存ぞんのキャラに引きずられて、他の作品の模も倣ほうになってしまうことよ。何のオリジナリティもなく、ただツンデレっぽい女の子を提供してお茶を濁にごすことは、私のポリシーに反するわ」

　なるほど、妥だ協きようとかはないのだ。ジャンルはどうあれ、何事も高みを目指すのはいいことである。が、そう言われてしまうと、こちらとしてもヒントの与あたえようがないわけで。

「じゃあいっそのこと、身近な人でもモデルにしたら？」

　考えようもなく、光宏は至し極ごくテキトーなアイディアを垂れ流した。

「身近な人？」

「うん。実際に身近にいるツンデレっぽい人をモデルにしてみるとか……。これなら既存のキャラとは被かぶりようがないから、オリジナリティが出せるかも」

　我ながらいい加減なアドバイスにも程ほどがある。何だよ、ツンデレぽい人って。

　しかし──どうもこれが紗衣のツボにはまったらしい。彼女はコックリ頷うなずくと、「ふむぅ」と呟つぶやいて腕うでなど組み、何やら考えだした。

　まさか、本当に探しているのか。リアルなツンデレを。んなもんいるのか？

　そんなこちらの疑問など察しもせず、ひたすら考え込む紗衣。小さく眉まゆをひそめ、あらぬ方向をじっと見つめて──。

　ちょっと「苦く悩のうする乙おと女め」的な、実に心をくすぐる表情だ。が、ここで悠ゆう長ちように見とれているわけにもいかず。

「ごめん、北原さん。チャイム鳴りだしたから、もう戻りますね」

　光宏はそう言うと、まったく反応がない彼女にちょっと寂さびしさを覚えながら、急いでノートの続きを写しにいくのだった。
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　その夜、光みつ宏ひろのもとに一通のメールが届いた。差出人は「歌川ミウミ」。ていうか紗さ衣え。

『お待たせしました。こちらのＵＲＬにありますので、どうぞお持ちください。ちなみに他のページとはリンクしてませんので、関係ない人には見られないようになってます』

　そんなメッセージとともに、httpから始まる半角英数字の羅ら列れつが、青字で記されている。インターネット上の特定のページを示す、ＵＲＬというやつだ。

　光宏はドキドキしながら、それをマウスでチョイとつついた。

　ページはすぐに表示された。いつものピンクに彩いろどられたレイアウトの中心に、女の子のイラストがでかでかと載のっている。

　タイトルは「ツンデレ姫ひめ・ユキ」。光宏の匿とく名めいリクエストに応こたえて紗衣が描かき下ろしてくれた、彼のためだけの美少女だ。

「来たきたキタ！」

　光宏はモニターの前で興奮して、ほぼうわ言同然の言葉を連呼した。

「ツンデレだ！」

　そして言い切った。それほどまでに、ユキは見事なツンデレだった。

　いかにも「あなたに気があります」とでも言いたげに、顔を真っ赤に染めながら、一方でなぜか怒おこったように、きれいな目でこちらを睨にらんでいる。口はムスッと折り曲げ、身体からだの両サイドにピンと伸のばした腕の先はグー。さすがに基き礎そは押さえてある。

　髪かみ型がたは親しみやすいツインテールだ。意地っ張りで気位が高い様を表すためか、頭の天てつ辺ぺんに小さな王おう冠かんが乗っている。なるほど、「姫」なのだろう。

　身体も姫らしくアクセサリーに彩られているが、服そのものは、女子高生の制服をファンタジー風にアレンジしたものだ。姫でありながら、いかにも同じクラスにいそうな等身大。紗衣にとってツンデレとは、同級生や幼おさな馴な染じみ的な要素を持っているのかもしれない。

「うーん、そうだよなぁ。やっぱり意地っ張りといえば、等身大だよなぁ」

　しみじみと、光宏は独り言を言う。距きよ離りが近いからこそ、女の子も意地を張ってツンツンしようというものだ。たぶん。

　で、まあ、ひととおり感想を終えたところで、次にやることといえばただ一つ。

「よし、呼ぼう……じゃなくて、その前にお礼書かないと」

　光宏は急いで掲けい示じ板ばんの方へ進むと、昨日の匿名のハンドルネームはそのままで、歌川ミウミ宛あてにメッセージを書き込んだ。

　とはいえ、早くユキとイチャイチャしたいから、ぶっちゃけ内容なんかテキトーだ。「ありがとうございます！　最高のツンデレです！　大事にします！」とか、そんなだ。我ながらひどい。

「これでよし、と──。さあ来いツンデレ！」

　すぐさま気持ちを切り替かえ、脳内に健全な男子の妄もう想そうを呼び起こす。遠えん慮りよはいらない。何しろユキは、自分のためだけに描かれた女の子なのだから。

　どんな感じがいいだろう。頭撫なでちゃう？　いきなり撫でて、「な、何するのよ！　あんたなんかに触さわらせないんだからぁっ！」とか言わせながら、敢あえてそれを無視してナデナデして、もじもじさせちゃう？

　いや、いくら何でも最初からそれは飛ばしすぎか。まずは軽く口くち喧げん嘩かとかから始めるか。

　そう、口喧嘩だ口喧嘩。ツンデレ相手に定番の口喧嘩をだんだんヒートアップさせていって、その末に自分は心を痛めたように振る舞まう。するとユキが突とつ然ぜん慌あわてて「ご、ごめん。私そんなつもりじゃ……」とか真っ赤になってオロオロするのを、腹の中でニヤニヤしながら眺ながめる、と。

　うん、どのみち何かあくどい気がする。べつにいいけど。

「さあ来いツンデレ！」

　光宏はウキウキしながら、もう一度叫さけんだ。

　それに応えて、モニターが青白く輝かがやき出す。いつもと同じように、絵の女の子が抜ぬけ出そうとしているのだ。

　だがその時、不意にドンドンとドアが乱暴に叩たたかれた。続いて響ひびいてきたのは、もうすっかりお馴な染じみのお邪じや魔ま虫の声。

「ミックン、世界史のノート貸してよ」

　佐さ和わ……よりによって、なぜに今。

　ていうか冗じよう談だんじゃない。こんな絶ぜつ妙みようなタイミングでドアなんか開けられた日には、また変なグッズ扱あつかいされかねない。

　光宏は慌ててベッドから枕まくらを取り上げると、モニターの前を塞ふさぐように置く。同時に佐和が、ガチャリとドアを開けた。

「ミックン、ノート」

「後にしてくれよ」

「今すぐいるの。こっちはちゃんと貸してあげたじゃん……って、何その枕」

　妹の目は、すぐさま机の上の枕に向けられた。まあ、当然か。モニターの中の女の子は隠かくせたとしても、パソコンと枕じゃ、どう見たって不自然な光景だし。

「うるさいなぁ。ちょっと寝ねてただけだよ」

　あまりにもあからさまなウソで、光宏は誤ご魔ま化かしてみる。

　しかしその発言は、逆に妹の懐かい疑ぎ心しんを高めただけに過ぎない。佐和は意地悪げに微ほほ笑えむと、兄の顔を穴の開くほど見つめ、「ははぁ」と形容し難がたい意味合いの言葉を発した。

「寝てたんだ。そうなんだ。私はまたてっきり、そのモニターに、妹に見せられないもんでも映ってるんじゃないかと思ったよ」

「……なあ佐和、頼たのむから出てってくれないか？」

「うん。出ていくからノート貸して。兄貴のやましい趣しゆ味みとか、べつに見たくないし」

　やましいって何だやましいって。ツンデレなんて実に健全じゃないか。

　光宏は溜ため息を一つつくと、鞄かばんからノートを摑み出し、佐和に投げ渡した。これで邪魔されないなら安いものだ。

「ほら、貸してやるから、もう来るな」

「うん、べつに来たくないから。じゃあね」

　言うだけ言って、彼女はようやく出ていった。これで再び一人になれた──とは言っても、高ぶった心も少し冷め気味だけど。おかげで、出かかっていたユキも引っ込んでしまった。

　やれやれと、光宏は枕を取り外し、改めてユキのツンデレフェイスを拝み直すことにする。

「さあ来いツンデレ！」

　もはや呪じゆ文もんと化したその言葉を口に、彼はモニターに挑いどんだ。

　約一分、見つめ続けた。いろいろとピンクなストーリーを頭の中に膨ふくらませながら。

　そして──。

「な、何でそんなに見てるのよ！　べ、べつにあんたなんかに見つめられたって、何とも思わないんだからねっ！」

　そんな心ここ地ちよい台詞せりふにあわせて、ついにツインテールの美少女が、三次元世界にスポンと飛び出してきた。

　あの絵とまったく同じだ。耳まで真っ赤にしてこちらを睨にらみ、それから不意に辺りをキョロキョロして一言。

「ちょ、ちょっと、何これ。なんで私があんたの部屋にいるわけ？　こ、こんな所に呼ばれたって、全然嬉うれしくなんかないんだからぁっ！」

「うん。でも僕は、ユキちゃんが来てくれて嬉しいよ？」

「う……そ、そんなこと言ったってダメなんだから！　べつに私、あんたを喜ばせるために来たんじゃないんだからね！　……で、でもまあ、ミックンが嬉しいんなら……それはそれでいいんじゃない？」

　光宏の言葉に面おも白しろいように反応して、ユキは挙動不ふ審しんな発言を飛ばしながら、しきりに目を泳がせる。時々こちらをチラチラ見ては、すぐに落ち着きなく視線を逸そらす。さり気ない風を装よそおうなんて器用な芸当は、このツンデレ娘むすめにできるはずがない。

　あまりに動きが可愛かわいらしくて、マジマジと観察していると、ついに彼女は声を荒あらげた。

「ちょっとぉ、何とか言いなさいよ！　でないと私……ま、間が持たないじゃないのよぉ！」

　嗚あ呼あこれだ。好きな男の子を前にしたこのドギマギっぷり。これぞツンデレの鑑かがみだ。

　こんな女の子を前にすると、どうしても弄いじり倒たおしたくなってくる。いつも女の子に振ふり回される役目に徹てつしている自分だが、こういう風に、逆に振り回す展開も悪くない。

　……いや、むしろ鬱うつ憤ぷん晴らし？　アッハッハ。まさかそんな。

「ねえユキちゃん」

　ニッコリ笑い、割とＳになった光宏は、彼女に呼びかけた。

「な、何よぉ……」

　ツンとそっぽを向きながら、ユキが横目線で答えてくる。うん。ここで何か唐とう突とつに素す敵てきな言葉を囁ささやきかけて、ぜひとも恥はずかしがらせたい。

　何を言おうかな。好きだよ──は後々のお楽しみに取っておくか。でも、「可愛いよ」とか「きれいだよ」とかは普ふ通つうだし、もうちょっといい具合に羞しゆう恥ち心しんを煽あおる言葉はないものか。

　あ、いっそ大だい胆たんにアンナ台詞とかコンナ台詞とかどうだろう。やや猥わい褻せつ罪ざいかもだけど──

「ミックン、ノート返しにきたよ」
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「うガァッ！」

　いきなりドアをガンガン叩たたかれて、光宏は思わず獣けもののような雄お叫たけびを上げた。

　すぐさまベッドから布ふ団とんを捲まくり上げ、ユキの頭からスッポリ被かぶせる。その直後、佐和が再び乗り込んできた。実に危き機き一いつ髪ぱつだ。

「ほら、ノート……何その布団。中に何かある？」

「ないよ！　ていうか何なんだよおまえは！　昨日といい今日といい何度も何度も……」

「何ぶち切れてんのか知んないけど、妹に言えないようなコトしてるミックンが悪い」

　それは──まあ、認めていいかもしれない。

　とにかく早くお引き取り願おうと、光宏は急いで佐和の手からノートを取り返した。これでもう用はないはず──が、なぜか妹はまだドアの前に陣じん取どって、動こうとしてくれない。

　その目はまっすぐに、パソコンの方に向けられている。

「ねえ、何あの絵」

「気にするな」

「なんか、真っ白に人型にくり抜ぬかれてて気持ち悪いんだけど」

「うん、だから気にするなってば」

　光宏は頑かたくなにそれだけを繰くり返すと、佐和の身体からだをグイと部屋の外に押し出した。もうこれ以上の追つい及きゆうは認めない。ついでにその頭を軽く小こ突づき、「しばらく干かん渉しようしないでくれ」と、きちんと言い含ふくめておく。

　それに対して、佐和はムッと睨み返してきた。

「あのさ、私だって年とし頃ごろの乙おと女めなんだから、気軽に頭とか触さわらないでくれる？」

「何だよ、双ふた子ごの兄妹きようだいだろ」

「だから腹立つんだよ」

　兄に対する反はん抗こう期真っ盛さかりな捨て台詞を残し、彼女は頭のツインテールを直しながら、自分の部屋へスタスタと去っていった。

　ああ、ちなみに佐和の髪かみ型がたは、かれこれ二年ほど前からツインテールだ。今初めて言った気もするけど。

「……あれ？」

　ふと、何かが引っかかった。

　いったい何だろう。頭のどこかで気づいてるのに、敢あえて無視したい気持ちでいっぱいだ。

　どことなく嫌いやな予感がして、光宏は恐おそる恐る布団の塊かたまりに手を伸のばした。だが触ふれる直前、どさりとそれを振り落とし、中に埋うもれていたユキが「プハァ」と苦しそうに息をつく。

　ただでさえ赤らんでいた顔が、蒸れてさらに真っ赤になっている。

「もう、女の子になんてことするのよ！　おかげで熱くなっちゃったじゃないの。だってこの布団、ミックンの匂においがして……ハッ！　べ、べつにウットリなんかしてないんだからぁっ！」

　涙なみだ目めになりながら、身体の火ほ照てりを言い訳するユキ。しかしそんなツンデレワードに喜ぶより先に、光宏はいま一度、その髪型を確かく認にんする。

　ああ、ツインテールだ。

　佐和とおんなじだ。

「……これはどういうことかな？」

「どういうことって、何よぉ！」

「いや、ユキちゃんに言ってるのではなく」

　むしろ問い詰つめたい相手はインターネットの向こう側にいる。

　光宏は高ぶるユキを後回しに、パソコンの方に近づいた。すぐさま確認するのは、さっきメッセージを書き込んだばかりの掲けい示じ板ばんだ。

　覗のぞいてみたところ、歌川ミウミからのレスが早くも付いていた。

『気に入っていただけたようで嬉うれしいです。あの娘こ、実は私の知人の妹さんをモデルにしたんですよ。お兄ちゃんに対して素直になれない、とってもツンデレな妹さんなんです。大事にしてあげてくださいね♪』

「あの、北原さん……？」

　どう受け止めるべきなんだ、これ。

　光宏は愕がく然ぜんとして、この文面を何度も何度も読み返した。それからユキの方を振ふり返り、記き憶おくの中にある佐和と、何度も何度も見比べた。

　同じだ。髪型も。背の高さも。胸の大きさも。制服のスカートの丈たけも。

　つまり、ユキは──佐和なのだ。

「何てこった……」

　いくら何でもあんまりだった。

　そりゃ、実在のツンデレをモデルにしろと紗衣に吹ふき込んだのは、他ほかならぬ光宏自身だ。でも、だからって佐和はない。

　だいいちアイツはツンデレじゃない。単に底意地が悪くて、二次元萌もえ文化に偏へん見けんがあって、兄に対してひたすらドＳなだけだ。ツンこそあるが、間ま違ちがってもデレはない。

　その佐和がツンデレだと？　萌えろと？

「ごめんなさい。難易度高すぎます……」

　光宏はゲンナリしながら呟つぶやいた。

　まあ、紗衣の対人識別スキルの無さはよく知っていたが、ここまで的外れなことをしでかすとは。どこをどう見たら、あの悪質な妹がツンデレに見えるんだ。

「そうだ。メールしよう……」

　彼はそう言うと、おもむろにメールソフトを立ち上げ、さっきの紗衣からのメールに返事を書き始めた。内容はズバリ、ただ一つ。

「──北原さんごめんなさい。実はキリ番をゲットしたのは僕です。今ユキちゃんが抜け出しているのですが、できれば引き取っていただけないでしょうか、と……。送信」

「ど、どうしたのよ、ミックン。何でいきなり変なこと言いだすの？　べ、べつに気にしてなんかないけど、き、気になるじゃないのよっ！」

　いきなり落ち込んで不ふ穏おんなことを言いだした光宏に、ユキが慌あわてて支し離り滅めつ裂れつに訊たずねてくる。さっきまで心ここ地ちよかったその声も、今は耳の中で佐和のソレと被かぶってしまう。

　嗚あ呼あダメだ。もはや何をどうしようとも、この娘こは佐和だ。

「ユキちゃん、ごめん……」

　光宏は伏ふし目がちになって謝り、一度ユキを消そうとした。

　二次元少女は、呼び出した者の願望どおりに振る舞まってくれる。だから彼が望みさえすれば、今すぐ絵の中に戻もどってくれる──。

　そのはずだった。

　刹せつ那な──毎度お馴な染じみのバカが、こんな所にまで突つっ込んできさえしなければ。

「ククッ、見つけたよ！」

　突とつ如じよスパンと窓を乱暴にこじ開け、土足で不法侵しん入にゆうしてきた変質者が、嬉しそうに叫さけんだ。言わずと知れた、どこぞのヘンタイゴスロリ娘むすめだ。

「ツンデレ発見！　ていうか、キミだったんだね。キリ番踏ふんだの」

「おいちょっと待て。ツッコミどころ多すぎだろ、お前」

　光宏は顔をしかめて、月つき代よに言い返した。

　どうして赤の他人が知るはずのないことを、いろいろと知りつくしているんだ、こいつは。だいたいこの家の場所とか、分かりようがなかろうに。

「やだなぁ。んなもん、盗ぬすんだメールの詳しよう細さい見てちょっと調べれば簡単に分かるじゃん」

「いや、犯はん罪ざいしといて威い張ばるな」

　もうあまりの暴挙に、光宏は啞あ然ぜんとするしかない。

　そんな彼の想おもいなど無視して、靴くつのまま部屋の真ん中に立つ月代。さらにその後からは、大ダコの脚あしが無理やり入ってこようとしている。もう出番をもったいぶる気もないらしい。

「きゃっ！　何コレ！」

　いきなり現れた真っ赤な軟なん体たい動物の一部に、ユキが驚おどろきの悲鳴を上げた。

「やだ、ちょっとダメ！　変なのくっつけないでぇっ！」

　しかも、早くも搦からめ捕とられてるし。ああ、真っ白なフトモモに吸きゆう盤ばんがペッタリ吸いついてるよ。これでモデルが佐和じゃなきゃ……いやいや、そんなアレなことを考えてる場合じゃない。

　どのみち黙だまって見過ごすことは許されない。光宏は急いで月代に立ち向かった。

「よせっ！」

「よさない。ていうかキミ、一いつ緒しよにおいでよ。今日は邪じや魔まな紗衣もいないしさ」

　ニンマリと悪魔の笑えみを浮うかべ、月代が手招きする。何というひどい誘ゆう惑わくだろう。

「それとも、強ごう引いんにお招きしちゃった方がいい？」

「強引にって……？」

「うん、いわゆるラチ」

　そう言うや、タコの触しよく手しゆが光宏に襲おそいかかった。ユキ同様に身体からだを搦め捕り、そのまま窓からどこかへ連れ去ろうとする。さすがに家の中でいろいろしでかすのは、月代的にも危険と分かっているのか。

　とにかくこのまま流されては拙まずい。光宏は叫んだ。

「や、やめろっ！　これはやっちゃいけないことなんだっ！」

　それに合わせて、ユキも悲鳴を上げた。

「やめなさいよぉっ！　こんなタコなんか、気持ち悪いだけなんだからぁっ！」

「うんうん。二人とも素す直なおじゃないよね」

　そんな月代の感想が、被ひ害がい者しや二名の本音を的確に語っていた──のかもしれない。

　結局光宏とユキは、そのまま為なすすべもなく、窓から連れ去られていった。
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　それから数分後──。

　月つき代よも含ふくめて三人を引っつかんだ大ダコは、どういう原理でかフワフワと宙を飛び、どこかの建物の屋上に着陸した。

　見知らぬ場所だ。周りの感じからして学校の校舎にも思えるが、少なくとも光みつ宏ひろの通っているところではない。

「ここは……」

「私の母校だよ」

　その疑問に、月代はすぐに答えた。すでにタコの脚を離はなれ、コンクリートの上に佇たたずんでいる。

「つまり私の通ってた中学。その屋上」

「中学？　ってことは……」

　紗さ衣えの母校でもあるのか。

　光宏は思い出した。確か二人は、中学時代に同級生として知り合ったのだ。しかしなぜ今、そんな因いん縁ねんの地へ訪おとずれたのか。

「ま、深い意味はないんだけどね。ここなら人目につかないからちょうどいいだろってことで」

　月代はそう言うと、タコに向かって、光宏を放すよう手で合図した。ここでわざわざ自由の身にするということは、当然アレだ。何かといろんな誘惑を施ほどこして、ユキを弄もてあそぶように仕向けるつもりだ。

　そんなもの、誰だれが乗るものか──。光宏は腹の中で、強く言い切った。

　何しろこないだのスク水とは違ちがう。もはやどう足あ搔がいたって、佐さ和わ似のユキによからぬ感情を抱いだけるはずがない。

「おい、ユキちゃんを放せ」

　心に余よ裕ゆうができた光宏は、やや強気で叫んだ。

　だが、そこで月代が嘲あざ笑わらうのは、いつものこと。

「あのさぁ、私ツンデレってさ──」

　大だい嫌きらいなんだよね、と彼女は意地悪げに言った。

　すでに、目の奥に危険な光を宿らせて。

「何かみんな持てはやしてるけどさ。いちいち突つっかかってくる女の子なんて、どこがいいの？　ウザイったらありゃしない。むしろ女の子は絶対服従させるべきだよ。言うこと聞かなきゃオシオキさ。キミもそう思うでしょ？」

「黙れ。誰がそんなこと……」

「へえ。じゃあキミ、生意気な女の子が大好きなわけ？　例えば──」

　──ユキたんのような。

　月代のその言葉を受け、光宏の目がユキに移る。いまだタコに囚とらわれの少女は、全身を拘こう束そくする異物に顔を赤らめ、しきりに喚わめいている。

「ちょっと、放しなさいよぉ！　こんなの絶対許さないんだからぁっ！」

　台詞せりふだけは分かりやすいツンデレ。でも──それを口にしているのは、いったい誰か。

　彼女は──。

「佐和……」

　光宏は、思わず呟つぶやいた。

　ああ、ユキは佐和だ。天才絵師様の勘かん違ちがいから、妹がモデルになってしまった女の子だ。

　だとしたら──自分は生意気なユキを、本当に愛せるのか。

　生意気な佐和を見て、可愛かわいいやつめと思えるのか。

　結論は……一つしかない。

　そしてその結論に気づいた瞬しゆん間かん、光宏の意識は不意に遠とお退のいた。

「どう？　素直にさせたいでしょ」

　耳元で、悪あく魔まが囁ささやいた。

　とてつもなく抗あらがい難がたい言葉だった。

　光宏は──ゆっくりと、頷うなずこうとした。

　月代の笑う吐と息いきを首筋に感じながら、一歩、ユキに近づきかけた。

　手に握にぎらされた硬かたい物を──おそらくあのメタリックブルーの道具を、ユキに向かって突きつけようとした。

　……生意気なんだよ。いつもいつも。

　そんな台詞を吐はこうとした。その時。




「ひぁっ！」

　いきなりポケットの中で震ふるえた携けい帯たい電話に反応し、光宏は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　実に絶ぜつ妙みようなタイミングだった。おかげで狂くるいかけていた思考が元に戻もどる。

　さらに加えて、そばにいた月代がビクッと身を引きつらせ、顔を真っ赤にして一歩退ひく。

「むぅ。オスがそういうツヤっぽい声出すな」

「ご、ごめん。ちょっとメールが……」

　いや、だからって、なんでコイツに謝る必要があるのかは分からないが。

　光宏はすぐさま月代から離はなれると、自分を我に返してくれた救い主を確かめようと、携帯電話を取り出して、差出人を検あらためた。

　紗衣だ。

「北原さん……？」

　そういえば、さっきメールを送ったばかりだ。その返信が、こちらに転送されてきたらしい。

　本当なら、中を読んでいる場合じゃない──。頭ではそう理解していた。だからここで光宏が文面に目を落としたのは、ほとんど反射的なものだったのかもしれない。

　いや、あるいは紗衣に対する本能からか。まあそれはともかく。

「ええと、なになに？　『話は分かりました。実じつ妹まい似の女の子にハァハァするなんて、相変わらず見境がないですね』……」

　……読まなきゃよかった。

　ちょっとうなだれながら、光宏はさらに文字を追う。するとそこには、驚おどろくべきことが書かれていた。

『実は、申告者が葛かつ本もとくんだということは分かっていました。以前もらったメールと文章の癖くせが似てましたから。一応確かく認にんのため、失礼ながら、ＩＰから分かる部分を少しだけ調べました。それに、今日学校でもちょっと鎌かまをかけてみたら、案の定の慌あわて方でしたね』

　そうか。とっくにばれていたのか。

　そんなこととも知らずに、紗衣とツンデレ談義を繰くり広げていたなんて。何のことはない、自分はまんまと彼女のペースにはまっていたのだ。まったく滑こつ稽けいな話じゃないか。

　光宏は自じ嘲ちよう気味に微ほほ笑えんだ。

　ただ──一応言っておくと、教室で光宏が慌てたのは、むしろ周りの反応が恐こわかったからなのだが。

「ちょっとキミ、一番いいとこだってのに、何じっくり携帯睨にらんでんのさ」

「そ、そうよ！　私がピンチなんだから、助けなさいよぉっ！」

　唐とう突とつに反省しだした光宏に、３Ｄと２Ｄの少女が、ダブルで罵ば声せいを浴びせてくる。光宏はそんな二人に「もうちょっと」と返し、再び携帯に取りかかった。

　紗衣の返事は、あと少しで終わろうとしている。

『正直なところ、ユキを佐和さんに似せたのは、わざとです。葛本くんが素直に申告してくれなかったので、少し意地悪してみました。これに懲こりたら、もう少し素直になってください』

　──本当に、しょうがない人ですね。

　メールはそう締しめ括くくられていた。

　しょうがない人、か。素直じゃない、しょうがない人なんて──まるで。

「ツンデレじゃないか」

　光宏は呟つぶやいた。

　そう、ツンデレだ。真のツンデレは、光宏自身だったのだ。

　不意に肩かたの力が抜ぬけた。気がつけば、心の中が妙みようにスッキリしている。

　彼は、ユキに向き直った。

「ユキちゃん」

「な、なによぉ。こんな時に女の子ほったらかして、信じられないんだから……」

　タコに捕つかまって半泣きになりながら、彼女が答える。態度からして素直じゃない、佐和そっくりのツンデレ娘むすめ。でも、不思議と光宏は怒いかりを覚えない。

　ニッコリ笑い、ただ一言。

「ユキちゃんて……しょうがない娘こだね」

　そう言った。

　──しょうがない。

　それが、ツンデレなのだ。

　どんなに生意気を言ったって、「しょうがない」と笑って済ませられる存在なのだ。なぜなら、どんなにツンツンしたところで、ツンデレ娘の心の中には、間ま違ちがいなく愛があるのだから。

　光宏の言葉に、ユキは耳まで真っ赤にして黙だまってしまった。気持ちが届いたのだろう。

　これでもう大だい丈じよう夫ぶ。自分は、悪魔の誘ゆう惑わくに屈くつしたりはしない。

「なあ、もう諦あきらめろよ」

　彼は月代を睨み、言った。

「僕は決してユキちゃんを傷つけない。お前が何かやるなら、全力で阻そ止しするだけだ」

「は？　何それ、かっこつけてんの？」

　無む駄だだよ、と彼女は答えた。ペンタブレットは、すでにその手に返っている。

「キミが理性を取り戻もどしたところで、ユキたんは私の手の内にあるの。もう脱ぬがそうが脱がそうが脱がそうがやりたい放題だよ」

「おまえ、脱がすことしか頭にないのかよ」

「なに？　むしろ自分が脱ぎたい？」

「おいこら……」

　いちいち癇かんに障さわることを言う子だ。これも「しょうがない」と笑って済ませ……られるわけがないよな、やっぱり。

　光宏は決意を固めた。この子とは、今ここでけりをつけた方がよさそうだ。

　紗衣はいないけど。いや、むしろいない方がいい。これからやることは、「元友達」の前で見せるべきではない。

　拳こぶしを固め、そう思った。

「僕は……女の子に手を上げたことは一度もない」

　彼は、厳おごそかに言った。妹以外には、と心の中で付け加えつつ。

「これから先も、そういうことはしたくないと思ってる。でも、お前がこれ以上悪さをするなら──一度だけ、この気持ちに逆らうべきかもしれない」

「うんうん。要するに本能に駆かられて衝しよう動どう的に私を襲おそおうと」

「いや、ええと……さすがにそういう表現に置き換かえられると、ちょっと……」

　しかも本能じゃないし。ていうか、なんでいきなり弱気になってるんだ、自分は。

　せっかく起こした決意は、ものの数秒ももたなかった。見事に月代にペースを崩くずされ、その隙すきに間合いを取られる。

「ふん、させないよ。私を殴なぐっていいのは、一人だけだから」

　それが誰だれか、と訊たずねる時間は与あたえられない。後を追おうとした光宏の前に、大ダコがぬるぬると進み出てきた。

　腕うでの中にユキがいる。完全に人ひと質じちだ。

「おとなしくしとくことだよ。さもないと、ユキたんだけじゃなくて、キミもオシオキしちゃうよ？」

「く……」

　どうすればいいんだ。やはり紗衣か。紗衣がいないとダメなのか──。

　光宏がそう思った時だ。

　ふと、月代の背後に何かが立つのが見えた。

　そして──。

　スパコンっ！　と派手な打だ撃げき音が、夜の屋上に響ひびいた。

「こら月代っ！」

「うきゃあっ！」

　いきなり頭を殴られて悲鳴を上げる女悪魔。同時にタコもスッと消え、ユキがコンクリートの上に投げ出される。いったい何ごとが起きたのか。目を凝こらす光宏の視界に、ショートヘアの見知らぬ少女が映った。

　白いスポーツシャツに黒のスパッツ。顔にはメガネ。月代と違ちがい、至ってまともな姿だ。それが、月代を殴ったのだ。

「イッタァ！　コイカワがまたぶったぁ！」

「ああもう、いちいちヒス起こすな。ほら帰るよ」

　コイカワと呼ばれた少女は、そう言ってゴスロリ娘の襟えり首くびを引っつかんだ。

「ちょっと何すんの！　これからオシオキタイムなんだよ？」

「何がオシオキだこのヘンタイ。ていうか、あんたこそ素す直なおになりなさいよ」

　もう何が何だか分からない。理解不能な口くち喧げん嘩かが始まった中、状じよう況きようが呑のみ込めずに光宏がポカンとしていると、謎なぞの少女がこちらを見た。

「ああ、ごめんね。気にしないで？」

「いや、気にしないでと言われましても」

　誰なんだこの人は。月代の仲間？　でも悪人ってわけじゃなさそうだし。

　首を傾かしげる光宏に、彼女は言った。

「いいから、君はその子を介かい抱ほうしなよ」

　なるほど、ユキがまだ倒たおれたままだ。

　光宏は言われるままに、ツンデレ娘むすめを抱だき起こした。コイカワなる少女はそれを見て満足そうに頷うなずくと、月代を引きずって立ち去ろうとする。

　が、そこでふと、こちらを振ふり向いた。

「ねえ、君さ……」

「はい？」

　何だろう。まだ用か。

「……いや、何でもない」

　思わせぶりな一言を残し、彼女は再び背を向けた。

「ちょっと待って！　おしおきするの！　ちょーきょーちょーきょー！」

「うっさい黙だまれ変質者」

　そして喚わめく月代を頼たのもしく一いつ喝かつすると、スタスタと歩き去っていった。

　光宏は──おとなしく見送る以外になかった。

　事件は怒ど濤とうのように終幕した。謎の人物の乱入という形で。

　釈しやく然ぜんとしない。でも、終わったことには違いない。

「ねえ、ユキちゃん」

「な、何よぉ……」

「……僕達も帰ろっか」

「ま、まあ、あんたが帰りたいって言うんなら、私は構わないけど……」

　いや、このシチュエーションでそういう言い回しは正しい用法なのか。

　自分のベタなツンデレ観に軽く苦く笑しようしつつ、光宏はどこまでも素直じゃないユキを連れて、ようやく帰き途とに就つくのだった。
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　かくして精神的に一回り成長した光みつ宏ひろ。だが翌日になれば、ユキとの別れがやってくる。

「それじゃあ、確かにユキは返してもらったわ」

「はい。ご迷めい惑わくをおかけしました……」

　学校にて。昨日のメールでやり取りしたとおり、紗さ衣えに引き取ってもらったのだ。

　せっかく仲良くなれたのに、ちょっと残念ではある。でもまあ、ずっと家族に隠かくしながら一いつ緒しよに暮らすなんてできるわけがないし。ていうか、どうせその気になればまた呼び出せるし。

「葛かつ本もとくん、一応言っておくけど……」

　ナマのユキは私のよ、と紗衣が釘くぎを刺さした。

　ナマって何だ。ナマって。

「それと、改めて記念リクエストを受け付ける気もないから、そのつもりでね？」

「ええ、べつにまた描かいてもらえるとは思っちゃいませんから」

　どうせ紗衣のことだ。そんなに優やさしい配はい慮りよをしてくれるはずがないことは、分かっている。

　何だかんだ言って、素直じゃないのは彼女も同じなのだから。

　もし素直なら、申告者が光宏と気づいた時点で、そう言えばいい。わざわざ迷った振りをして、佐さ和わをモデルにするなんて意地悪をする必要はない。

「私は、いい妹さんだと思うのだけれどもね」

　そう呟つぶやきながら、ノートパソコンに戻もどったユキを眺ながめる紗衣。そんな彼女を見やり、光宏はそっと思った。

　北原さん、あなたもしょうがない人ですよ──と。




　世の中は、ツンデレばっかりだ。





























「お姉さま、こんにちはっ！」

　ドアを開けてカリンは元気よく部屋に飛び込んだ。

　魔ま法ほう学園の女子寮りようの一室だ。壁かべの書しよ棚だなには魔術に関する本が整然と並べられ、机には秘薬のレシピを束ねた分厚いファイルが置かれている。

　その横には水すい晶しよう玉だま。床ゆかには実験で使う汎はん用よう魔ま法ほう陣じん。

　典型的な生徒の個室だ。でも、カリンにとってはちょっと特別な部屋だった。

　何しろここは、大好きな「お姉さま」のお部屋なんだから。

　ただ、今は……。

「なんだぁ、留守か……」

　誰だれもいない。

　元気のよさが空回りし、カリンはがっかりして溜ため息をつく。いつも「お姉さま」と呼んで慕したっている優やさしい先せん輩ぱいは、どこかへ出かけているようだ。

「せっかくクッキー焼いてきたのになぁ」

　お手製のまだ温かいクッキーが、手にしたバスケットの中でいい香かおりを放っている。これを一緒に食べたいと思って、走ってきたのに。

「帰ってくるまで待ってようかなぁ。……でも遅おそくなるとナギサちゃんが心配するし」

　ナギサというのはカリンのルームメイトだ。マーメイドの女の子で、普ふ段だんは魚の下半身だと陸で歩きにくいから、人間の格好に変身している。身体からだが濡ぬれてないと気になるらしくて、常に湿ったスクール水着姿なのが特とく徴ちようだ。

　それはともかく……。

「あれ？　この本、何だろう」

　辺りを見回していると、見慣れぬ本が机の上に置かれているのに気づいた。

　カリンはそれに近寄り、子犬がにおいを嗅かぐように顔をぐっと近づけて覗のぞき込む。

　真っ赤な表紙に金色の文字でタイトルが書かれている。

「ええと、『悪あく魔ま召しよう喚かん術じゆつ・入門編』？　図書館のかな。でも、お姉さまが入門編を読むなんて変だよ。ボクならともかく……」

　カリンは不思議に思った。

　お姉さまはこの学園一の天才だ。どんな魔法だって使いこなせる。まだ見習いのカリンとは違ちがうのだ。

　ちなみに「ボク」というのはカリンの一いち人にん称しようだ。でも、れっきとした女の子。

　周りからは男の子みたいだとからかわれることもあるけど、お姉さまはいつもカリンが自分のことを「ボク」と言うと、ニコニコしながら「可愛かわいいわね」と頭を撫なでてくれる。

　そのお姉さまの部屋に、不ふ釣つり合いな本があるのだ。カリンとしては気になる。

「うーん、悪魔召喚ってことは、使い魔とかが呼び出せるんだよね。そういえばお姉さまには使い魔っていなかったし、もしかしたら……」

　カリンはふと、一つの疑ぎ惑わくを浮うかべた。

（お姉さま、もしかして召喚術が使えないんじゃ……。いやまさか。お姉さまに限ってそんなことあり得ない！）

　カリンは自分の考えに「メッ」と怒おこると、その本を恐おそる恐る手にしてみた。

　入門編だから、そんなに分厚くない。内容も簡単で、カリンにも読みこなせそうだ。

「でも、ボクにも使い魔っていないんだよね」

　まだ見習いだから当然だけど。でも同級生で頭のいい子は、もう簡単な召喚術ぐらいなら使えるようになっている。カリンはいつもそれを羨うらやましそうに見ているだけだ。

「ちょっと……実験してみようかな」

　部屋の中央には魔法陣もある。しかも、ちょうど誰もいない。

（あ、でも勝手にやったらお姉さまに怒られちゃうかな。でもでも、やっぱり気になるよぉ。じゃあ、せめて中を読むだけなら……）

　ドキドキしながらカリンは表紙を開いた。

「ええと、使い魔を呼び出す方法は……三十二ページ。あ、あったあった。ええと、図のとおりに魔法陣を書いて、呼び出したい悪魔の姿をイメージしながら召喚呪じゆ文もんを唱える……って、そんなに簡単でいいの？」

　でも、入門編で呼び出せる簡単な使い魔ならこんなものなのかも。

　カリンはさっそく魔法陣の細部を書き変え、呼び出す悪魔の姿をイメージしようとした。ところが何も浮かばない。

　それもそのはず。本物の悪魔なんて見たことないのだ。

（えーと、使い魔っていうぐらいだから、きっといろいろ手伝ってくれるんだよね。手伝うと言えば……そう、お手伝いさん。じゃあ、メイドさん……？）

　漠ばく然ぜんとメイドの姿を思い浮かべながら、カリンはつい口を動かしてしまった。

「魔ま導どう士しカリンの名において命ずる！　我が望みしシモベよ、魔界より之これへ来たれ！」

　悪魔召喚術に使われる呪文だ。

　と同時に、突とつ如じよ魔法陣が眩まばゆい光を放ち始めた。

「わ、動いたっ！」

　自分の呪文が発動したことに驚おどろきを隠かくせないカリンは、目の前の光景に思わず声を上げた。

　魔法陣の中央からモクモクと立ち昇のぼった煙けむりが、人の形を描えがきだしている。いや、人ではない。これは悪魔だ。カリン専用の使い魔だ。

　やがて光が落ち着くと、煙もその姿をこの次元に固めていった。

　でも、予想していたのとちょっと違う。

「あれ、メイドさんじゃない……？」

　カリンは首を傾かしげた。そこに立っている悪魔は、カリンがイメージした姿とはまったく違う。漆しつ黒こくのタキシードをまとった、ショートヘアの小こ柄がらな姿だ。

　ちょっと男の子にも見えるが、スーツ越ごしにうっすらと膨ふくらんだ胸のおかげで、女の子だと分かる。

　背中には小さなコウモリの翼つばさ。お尻しりには尖とがった尻しつ尾ぽ。なるほど、悪魔に違いない。

「フフ、初めましてカリンたん」

　その子は蠱こ惑わく的な声で挨あい拶さつし、カリンを見て意味ありげに笑った。

「たん？　って、きみがボクの使い魔……？」

「うん。キミが呼び出した悪魔だよ。さ、契けい約やくしよ」

「けーやく……あの、どうすれば？」

　悪魔は召喚主と「契約」することで使い魔になってくれる。そのことは授業中に先生も言っていた。でも、それがどんなものかは分からない。あの時はつい居い眠ねむりしちゃってたし。

　カリンが焦あせって本をパラパラめくっていると、悪魔が再び笑った。

「教えてあげるよ。カリンたん」

「あの、なんで『たん』なの？」

　いきなりこちらに手を伸のばしてきた悪魔から身を引きつつ、カリンは尋たずねる。でも悪魔は、その質問には答えてくれない。

　真っ赤な瞳ひとみを妖あやしく輝かがやかせて、悪魔は言った。

「さ、チューしよ？」

「ふぇっ？」

　何を言ってるのか分からず、カリンは呆あつ気けにとられてしまう。

「ちゅーって何？」

「ちゅーはチューだよ。契約のことだよ」

「そ、そうなの？」

　カリンは焦って入門書のページを再びめくり始めた。契約についての記述を探しているのに、どこにも見当たらない。

（チューって、キスのことだよね？　そんなのダメだよ！　だってまだボク、お姉さまともしたことないのに！）

　キスは一番大好きな人とするものなのだと、カリンは小さい頃ころにお母さんから教えられた。そして現在、カリンが一番大好きな人は、お姉さま以外の誰だれでもない。

「ま、待って！　チューはダメ！」

　だからカリンは懸けん命めいに首を横に振ふり、後あと退ずさった。

　悪魔がそれを追って魔ま法ほう陣じんから出ようとする。が、陣の境界線が障しよう壁へきとなって、そこから先へは進めない。

　万が一悪魔が暴走した時、召しよう喚かん術師を守るためにこうなっているのだ。カリンはそれを思い出し、少し安心した。

「ねえカリンたん。恐こわがらないでよ。こっちへ来てチューしようよぉ」

「やだやだ！　絶対に行かない！」

「呼び出しといてそれはないよ。ま、どうしても嫌いやだってなら無理は言わないけどさ」

　悪魔はそう言って肩かたをすくめた。

「え、本当？」

（よかった。この悪魔、そんなに悪い人じゃないみたい）

　カリンがホッとしたのもつかの間、悪魔は手を腰こしに当てて部屋の中を見回した。そして何を考えたか、またもニヤリと笑う。

「ただし……手ぶらじゃ帰れない」

「え？　それってどういう……？」

「うん、つまり代わりが欲しい。チューする相手の、ね」

　悪魔がこちらに人差し指を突つきつけた。ただし、すぐさま水平に移動させて、狙ねらいを逸そらす。

　その先にあるのは、お姉さまの机だった。

「ま、まさか！」

「うん。キミのお姉さまが欲しいな。とっても美人なんだよね。ぜひチューしたい」

　頰ほおを赤らめながらも、いやらしそうに悪魔は微ほほ笑えんだ。

　とんでもない話だ。カリンにとって、その提案は絶対にアウトだ。

「ダメだよ！　お姉さまとだなんて、そんな！」

「じゃあカリンたん、キミとチューさせて？」

「それもダメ！」

「我がまま言っちゃいけないの。悪魔を召喚したら、その責任はちゃんと取らないとね。キミのお姉さまは優ゆう秀しゆうな魔導士だから、そのことを分かってくれると思うよ？　もしかしたらキミの身代わりになって、すすんでチューを受け入れちゃうかもね」

「そ、そんな……」

　大好きなお姉さまが自分なんかのためにキスを……。

　カリンはその光景をつい想像し、いやいやと首を横に振った。

「いやだ？　じゃあどうすればいいかは分かるよね？」

「う……うん」

　ついにカリンは頷うなずいた。覚かく悟ごを決めるしかない。

「お、お姉さまに迷めい惑わくはかけられないから……。いいよ、ボク、悪魔さんとチューするよ」

　目に涙なみだを浮うかべてもじもじしながら、カリンはそっと魔法陣のそばに歩み寄る。

　初めてのキスなのにこんなシチュエーションだなんて。でも、悪いのは自分だ。

「まずはこの魔法障壁を取ってよ。魔法陣の線を少し消すだけでいいからさ」

「分かったよ……」

　言われるままに、カリンは手で床ゆかの魔法陣を擦こすった。線が少し消え、同時に悪魔が飛び出してくる。

「これでいい？　……きゃっ！」

　いきなり両肩をつかまれて押し倒たおされ、カリンは思わず悲鳴を上げた。

　目の前に悪魔の好色そうな顔がある。その顔が、おもむろにキスしようと近づいてくる。

「ま、待って！　やっぱりイヤ！」

「今さら遅おそいよ。さあカリンたん、目を閉じて。フフ、おいしそうな唇くちびるだね」
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　暴れようとするカリンを片かた腕うでだけで押さえつけ、もう片方の指先で、カリンの唇をさわさわとなぞる。くすぐったさのあまりカリンが「くん！」と呻うめくと、悪魔もにやにやと笑って「可愛かわいいなぁ」と息を弾はずませながら囁ささやいた。

「魔導士といっても所しよ詮せん見習いじゃ、悪魔の力には逆らえないよね。いただきまーす」

　グイッと顔を近づけてきた。カリンは迫せまりくる唇の熱を間近に感じながら、心の中で思った。

（ごめんなさい、お姉さま。お姉さまにあげようと思っていたボクのファーストキス、盗とられちゃう……）

　だが……唇がくっつく様子はなかった。

　その代わり……。

「ひゃぁっ！」

　突とつ然ぜん悪魔が悲鳴を上げ、体から離はなれた。

　何だろうとカリンが目を開けると、状じよう況きようは一転していた。

　悪魔の体が背後から黒い革かわ紐ひもで縛しばり上げられている。鞭むちだ。そして、それを手に立つのは、さっきカリンがイメージしたとおりのメイド服をまとった、長身の女の人だ。

　しかも、とてつもない美人だ。カリンはその美び貌ぼうに、思わず頰を赤らめてしまう。

「だ、誰だれ……？」

　そして恐おそる恐るそう尋たずねた。するとメイドは小さく笑い、言った。

「あなたの使い魔でございます。カリン様」

「え、ボクの……？」

　どういうことだろう。カリンは首を傾かしげる。

　目の前に悪魔が二人いる。一人はタキシードで、一人はメイド。

「変だよ。確かにボクが思い浮かべたのはメイドさんだけど、実際に呼び出されたのはこのタキシードの悪魔だったはずじゃ……」

「それはカリン様がおバカさんだからですよ」

　メイドはしれっと酷ひどいことを言った。

「お、おバカさんて！」

「違ちがいますか？　おバカさんだからこんな低級悪魔に騙だまされるのです」

　メイドはそう言って、鞭を強く引き絞しぼった。

「ヒィ！」

　タキシードの悪魔が苦しそうに悲鳴を上げる。

「痛い痛い。もうちょっと優やさしくしてよ！」

「あら、申し訳ございません。わたくし、人に優しくするのは苦手なんです。Ｓですから」

「そ、そんなぁ」

　苦く悶もんの表情を浮かべたタキシード悪魔は、すがるような眼まな差ざしでメイドを見上げた。そしていくら涙を見せても無む駄だだと分かると、今度はカリンの方に助けを求めてくる。

「助けてカリンたん！　さっきのことなら謝るから！」

「ちょ、ちょっと待ってよ。ボクにはよく分からないよ。『騙した』ってどういうこと？」

「う、うん。ちょっとバカっぽい見習い魔導士がいたから、からかってみただけ。どうせ召しよう喚かんなんて失敗するだろうと思って、魔ま法ほう陣じんの中から飛び出してみせて、むりやりキスしようとしただけなんだよぉ。そしたら、まさか召喚が成功してしまうなんてぇ」

「そ、そんな！　ひどいよ！」

　真相を知ってカリンはプッとむくれる。バカっぽそうだから騙しただなんて。お姉さまのことを想おもってキスの覚悟まで決めたのに、ただからかわれただけだったなんて。

「どうなさいますか、カリン様」

　メイドが尋ねた。カリンは迷わず答える。

「許さない！」

　そう、絶対に許せない。キスは、そんな風に気軽に戯たわむれでするようなものじゃない。それに、ボクの大事なお姉さまとキスさせろだなんて、侮ぶ辱じよくにも程ほどがある。

「悪魔さん、ボク怒おこったよ！」

「ふ、ふん。カリンたんが怒ったって恐こわくないからね。どうせ見習い魔導士だもん。ろくに魔法なんか使えないでしょ？　悪魔を恐がらせたきゃ、すごい攻こう撃げき魔法でも見せてみなよ」

　タキシード悪魔はついに開き直って、そんな挑ちよう発はつをしてきた。

「ふーん、分かった」

　カリンはこくりと頷うなずき、何かを構えるように、まっすぐに両手を突つき出す。

「じゃあ見せてあげるよ、ボクのとびっきりの攻撃魔法を」

「え、噓うそ……」

「噓じゃないよ。確かにボクは見習いだし、ほとんどの魔法が上手うまく使えないけど、これだけは大得意なんだよね」

　悪魔の顔が青ざめる。でも、カリンの怒いかりは止められない。

　両手をかざし、呪じゆ文もんを叫さけんだ。

「冥めい王おうの名のもとに命ずる！　邪よこしまなる妖よう魔まよ、その身を業ごう火かに焼き焦こがせっ！」

　ゴゥンッ！

　凄すさまじい爆ばく音おんとともに、悪魔の身体からだを熱い光が包んだ。これこそカリン渾こん身しんの必殺技わざ、冥王炎武ハデス・フレアだ。

　幼い魔導士の怒りがついに形となって炸さく裂れつしたのだ。

「うにゃーっ！」

　情けない悲鳴を上げ、ヘンタイ悪魔はようやく床ゆかに伏ふした。が、ピクピク震ふるえているだけで、死んだ様子はない。その体を縛り上げていた鞭さえ消し炭になっているというのに。

「なかなかしぶといんですのね」

　メイドが呆あきれたように言いながら、悪魔を足あし蹴げにする。

（まさかこのまま蹴り殺しちゃうんじゃ……）

「あ、あの、メイドさん……？」

　ちょっと冷静さを取り戻もどしたカリンが、メイドを止めようと恐る恐る声をかける。と、ちょうどそれを待っていたかのように、突然もう一人の人物が顔を出した。

　魔法陣の中から、ニュッと。

「わっ、だれっ？」

　いきなりのことに、思わず声を上げるカリン。

　相手はやっぱり女の子だ。茶色いツインテールで、何だか怒ったような顔でこっちを睨にらんでいる。頭には小さな金の王おう冠かん。

「な、なによぉ。私が出てきちゃいけないっての？」

　女の子はムッとして答えた。

「うちのバカ姉貴がこっちに来てるでしょ。どこ？」

「ええと、バカ姉貴って……？」

　どっちだろう。カリンは首を傾げて、悪魔とメイドとを交こう互ごに見比べた。

　その声に顔を上げたのは悪魔だ。

「あ、ユキ。迎むかえに来てくれたんだね」

　ユキというのが、この子の名前らしい。悪魔の妹なのか。

　だがユキはとっさに顔を真っ赤にして、叫んだ。

「じょ、冗じよう談だんじゃないわよ。誰だれがあんたなんか迎えに来るわけ？　べ、べつにあんたのことなんか、全然心配じゃないんだからぁ！　ちょっとその……買い物のついでよ！」

　ユキはメチャクチャなことを言って悪魔の襟えり首くびをつかむ。連れて帰る気満々だ。

「ほら、帰るわよ。べ、べつにケガの手当てなんかしないんだからね？」

　妹に引っ張り上げられて、ようやく起き上がる悪魔。でも、素す直なおには帰らない。

　カリンをキッと睨み、悪魔は言った。

「く、くそう。こんなことでは諦あきらめないよ。やいカリンたん！」

「な、なぁに？」

　思わず身を引くカリン。でも、向こうもこれ以上仕し掛かけてくる気はないらしい。

「覚えてなさい！　この悪魔ミツヒメの名に懸かけて、いつか必ずカリンたんの唇くちびるを奪うばってやるからね！　この世の可愛かわいい女の子の唇やら胸やらは、全部僕のものなんだから！」

　そんな熱い宣戦布告を残して、ミツヒメと名乗った悪魔は、ユキと一いつ緒しよに魔ま法ほう陣じんの中に消えていった。

　カリンはポカンと立ち尽つくす。ミツヒメのとんでもない変態ぶりに呆れてしまったのだ。

「あの、カリン様」

　と、そこへカリンに気づかせるように、メイドが呼びかけてきた。

「カリン様、危ないではないですか。今の攻撃魔法、わたくしまで巻き込まれたら、どうなさるおつもりだったのですか？」

　怒った風に目を尖とがらせてこちらを睨んでいる。カリンはハッと我に返り、慌あわてて謝った。

「ご、ごめん。ボク、つい夢中になっちゃって……」

「……まあよろしいですわ。でも後でお仕置きはいたしますから、そのおつもりで」

「お、お仕置きって何……？」

　さっきの鞭むちを思い出し、カリンは再び涙なみだ目めになった。

（ていうかこの人、ボクの使い魔なんだから、ボクの方がご主人様なんじゃないの？）

　そんな疑問も覚えたけど、恐こわくて言いだすことはできなかった。




　　　　☆




　お姉さまが戻ってきたのは、それからすぐのことだ。

　業火の熱気がまだ漂ただよう部屋で、カリンはお姉さまにぺこぺこと謝った。

　勝手に本を開いて、使い魔を呼び出そうとしたことを。

　それと、自分が未熟なせいで、悪い悪魔に騙だまされそうになったことを。

　でもお姉さまは許してくれた。しかも、笑ってこう言ったのだ。

「その本はカリンへのプレゼントにと思って買ったのよ。ほら、もうすぐあなたの誕生日でしょう？　悪魔に騙されたのはちょっと問題かもだけど、結果オーライだもの。謝ることないわ」

　そして「ハッピーバースデー」と言って、頭をナデナデしてくれた。これだけでカリンはとても幸せになり、思わずお姉さまにしがみついてしまった。

　まだキスはしなかったけど。でも、それはまだ先の楽しみにとっておこう。

（いつかお姉さまに迷めい惑わくをかけないような立派な魔導士になって、いっぱい誉ほめてもらうんだ。その時一緒に……）

　カリンはそう心に誓ちかった。




　……と、ここまでならよかったのだが。

「じゃあそのメイドさんは、カリンちゃんの使い魔なの？」

　スクール水着姿の女の子・ナギサが、びっくりしたような顔でカリンとメイドを交互に見た。

　ここは寮りようのカリンの部屋。お姉さまの部屋に比べると、まだ魔術書は少ない。隅すみに置かれたビニールプールは、ルームメイトのナギサのベッド代わりだ。

　その部屋にまで、メイド悪魔はついてきていた。

「う、うん。アサミちゃんっていうんだって」

「アサミです。これからよろしくお願いいたします」

　カリンの紹しよう介かいを受けて、無表情に頷うなずくメイドのアサミ。

　カリンが初めて呼び出した使い魔だ。お姉さまが「召しよう喚かん術、成功してよかったわね」と喜んでくれたのでは、今さら「恐いからやっぱり魔界に帰ってください」とは言いづらい。だから結局、契けい約やく（ただのサインでよかった……）まで済ませてしまった。

　そう、アサミは恐い人なのだ。

　そうとも知らずに、ナギサが嬉うれしそうに話しかけてしまう。

「アサミさんっていうのね。わたしナギサ。カリンちゃんのルームメイトなの。マーメイドだから水着だけど、気にしないでね？」

「ええ、ナギサさまですね。その丸出しのお胸……大きすぎてエッチですわね」

「え、えっちじゃないし丸出しでもないよぉ。ちゃんとスクール水着着てるもん！」

「いいえ、とってもエッチで恥はずかしゅうございますわ。そんな姿を自分から人前に曝さらけ出すなんて、相当なＭですのね。フフ、構いませんよ？　わたくし、Ｍな娘こは大好きですから。お仕置きしがいがありますわ」

「カリンちゃん、この使い魔さん、恐い……」

　不ふ穏おんなことを言いだすアサミに、ナギサはすっかり青ざめてしまう。

　でもそれはカリンも同じ気持ちだ。とりあえずナギサだけでも助けてあげようと、おずおずと助け船を出すが。

「アサミちゃん、あまりナギサちゃんを恐がらせないで？」

「あらごめんなさい。ところでカリン様、あなたのお仕置きがまだ済んでませんでしたわね」

「うぅ、やだよぉ……」

　やる気満々のアサミには敵かなわず、頭を抱かかえてうずくまってしまう。

　これから先、ずっとこのＳメイドとの生活が続くのだ。もはや逃にげられない。

「さ、お仕置きタイム開始でございますわ」

　真後ろからアサミにギュッと肩かたを抱だかれ、ナギサは顔を真っ赤にして、「ひゃぁ！」と悲鳴を上げた。

「せめて、せめてキスだけはナシにしてっ！」

「あら、お仕置きなのですからそんなことはいたしませんわ。でもカリン様が嫌いやがるというなら、むしろこれはするべきでしょうか」

「いやぁっ！　助けておねーさまぁっ！」

　夜の女子寮りようにカリンの悲鳴が響ひびき渡わたった。

　魔ま導どう士し見習いの受難な日々は、こうして幕を開けたのだった。




（つづく）
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　本作は、イラストサイト「ミラージュ・ネル」管理人・歌川ミウミさんよりお預かりした漫まん画が原げん稿こうを、ご本人の了りよう承しようを得て小説化したものです。（瑠）
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「……葛かつ本もとくん、これはどういうことかしら」

　こめかみに十文字の脈を浮うかべ、北原紗さ衣えは厳おごそかに彼を睨にらみ据すえた。

　昼休み。ひと気のない校舎の屋上にて。

　なんか前にもこんなことがあったな、と思いながら、光みつ宏ひろはいきなり現れた二に次じ専せんの神を見やり、小さく溜ため息をついた。

　真横にベッタリとへばりついたカリンが、今まさに彼の口にプチトマトを放ほうり込もうとしている。その光景に、怒いかりも露あらわなご様子の紗衣──。

　これも二度目となれば、震ふるえるよりも呆あきれる方が先立ってしまう。

　何に呆れるかって？　そりゃもう、自分にだ。

「はいミックンあーん……って、あれ？　お姉さまがいる」

「そうだよ、カリンちゃんのお姉さまだよ。さ、戻もどろうね？」

　光宏は無む邪じや気きな二次元美少女を紗衣の方に突つき返し、小さく薄うすら笑いを浮かべた。この笑え顔がおで何とか誤ご魔ま化かせないものか。

「葛本くん。あなた、また私のカリンを勝手に──」

　あ、誤魔化せないか。やっぱり。

「すみません。ホントすみません」

　いつものように怒おこられて、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。どうしてこう何度も同じ過あやまちを繰くり返してしまうのだろう。

　今日もまた、カリンが抜ぬけ出してきたのだ。初めて会った時を含ふくめて、これで三度目か。

「お姉さま、ミックンを怒らないであげて。ご飯なら三人で仲良く食べようよ」

　そんなカリンの優やさしい言葉が胸に沁しみる。でもこの台詞せりふ自体、光宏の願望が反映されたものだ。二次元少女のみならず、三次元少女さえ横に侍はべらせたいとは、何と貪どん欲よくなのだろう。

　光宏はますますもって、自分の節操なさに嫌気がさしてきた。

「カリン……どうして私とあなたの間に葛本くんを入れなきゃならないのよ」

　そして紗衣はただムッとするのみ。よほど彼の存在が邪じや魔まらしい。

　何とも切ない気持ちになりながら、光宏はおとなしくその場を去ることにした。こうしてこの日のゴタゴタは解決したわけだが──。




「ご主人様、一人ではお食事もできないなんて、本当に情けない方でございますね。仕方ありません。わたくしが食べさせて差し上げますわ。フフ、さあ、その締しまりないお口をお開けください。はい、あーん♪」

　後日。やっぱり昼休みの屋上にて。

「葛本くん……これは何？」

「すみません。ホントすみません」

　メイドのアサミと特とく殊しゆ会食の真っ最中、その現場を紗衣に見られ、光宏はまたも平謝りになった。

　さすがにこれはカリンの時以上に恥はずかしい。何しろＳメイドの言葉攻ぜめとともにご飯を食べさせてもらうなんて、誰だれがどう見てもヘンタイプレイだ。

　いや、つい魔がさしたのだ。ちょっと年上のお姉さんにいじめられたい気分になることが、健全な青少年男子なら稀まれにあるものなのだ。たぶん。

　そうしたら抜け出てきた。久々に会ったアサミは、前より幾いく分ぶんかソフトではあったけど。

「葛本くん、一応念のため確かく認にんしておくけど、アサミを私に返したのはあなたよね？」

「ええ、そうです……」

「だから私、アサミをカリンの使い魔にして、二人でカリンをいぢってハァハァするのを日課にしてたのだけど。今さら『やっぱり僕にください』じゃ済すまないわよ？」

「はい分かってますから……」

　どんな日課だよ──という感想はさて置き、光宏はいつものように謝り続ける。いくらＭでも、やはり紗衣の嫉しつ妬と全開な怒りは勘かん弁べんしてほしかった。




　でもってさらにまた後日。

「はいミックン、あーん……きゃっ、落ちちゃった。あれ？　あれれ？　やーん、プチトマトがスクール水着の中に入っちゃったよぅ」

「葛本くん……」

「すみません。ホントすみません」

　今日はナギサだった。まったくもって連日懲こりない話だ。




　さらにまたまた後日。

「もう、あんたのために、あーんなんてしてるわけじゃないんだからぁっ！」

「葛本く（以下略）
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　とまあ、こんな日々が続いた末。ついに来きたるべき時が来た。

　これで美少女達全員に紗衣の所有権がなければ、光宏にとってどんなに幸せだったか。しかし大事な娘むすめを盗とられてばかりの二次専少女は、すでに苛いら立だちも怒りも超こえていたようで。

「葛本くん、放課後、ちょっとじっくりお話ししない？」

　紗衣はそう言って、弁当箱を抱かかえたダメ男子をじっと睨にらみ据すえた。

　光宏に選せん択たくの余地はなかった。
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「とにかくおかしいのよ。どうして私よりもあなたが優先されるの？」

　開口一番、紗さ衣えはそう切り出した。

　誰もいなくなった教室に二人して居残り、さて何を聞かされるのかと思えば。

「作者は私よ？　あなたが私以上にあの娘こ達に萌もえるなんてあり得ないわ」

「いや、でも現に僕のところに抜け出してるわけだから……」

　光みつ宏ひろは冷や汗あせをかきながらも、正論で紗衣を納なつ得とくさせようとする。

　そうなのだ。カリンやアサミ、ナギサやユキへの萌え心が勝まさっているからこそ、彼女達は紗衣ではなく、光宏のもとに出てくる。だからまあ、作者様には申し訳ないが、ここは例外的処置ということで一つ許してくれないものか。

「私だって……ちゃんとあの娘達にハァハァしてるのに」

　少し寂さびしそうに紗衣が呟つぶやく。そう言われると、こちらも心が痛む。

　ならば解決策を考えてみるか。自分が紗衣から女の子を奪うばわないようにするためには、どうすればいいか。

　萌えなければいい？　いや、それ無理。

　……と、きっぱり断言した上で考えるに。

　結論は一つしかない。要は紗衣が光宏以上に萌えればいいのだ。萌えと萌えのぶつかり合いに勝ってくれれば、それで解決するのだ。

「北原さんがもっとあの娘達に入れ込めばいいと思うんです」

　だから光宏はそう言った。

「たぶん今の北原さんは、まだ萌えの心が足りないんですよ」

「……そうね。あなたの言うとおりだわ」

　あ、納得してくれた。

「でも、私とあなたって何が違ちがうの？」

　しかしそこで新たな難題が突つき出される。

「二人とも二次専には違いないわ。でも、そこから先は？　私は作者であなたは鑑かん賞しよう者。私は女であなたは男。ここに原因があるというの？」

「えっと……さあ？」

　いきなり哲てつ学がく的になってしまった。これはどう答えたものだろう。

　とりあえず一つ言っておくと、自分は二次専ではない。「まだ言い張るか」とツッコまれそうな気もするが、やはり断じて違う。単に二次元「も」好きだという、ただそれだけのことだ。

　ともあれ二次元好きは紗衣も同じこと。だとしたら、やはり作者と鑑賞者の違いが原因か。しかし作者なればこそ、自分の作品を愛する心は誰だれよりも強いはずだ。

　じゃあ──やっぱり紗衣が女の子だからか。女の子が女の子に萌えるのは、男の子が女の子に萌えるよりも難しいのか。

　いや、そもそも感情の強さなんて比べられない。これは以前にも思ったことだ。

　分からない。このテーマは難しすぎて、光宏には結論など出せそうにない。

　そんな時、ふと紗衣が真顔で言った。

「それとも……多いのが悪いのかしら」

「多い？」

「そう、多いの」

　人数が、と彼女は頷うなずく。人数って、何のだ。

「葛かつ本もとくんなら知っていると思うけど、私が『ミラージュ・ネル』を設立してから描かいた美少女キャラの数は、だいたい二十人ぐらいいるの」

「二十二人ですね。こないだのユキちゃんまでで」

「そう、さすが詳くわしいわね」

[image: ]

　まあ、そこはファンだけのことはある。光宏にとってはちょっとした誇ほこりだ。たぶん何の役にも立たない知識だけど。

「でも、その人数と今回の問題と何か関係が？」

「ええ、大ありかもしれないわ」

　ねえ葛本くん──と紗衣は改めて光宏を見据え、こんなことを訊たずねてきた。

「あなたは、一人で二十二人の女の子全員に同時にハァハァできる？」

「……は？」

　今なんと？

　二十二人を同時に？　それはいわゆるハーレム？　うん、男子としては大いなるドリームだけど、現実には難しいよな。だいたいもし自分が二十二人の女の子に囲まれたとしても、どの辺からどういう順番でどう捌さばいたものか迷うだろうし、一人一人への萌えの度合いも減り気味に──って、あれ？

「北原さん、今さらな質問で恐きよう縮しゆくだけど……」

　光宏は、頭に浮うかんだ推測を恐おそる恐る口にしてみた。

「もしかして、今までに描いた二十二人……全員出てるんですか？」

「当然よ」

　そして紗衣はこくりと頷いた。

　当然……か。そりゃそうだよな。最近の四人だけが特別ってことはないよな。

「じゃあ、いま北原さんちに二十二人の美少女が？」

「同時に全員登場はさすがにないわ。でも、割ととっかえひっかえ」

「そ、それは……」

　何と羨うらやまし──イヤけしからん。じゃあどう考えてもそれが原因じゃないか。

　紗衣が光宏に萌もえの心で負けている理由。それは彼女の美少女量産体制が原因に他ほかならない。

　紗衣がキャラを描けば描くほど、彼女の周りに可愛かわいい女の子が溢あふれ、その結果一人一人への萌え心も分散されていく。で、結局女の子達は光宏の方に流れてくる、と。

　なるほど、こういう仕組みだ。悪いのは紗衣だ。光宏に非はない。

　彼女にもそれが理解できたのだろう。顔をうつむけ、フゥと溜ため息を一つ漏もらした。作者ならではの憂ゆう鬱うつか。

「困ったわね。みんな大切な私の嫁よめなのに」

「ヨ……？」

　まあ、今の台詞せりふは聞かなかったことにして。

「北原さん、これはあくまで僕の意見だけど……」

　光宏は気を取り直し、彼女に言った。

　少し深呼吸してから、極力真面まじ目めな口ぶりで。

「きっと、一人の人間が恋こいしていい相手は一人までなんだ。だからもし今の状じよう況きようが嫌いやなら、辛つらいとは思うけど、本当に好きな娘こをちゃんと一人だけに絞しぼって──」

「でもでも、ハーレムの方が断然いいと思わない？」

「いや、あの……」

　おいそこで開き直るのかよ。

　光宏の絶句などお構いなしに、紗衣は今の自分の言葉にうんうんと納なつ得とくしだした。

　嗚あ呼あ北原さん、あなたはやっぱり女め神がみです。ダメな意味で。

「可愛い女の子に大勢で囲まれてイチャイチャしたいって、きっと不変の願望だと思うのよ。葛本くんだって覚えがあるでしょう？」

「いや勝手に決めないでくださいよ。そりゃ本音を言えば、そういうのも楽しいかもとは思うけど……」

　楽しいのだろうか。大変そうだけど。でもまあ、囲まれてイチャイチャの実体験があるわけではないし、いったいどんな具合になるのやら。

　一度気になりだすと止まらない。光宏はつい心の中でイメージしてしまう。

　例えば、例の四人が、同時にちやほやしてくるシチュエーション。場所は……どこでもいい。何ならこの教室でもいい。放課後、夕ゆう陽ひの差すこの教室で、四人が光宏に向かって口々に言うのだ。

「ミックン、ボクのことが一番好きだよね？」

「あらご主人様、わたくし以外にご主人様のお世話はできませんわよ？」

「ミックン、わたしの恥はずかしいところ、いっぱい見ちゃったんだもん。責任……とってね？」

「私以外の子にそんな……。わ、私だって素す直なおになりたいんだからぁっ！」

　──ってなことを同時に言われて迫せまられた日には！　……あ、出てきた。

「しまった。つい自分の妄もう想そうに萌えてしまった……」

　光宏が後こう悔かいしようとも時すでに遅おそし。ポケットに突つっ込んでおいた携けい帯たい電話から、ぞろぞろと四人の美少女達が出てきてしまう。

「どういうこと？　なぜ一気に四人なの？」

　紗衣の驚きよう嘆たんなど気にも留めず、いきなり目の前に並ぶ萌えキャラ軍団。カリン、アサミ、ナギサ、ユキが勢ぞろいし、一様に頰ほおを赤らめ、光宏にわっしとしがみつく。

「ミックン、ボクのことが一番好きだよね？」

「あらご主人様、わたくし以外にご主人様のお世話はできませんわよ？」

「ミックン、わたしの恥ずかしいところ、いっぱい見ちゃったんだもん。責任……とってね？」

「私以外の子にそんな……。わ、私だって素直になりたいんだからぁっ！」

　数秒前の脳内劇場とまったく同じ台詞がそこに展開された。

　ただ違ちがう点が一つ。女の子はもう一人いる。

「葛本くん！」

「すみません！　ホントすみません！」

　激げき怒どする紗衣にぺこぺこと頭を下げながら、光宏は心底から自分の不ふ甲が斐いなさを呪のろうのだった。
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　とまあこんなわけで、紗さ衣えとの関係もだいぶ気まずくなってきた梅雨つゆ時のこと。そのメールは日曜日の午前中、唐とう突とつに来た。

「あれ、何だ？」

　休日の常として、部屋の隅すみに積んであったギャルゲーなど消化していると、不意に携帯電話が着信音を鳴り響ひびかせた。

　いったい誰だれだろう。今いいところなんだけどな。たぶんここで二番目の選せん択たく肢しを選べば、ヒロインのおうちにお呼ばれするイベントが起きて、きっと「今パパもママもいないの」ってな意味深の台詞があって──。

「って、北原さんじゃないか！」

　差出人の名前を見て、光みつ宏ひろはようやく我に返った。紗衣の方からメールをよこすなんて初めてのことだ。いったいどういう風の吹ふき回しだろう。

　慌あわてて本文に目を通す。顔文字や装そう飾しよくなどは一いつ切さいない、同世代の女の子にしては珍めずらしい簡素な文面だ。

　が、肝かん心じんなのはその内容の方で。

「ええと、なになに……今日もし空あいているなら、すぐうちに来てください」

　うち？　うちって誰の？　もしかして北原さんの？

　じゃあこれはつまり──北原さんちにお呼ばれされている、と？

　文章の意味を理解するのに一分かかった。さらに着き替がえるのに十分かかった。

　とにかくその時家にあった中で一番まともな服に身を包み、光宏は取るものもとりあえず飛び出した。しかし、この時彼は慌てすぎて、大事なことに気づかなかったのである。

　あの北原紗衣が、まともな用件で自分を呼び立てることなどないのだ。




「ここが北原さんのうち……」

　町外れの閑かん静せいな高級住宅地の一角にて。そびえ立つ一いつ軒けんの豪ごう邸ていを見上げ、光宏は思わず足を硬こう直ちよくさせた。

　でかかった。初めて見る北原家は、まさに「お屋や敷しき」以外の何ものでもなかった。

　やたらと続く白い塀へいの向こうに、緑に覆おおわれた庭が広がっている。ところどころに植え木で形作られた動物達──トピアリーというものらしい──がいるのは、さすが芸術家の住まいといったところか。

　その奥に待つ白い洋館にも、玄げん関かんや窓まど枠わくなど、至る所に精せい巧こうな彫ちよう刻こくが施ほどこされている。そして、ドアにノック用の金色ライオンが付いているのもお約束。

　あいにく空は曇くもっているが、もし晴れた日にこの邸宅を見れば、さぞかし眩まばゆく輝かがやいていることだろう。

　……と偉えらそうに建築批評など並べたところで、光宏はまだ門の外にいるわけで。

「えっと……これはどんな顔をして入ったらいいんだろう」

　いくら何でも気き後おくれしてしまう。表札を何度も確かく認にんし、ここが紗衣の家に間違いないことは納なつ得とくしたが、さてどうしたものか。

　いや、べつに呼ばれて来たのだから、チャイムを鳴らせば済む話だとは思うけど──。

　もし、だ。もし紗衣ではなく家族の人が出てしまったら、何て言えばいいんだ。

　曲がりなりにも彼女は北原家の一人娘むすめ。押しも押されもせぬ天下のご令れい嬢じようだ。そこへ休日に男が一人で訪ねてきたらどうなるか。

　まさか「お嬢様を誑たぶらかす不届き者め！」とか叫さけんで客に鉄てつ拳けんを炸さく裂れつさせるようなナイスな老ろう執しつ事じは──さすがに現実にはいないか。さっきやってたギャルゲーにはいたけど。

　まあ、いつまでグダグダしてても仕方がない。光宏は心を決め、門に取り付けられたインターホンにそっと指を伸のばした。

　さすがに豪邸。ボタンさえでかい。ちょっと感動する。

「はい、どちらさまでしょうか？」

　ピンポンと同時にスピーカーから声が響いてきた。女性の声だ。しかも、かなりの美声。

　ていうか、こんな声の声優さんがいなかったっけ。あと、こんな声の女の子にも覚えがあるんだけど。

「あの……紗衣さんにお呼ばれした葛かつ本もと光宏ですが……」

「はい葛本様。お待ち申しておりました。どうぞお入りくださいませ」

　うん、やっぱりこの声、聞き覚えがある。もしかしたら、こないだ屋上で「その締しまりないお口をお開けください。はい、あーん♪」とかやってくれた、あの人じゃなかろうか。

「あ、あの、アサミさん……ですか？」

「……どうぞお入りくださいませ」

　こちらの質問には答えてくれず、アサミと思おぼしき女性は静かに同じ台詞せりふを繰くり返した。

　そして門が自動的に開かれる。おそらくリモコン式なのだろう。光宏はおっかなびっくり、北原家の敷しき地ちへと足を踏ふみ入れた。

「アサミさんって、普ふ通つうにここでメイドやってるのかな」

　トピアリーの動物達に見つめられて歩きながら、ふと素そ朴ぼくな疑問を口にしてみた。

　でも、そんなことってあるだろうか。彼女はあくまで二次元なわけだし、紗衣の前ならともかく、家族の人達と堂々と顔を突つき合わせられる存在ではないはずだ。

　いや、それは光宏の感覚に過ぎないのか。自分はかつて、カリンやユキを家族の目に触ふれさせまいと必死になっていたが、もし紗衣なら──思うままに二次専道を突き進んでいる紗衣なら、家族にそのことをカミングアウトしていてもおかしくない。

　だとしたら、アサミがメイドとして働いててもいいわけだ。さらにもっと邪じや推すいするなら、あるいは紗衣の両親も二次専とか……おっと、それはさすがに嫌いやすぎる。

　まあ、いくら空想したところで真相は分からないわけで。

　深く考えるのはやめにして、光宏はようやくドアの前に行き着いた。雄お々おしいライオンの頭がこちらを睨にらんでいる。「早く俺を鳴らせよ平民野や郎ろう」とでも言いたげだ。

　うん、実物を見るのは初めてだ。ぜひ鳴らしてみたい。

　少し心をときめかせて、彼はライオンの咥くわえた金の取っ手に触れようとした。

　同時にドアが内側からガチャリと開かれた。

「あ、ライオンが……」

「どうぞお入りくださいませ、葛本様」

　案の定、出で迎むかえてくれたのはアサミだった。実に絶ぜつ妙みようなタイミングだ。

「お嬢じよう様さまがお待ちです」

　二次元メイドはいつものＳな素そ振ぶりなどまったく見せず、静かにそう告げた。

　なるほど、あくまでここの使用人として振る舞まっているわけか。でも、たぶん他ほかの客が来ても応対できないだろうな。何しろどう見ても萌もえ系二次元キャラなんだし。

　そんなことを考えながら、アサミの案内に従って中に入る。完かん膚ぷなきまでの洋館だが、中は土足厳禁と見えて、普通にスリッパが出された。

　履はき替かえて、そこから大広間へ入った。ここもまた壮そう観かんだ。天てん井じようにはシャンデリア。床ゆかには真っ赤な絨じゆう毯たん。正面には幅はば広ひろい大階段が構えられ、少し上がった先の踊おどり場には、ここの当主と思われる男性の立派な肖しよう像ぞう画がが飾かざられている。

　当主──つまり紗衣の父親だ。今日はこの家にいるのだろうか。

「こちらへどうぞ」

　アサミが先を促うながす。光宏はキョロキョロしながらも、おとなしく後へついていく。

　広間の隅すみに飾られた彫刻。廊ろう下かの壁かべに並ぶ絵画。いずれも美術品が目立つのは、やはり父親の趣しゆ味みだろう。萌えっ娘こオンリーの紗衣とはまったく違ちがう。少し安心する反面、彼女は家族と美的センスが合わないのではないかと、いらぬ心配までしてしまう。

　ところで、その家族はどこにいるんだ。さっきからアサミしか見当たらないが。

「あの、アサミさん。今日は、この家の方は……？」

「お嬢様ならこの先でお待ちです」

　うん。それはそうだろうが。

「そうじゃなくてですね、この家の──北原さんのご両親とか」

「ああ、あの方々ならお仕事でご不在でございます」

「はあ、そうですか」

　あの方々？　何とも他た人にん行ぎよう儀ぎな口ぶりだけど、いいのかな。こういうお屋や敷しきのメイドさんって、やっぱりそれ相応の厳しい礼儀作法を守らなきゃいけないんじゃなかろうか。

　だから光宏は、恐おそる恐る訊たずねてみた。

「えっと……『ご主人様』とは呼ばないんですか？」

　するとアサミはくすりと笑い、ゆっくりとこちらを見る。

「葛本様、わたくしのご主人様は、一人だけでしてよ？」

　ゾクッとするような、魅み惑わく的な声だった。

　何だろう、もしかして、それって僕のことなんじゃ……。

　だがその時、不意にアサミの視線が動いた。光宏の後ろ側に向けて。

　そして。

「あら、ご主人様」

　そう言った。

　光宏はとっさに後ろを振り返った。いったいそこに誰だれがいるのか。得体の知れない緊きん張ちように駆かられ、全身を強こわ張ばらせ──。

　それからすぐに呆ほうけたような顔になった。

　無理もない。そこに立っていたのは、彼もよく知っている人物──というかキャラの一人だったからだ。

「アサミちゃん、お姉さまが早くしなさいって言ってるよ。ボクも待ちくたびれちゃった。あ、葛本くんいらっしゃい♪」

「カリンちゃん……今日は『葛本くん』なんだね」

「え、何のこと？　キミって葛本くんだよね？　ボク、名前間違って覚えてた？」

「いや、そうじゃないんだけど。ま、いいよ」

　いつも「ミックン」って呼んでくれてるのにな。

　光宏は妙な寂さびしさを覚え、それと同時に、アサミの今の「ご主人様」がこのカリンであることを思い出した。そう、「ミラージュ・ネル」の公式設定でそうなったのだ。

　ついでに言うなら、光宏はこの二人にとって、「お姉さま」もしくは「お嬢様」のもとを訪おとずれた、ただの客人に過ぎない。

　要するに、今日の彼女達の召しよう喚かん主しゆは紗衣なのだ。まあ、当たり前だけど。

「フフ、カリン様はちょっとおバカさんでいらっしゃいますから、お間違えになるのも無理はありませんわね」

「あ、ひどーい。ボクおバカさんじゃないもんっ！」

「あらあら、そうやってすぐにむくれるところ、大変愛らしゅうございますわ。後でその愛らしい顔を武器に、たっぷりお嬢様にダッコされてくださいませ。それともお嬢様よりわたくしの方がよろしいですか？　またおねだりしてくださるなら考えてもよろしいですけど。ねぇ、ご主人様？」

「ちょっと、葛本くんが聴きいてる前でそういうこと言わないでよぉ……」

　アサミのからかいに、真っ赤になって恥はずかしがるカリン。ああ、これだ。これこそ公式設定そのままだ。アサミさんもちゃんとＳだ。

　あと、ダッコについてはもう少し詳くわしく問いただしたい気がする。

「さあお客様、こちらへ」

　質問は受け付けませんとばかりに、アサミが先へ歩き出した。光宏は慌あわてて後を追う。その後ろからトコトコとついてくる魔ま導どう士し見習い。三人が向かった先は、廊下の突つき当たりにある両開きの大おお扉とびらだった。

「どうぞ」

　メイドが扉を開いた。その先に、驚おどろくべき光景が広がっていた。

「こ、これは……」

　思わず息を呑のんだ。

　おそらくダイニングルームだろう。南向きの明るい広間の中央に、白いクロスをかぶせた長テーブルが据すえられており、その周りをいくつもの椅い子すが囲む。食しよく卓たくを彩いろどるのは、焼きたてのパンを切り分けて作ったサンドイッチと、ポットに入ったホットミルク。ちょうどランチの真まっ只ただ中なかのようだ。

　が、問題はそこではない。そのランチをつまみながら和なごやかに談だん笑しようしているのは──。

「あっ、あの子は『ミラージュ・ネル』の萌もえキャラ第一号のネコ耳娘むすめじゃないか！　それにあっちは、訪問者の人気投票で一位を取った妹キャラ。それから向こうにいるのは巫み女こさんにチャイナドレスに幼おさな馴な染じみに……」

　凄すごすぎる。揃そろいも揃った二十二人。いずれも歌川ミウミがこの一年で描えがき続けてきた二次元の美少女達だ。

　興奮して辺りを見回す光宏の目に、上座に陣じん取どる紗衣の姿が映った。淡あわいピンクのドレス姿が愛らしい……はいいとして、膝ひざの上にナギサを乗せ、カップにミルクを注つがせているのはどういうシチュエーションだ。手は隣となりに座ってるユキの太ふと腿ももの上だし。ここはキャバクラか。

「いらっしゃい、葛本くん」

　彼に向かって、この屋敷の令嬢は静かに微ほほ笑えんだ。

「北原さん、これはいったい……」

「フフ、驚くことはないわ。見てのとおり、今日はハーレムの日よ」

「は、ハーレムの日？」

　何ですかそれは。新しい国民の祝日か何かですか。

　わけが分からぬまま、光宏は怪け訝げんな顔で紗衣を見つめ返す。

「そう、ハーレムの日。つまり私がハーレムで楽しむ日よ」

「はあ。それでこんなにたくさんの女の子を？　でも確かこの前、一度に全員が抜ぬけ出てくることはないって……」

「そうね。だけどあなたが同時に四人召喚したのを見て、やれるならやってみようって思ったの。私も二十二人全員とキャッキャウフフしたいもの」

　何てこった。キャッキャウフフと来た。

「幸い今日はお父様もお母様もお仕事でいないし、ハウスキーパーの方達もお休み。だから試ためすにはもってこいだと思ったわ。つまりこれはハーレムの実験よ」

「いや、実験て」

　家に一人だからって、他ほかにやることはないのかこの人は。暇ひまなのか。暇人なのか。

　それに──分からない。べつに紗衣がハーレムパーティーを開くのは勝手だが、なぜそんな場所に自分が呼ばれてしまったんだ。

　まさか……参加ＯＫ？　それはそれで心が躍おどるかも。

　光宏はどう判断したものか迷い、とりあえずアサミの方を振ふり返った。だいたいお嬢じよう様さまが奇き行こうを働いた時は、メイドさんからフォローがあるのがお約束。なんだけど。

「あらあら、ナギサさんったら焦あせってミルクを零こぼしてますわ。はしたない子。あとでお仕置きして差し上げないと……」

　ダメだ。普ふ通つうにＳだ。

　仕方なく紗衣の方に近寄る。彼女はすでに光宏のことなど放置して、ナギサのスクール水着に零れ落ちたミルクをナプキンで拭ふいてやっている。

「ふふ。ナギサ、そんなにもじもじしては拭きにくくってよ？」

「お、お姉さまくすぐったいよぉ。あ、やだ。男の人が見てるぅ……」

　まるで覗のぞき魔扱あつかいだ。ナギサも今日は「ミックン」とは呼んでくれないらしい。

「も、もう。お姉さまったら、なんで私にかかった分は拭いてくれないのよぉ……」

　横っちょではユキがツンツンしている。もちろん光宏ではなく、紗衣に対して。

「あらあら。ユキはいつも、自分で拭くからいいって拒こばむじゃない」

「そ、それはそうだけど……そうよ、自分で拭くもん！　拭けるもん！　べつにお姉さまに拭いてほしくなんかないんだからぁ！　ぅぅ、でも、少しは拭いてくれたって……」

　ああ、なんかいい感じにツンデレってるよ。お客そっちのけで。

　何かやるせない気持ちが湧わき起こりそうになる中、光宏はどうにか平静を保とうと、目の前の二次専少女に訊たずねる。

「えっと、北原さん、僕はここで何をすれば……？」

「あら、そういえば言ってなかったわね。実はあなたにお願いがあるの」

「お願い？」

「ええ。見てのとおり、今日は私がこの娘こ達とイチャイチャする日。だから葛本くん、あなたには──」

　おとなしくしててほしいの、と彼女は真顔で答えた。

　何だそりゃ。

「おとなしく……とは？」

「おとなしくはおとなしくよ。いつもみたいに私からこの娘達を奪うばわないよう、萌える心を抑おさえてじっとしててほしいの。せっかくこうして全員呼び出したのに、一人でも欠けたらハーレムにならないじゃない」

　いや、一人欠けたとしてもまだ二十一人いるし、充じゆう分ぶんだとは思うけど。

　しかし言いたいことは何となく理解できる。ここ数日、光宏は片っ端ぱしから女の子達を召しよう喚かんし、紗衣の怒いかりを買っていた。それはひとえに、彼女の相手を奪っていたからに他ならない。

　光宏が女の子を呼び出せば、その娘こは紗衣の前から──つまりこの家から消える。そして十中八九、葛本家の一室に現れる。この法則がある以上、紗衣にしても簡単にハーレムパーティーを楽しむことはできないのだ。

「でも葛本くんをこの家に招いておけば、万が一また勝手な妄もう想そうで女の子を連れ去ったとしても、最悪この家から出ることはないでしょう？　うん、我ながら素す晴ばらしいアイディアね」

「あの、それが僕を呼んだ理由ですか……」

　つまり、「ほっとくと危険だから拘こう束そくしとけ」と。何だと思われてるんだ自分は。いや、前科があるからだと分かってはいるけど。

「で、具体的に何をしてればいいですか？」

「そうね……。葛本くん、お昼は食べた？」

「いや、まだですけど」

　何しろいきなりのお誘さそいだったから、それどころじゃなかったし。ああ、そういえばここのサンドイッチ、結構おいしそうだな。

　うん。この流れからしたら、この場で一いつ緒しよに食事ぐらいはさせてもらえるかも。それって結局パーティーに参加してることになるよな。確かに女の子達は北原さんのことしか眼中にないけど、でもこの花はな園ぞのみたいな光景を眺ながめながらってのは悪くない。いやむしろじっくり見たい。凝ぎよう視ししたい。

　そんな光宏の心の中でも読んだか、紗衣はおもむろにニッコリと笑った。

「それじゃ、せっかくだからお食べなさい」

　まるで天使のような笑え顔がおだった。




「──別室でね」

「はい……」

　光宏は、空気が抜ぬけたような声でおとなしく頷うなずいた。
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「それじゃあ葛かつ本もとくん、サンドイッチここに置いとくね？」

「うん。ありがとう、カリンちゃん……」

　客間に通された光みつ宏ひろは、案内してくれた魔ま導どう士し見習いにひとまず礼を言った。アサミはナギサのお仕置きに夢中のようなので、代わりに彼女が案内役を仰おおせつかったのだ。

　しかし、他人行ぎよう儀ぎなところが相変わらず哀かなしい。いつも光宏が呼び出した時なら、すぐ隣となりに引っ付いて「ミックン、一緒に食べよ♪」とじゃれてくるのだけど。

「さ、早くお姉さまのところに戻もどらないと」

　忙せわしなくローブをはためかせ、カリンが部屋を出ていこうとする。

　そう、彼女はいま光宏よりも紗さ衣えに夢中なのだ。早くキャッキャウフフしたいのだ。

「ねえ、カリンちゃん」

　光宏は、思わず呼び止めた。

「なぁに、葛本くん？」

　カリンがくるりと振ふり返る。あどけない瞳ひとみを彼の方に向け、くいと小首を傾かしげる様は、いつもと変わらないけれど。

「カリンちゃんは……北原さんと一緒だと楽しい？」

「うんっ♪」

「他ほかにいっぱい女の子がいて、その全員が北原さんと、その……仲良くしてたとしても？」

「うん、ボクは平気だよ？　だってボクもお姉さまのこと大好きだもん」

　あくまで無む邪じや気きにカリンは言い切った。おそらく本音に違ちがいないのだろう。この少女はもともとこういう性格のキャラで、紗衣の妄想に忠実に動いているだけなのだから。

「そう……。あ、ごめんね。変なこと訊きいちゃって」

「ううん、いいよ。じゃあまた後でね。何かあったらそこのベルを鳴らして。アサミちゃんが来ると思うから」

　それじゃと言い残し、今度こそカリンは去っていった。

　光宏はようやく独りになった。

　ふかふかのソファに腰こしを下ろし、背中を丸めた。目の前のテーブルにサンドイッチが置かれているが、いまいち手をつける気になれない。

　それよりも、心の中がもやもやする。理由は簡単だ。寂さびしいのだ。

「僕は……結局何でここにいるんだろう」

　ついそんな言葉が口をついて出た。

　休日の真っ昼間、紗衣に呼ばれていそいそと来てみればこの始末。何のことはない、ただ要注意人物として軟なん禁きんされただけじゃないか。確かにパーティーの邪魔をされたくないのは分かるけど、だからって軟禁はない。切なすぎる。

　一度会場のきらびやかな光景を見せられただけに、今ここでひとりサンドイッチと睨にらめっこをしているのが虚むなしかった。

「でも……北原さんも今までこんな気持ちだったのかな」

　大好きな女の子達を光宏にことごとく盗とられ、いつも腹立たしそうにしていた。その彼女の切なさが、今は何となく分かる気がする。

　そういう意味では、絵の女の子が実際に抜け出すって、難しい問題なのかもしれない──。光宏はふと、そう思った。

　オタク界では気軽に二次元キャラを持ち上げ、「○○は俺の嫁よめ」などと言って喜んでいる人が大勢いる。しかしあれは、実際に嫁にするのが不可能だから言える言葉だ。

　現実に存在しない二次元キャラを嫁にするとしたら、それこそ妄もう想そうに頼たよるしかない。そして誰だれがどんな妄想を繰くり広げたところで、困る人間は一人もいない。すべての男性が平等かつ平和に、お目当ての美少女と（妄想の中で）愛を語らい合うことができる。

　でも──もしその子が三次元世界に現れて、誰か一人の嫁にしかなってくれないとしたら？

　その結果がコレだ。今の紗衣と光宏のように、奪うばい合いになるわけだ。

　しかし女の子が実際に現れている以上、避さけられないことでもある。そして、これはもう二次元を愛めでるとかのレベルじゃない。

　誰もが一人の少女を愛いとおしいと思い、手に入れたいと切に願う。だから自分は誰よりも強きよう烈れつな愛の心を示し、何としてもその娘こを自分の方に振り向かせる──。

　そこにはもはや、妄想頼だのみの都合のいい関係は存在しない。普ふ通つうに恋こいの鞘さや当あてだ。

　そして、だからこそ──。

「やっぱりずるいよ。二十二人全員独り占じめは」

　光宏の言葉がついに核かく心しんに触ふれた。ハーレムに問題があるとすれば、「ずるい」以外の何ものでもない。

　ああそうだ。ずるい。ずるすぎる。ていうか交ざりたい。僕もあの会場でみんなと一いつ緒しよにキャッキャウフフしたい！

「でもキャッキャウフフって……」

　どんなことをするんだ。興味が尽つきなさすぎるよ、北原さん。

　おかげでまたも妄想に囚とらわれそうになり、光宏は慌あわてて首を横に振った。本音ではずるいと叫さけんでも、やはり紗衣の機き嫌げんを損そこねたくはなかった。

　しかしそれは、心の欲求を悶もん々もんと煮に詰つめていく行こう為いに他ならず。

「……やることないな」

　持て余したこのひと時が、さらにその悶々を後押しした。




　そして──事件は起きた。
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「葛かつ本もとくん、開けていいかしら？」

　不意に聞き覚えのある声がして、光みつ宏ひろは丸めていた背中を伸のばし、顔を上げた。

「北原さん？　どうぞ」

　すぐに応こたえると、キィと微かすかに扉とびらをきしませて、紗衣が入ってきた。

　いつの間に着き替がえたのか。白いノースリーブのワンピースをまとい、肩かたにはこれまた白のショールをかけている。そういえば少し肌はだ寒ざむい。来た時は曇くもっていたけど、もしかしたら雨でも降りだしたのか。

　窓の方に目を向けると、案の定、ガラスの表面に細かな筋が幾いく本も走っている。今まで全然気づかなかった。困ったな。傘かさなんか持ってきてないのに。

「雨ね」

　光宏の視線に気づき、紗さ衣えは見たままを口にした。

「ゆっくりしていくといいわ。急がないのでしょう？」

「うん、それはまあ、そうなんだけど」

　急がずのんびりと、ここで何をしていろと？　せめて話し相手でもいればいいのに。

「ねえ葛本くん」

　彼の心を読んだかのように、紗衣が微ほほ笑えんだ。

「よかったら──あなたも一緒に来ない？」

「え……？」

　思わず耳を疑った。それってつまり、自分もハーレムパーティーに参加していいというのか。あの二次元美少女達と一緒にキャッキャウフフしちゃいなさいと言ってるのか。

「……いいの？」

「構わないわよ。作者の私が言うのだから安心なさい」

　作者様のお許しが出た。これほど心強いものはない。

　光宏はつい緩ゆるみがちになる頰ほおをどうにか引き締しめ、はやる気持ちを抑おさえ立ち上がった。嬉うれしくてちょっと足が震ふるえている。我ながら情けないというか浅ましいというか、でも今は反省する時間さえもったいない。

「ついてきて」

「は、はい！」

　紗衣の後ろにつき従い、彼は客間を出た。

　そういえばサンドイッチは──まあ、後でいいや。

「さあ、こっちよ葛本くん」

「あれ、北原さん、そっちは方向が逆じゃ……」

　もと来た方とは反対側に歩きだした彼女に、光宏は首を傾かしげる。

「場所を変えたのよ」

　みんなが待ってるわ、と言って、紗衣は構わず先に進む。

　慌てて後を追った。雨のせいか廊ろう下かが底冷えしている。こんな豪ごう邸ていなのに、暖だん房ぼうは入ってないのだろうか。

　不思議には思った。しかし、些さ細さいなことでもあった。

　ただ心の向くままに、女の子達の待つ一室を目指し、彼は歩いた。

「さあ、ここよ」

　紗衣が立ち止まった。すぐ前に扉がある。その扉の隙すき間まから、大勢の女の子達の笑いふざけ合う声が漏もれ聞こえる。

　胸が高鳴った。

　紗衣に目で確かく認にんしてから、彼はおずおずと扉を開いた。

　そして。

「こ、これは──」

　先ほど食堂で見た時よりもはるかな衝しよう撃げきが、そこにあった。

　薄うす暗ぐらい部屋の中に、総勢二十二人の二次元美少女達がひしめいている。奥に据すえられた巨きよ大だいなベッドを中心に、クッションや絨じゆう毯たんの上など、思い思いの場所に座り、あるいは寝ねそべり。

　しかも特筆すべきはその衣服だ。こちらもいつの間に着替えたのか。

　例えばカリンは白のローブの下に、白のキャミソールだけをまとい。

　例えばアサミは白のビキニスタイルに、白のエプロンだけを結ゆわえ。

　例えばナギサは白のスクール水着で恥はずかしそうに身を包み。

　例えばユキは白のパジャマをゆるりとはだけ。

　誰だれもが白い。紗衣に倣ならったかのようにただ白く、そして官能的ですらある。

　彼女達は、ある者は互たがいに頭を撫なで合い、またある者はもたれ合い。抱だき合い、そして時に軽く唇くちびるを重ね合い。心赴おもむくままにふざけ、戯たわむれ合っている。

　その光景の、何と美しく艶あでやかなことか。

「ユリ畑だっ！」

　光宏は感極きわまって叫さけんだ。

「すごいユリ畑だっ！」

「あらあら、私達が来るまで好きにしてなさいとは言ったけど、ちょっと好きにしすぎてるわね、これは」

　紗衣はくすりと笑い、少女達の中に分け入っていく。

「みんな、葛本くんが来たわよ。一いつ緒しよに遊んであげなさい」

「はい、お姉さま」

　まず立ち上がったのはカリンだった。薄手のローブをはらりと絨毯に落とし、キャミソール一つになってこちらに歩み寄ってくる。

「ねぇ、一緒にあそぼ？」

「う、カリンちゃん、ちょっと待って……」

　思わず緊きん張ちようして後あと退ずさろうとした。が、すぐ背後から別の女の子に抱きすくめられた。

「フフ、こんなにドキドキしちゃって。いけない子でございますね」

　アサミだ。服装が服装だけに、背中にピッタリと密着してくる肢し体たいの感かん触しよくが生々しい。

　彼女は滑なめらかな指で光宏の胸むな元もとをさすりながら、器用にシャツのボタンを外し始めた。これは──ちょっと待ってくれ。こんなことされていいのか。

「恥ずかしいの？　でも、わたしも恥ずかしいんだよ？」

　頰を赤らめ、ナギサが媚こびるような目で見つめてくる。いつぞやのように隠かくしきれないボディを両りよう腕うでで押さえたあのポーズで、もじもじと身を揺ゆすり。

「そ、そうよ。私だって恥ずかしいの我が慢まんしてるんだから……。ちょっとぉ！　そんなにじっくり見ないでよぉっ！」

　ユキもまた言葉とは裏腹に、際きわどい谷間をしきりにチラつかせる。

「葛本くん、そんなところに立ってないで、こっちへ来なさいな」

　いつの間にかベッドの方に移動していた紗衣が、妖よう艶えんな手つきで手招きをした。ショールが落ち、丸い肩かたが剝むき出しになる。

　光宏は──もう何が何だか分からなくなり、フラフラと彼女のもとへ歩み寄った。

　スリッパを脱ぬぎ捨て、恐おそる恐るスプリングの利きいたベッドに乗ると、その弾だん力りよくについ身体からだのバランスが崩くずれる。

　思わず倒たおれ込んだ。ちょうど、紗衣にのしかかる形で。

「あ、ずるいよぅ。ボクだってお姉さまと──」

「はいはい、カリン様はわたくしがイチャイチャして差し上げますわ」

　すぐそばでカリンとアサミの戯れ声を聞きながら、光宏は息を呑のんで紗衣の顔を見下ろした。
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　美しい。芸術的なまでに美しい。

　だが見とれる間もなく、別の女の子がそばへ寄ってくる。

「わたしも、わたしも交ぜてほしいです……」

「わ、私だって一緒に……仕方ないから、交ざってあげるんだからぁ……」

「あらナギサもユキも、我慢ができないのね？　いいわよ、いらっしゃい」

　お姉さまの許しを得て、スク水少女とツンデレ娘むすめが二人の間に割り込んでくる。紗衣はさっそく彼女達の身体を抱きしめ、さわさわと撫でさする。

「お姉さま、くすぐったいです……」

「ひゃっ！　そんなの……くすぐったくなんかないのにぃ……」

「フフ、二人とも、こうされたくて来たのでしょう？　ほら、葛本くんがこんなにまじまじと見てるというのに」

「やだ、そんなに見ないでよぉ……」

「いやあの、僕はべつにそんな」

　ゾクゾクするような少女達の視線を受け、光宏は慌あわてて言い繕つくろう。しかしそこへすぐにアサミが迫せまり、意地悪に微ほほ笑えみながら。

「女の子の痴ち態たいをそんなにじっくりご覧になって……まるでヘンタイでございますね。これはもう、お仕置きですわ」

　またも背後から抱きすくめられた。身をよじって抜ぬけ出すと、今度は腕がナギサの柔やわらかな部分に触ふれ、「ひゃうんっ」とあられもない声を上げさせてしまう。

　後ろにはメイド。前にはスク水少女。右を見ればカリンの恍こう惚こつとした表情が。左を見ればユキの火ほ照てりすぎた視線が。

　もうどこへ身を落ち着ければいいのか分からず、おろおろしていると、哀あわれな子羊を救うかのように、紗衣がこちらに白い腕を伸のばしてきた。

「ねえ葛本くん」

「な、何ですか？」

「私にも……してほしいの」

「な、何を……？」

　恐る恐る、彼は訊たずねる。幾いくばくかの不安と、たっぷりの期待を込こめて。

　それを受け、彼女ははにかむようにしながらも、とろけるような甘い声で囁ささやいた。

「後ろから──ギュッてして？」

　その言葉だけで、光宏の臨界点は突とつ破ぱした。

「北原さんっ！」

　叫さけび、力の限り抱だきしめた。

　そして、思い出した。

　ああそうだ。僕は北原さんを好きになった時──初めて恋こいをした時、こうやって彼女を抱きしめたいと願ったんだ。

　愛いとしい人をこの腕に抱きしめ、時の許す限りいつまでも。いやたとえ世界が滅ほろびようとも、決して彼女を離はなしたりはしないと、心に誓ちかったはずなんだ。

　毎晩感情が高ぶって治まらなかったあの頃ころの、胸の高鳴りが内に溢あふれ、光宏はその腕に力を込める。

「フフ、きついわ、葛本くん」

「ご、ごめん北原さん！　でも僕、もう止められない！」

「構わないわ。でも、私一人だけを相手にしては駄だ目めよ？　だって今日は楽しいハーレムの日なんだもの」

　光宏に抱きすくめられて身体からだ中を火照らせながら、紗衣は周りを見回す。

　総勢二十二人の女の子達が、羨うらやましそうに二人を見ている。

　光宏は喉のどをゴクリと震ふるわせた。同時に、一人の少女が代表して前に進み出た。

「カリンちゃん……」

「お願い。ボク達とも一いつ緒しよに……ね？」

「う、うん……」

「わぁい、ありがとう！　大好きだよ、ミックン！」




　そして光宏は、我に返った。

　今、カリンは何と言った？

　ミックン？　でも今日の彼女は、そんな呼び方は一度も──。

「あれ、どうしたのミックン。急に顔色が変わったよ？」

「あらあら、どうなされたのですか？　具合でもお悪いのですか、ご主人様」

　アサミもまた、その主あるじをカリンから光宏へと替えている。

「ミックン、どうしたの？　わたし、もう待てないよぉ」

「もう、しょうがないから相手してあげる。ほ、ほら、抱きしめなさいよぉ……」

　ナギサもユキも、まったく同じだ。

　おかしい。これは──違う。

「どうしたの葛本くん？」

「北原さん。これは……」

　抱きしめていた腕をそっと放し、光宏は紗衣の顔を見た。

　頰ほおを赤らめ、瞳ひとみを潤うるませ、彼女は明らかに光宏に恋をしている。でもこれって、あり得ることなのか。本当に起こるべくして起きていることなのか。

　もしかしたら──ただの妄想ではないのか。

　光宏は気づいた。今この部屋がどうなっているか。

　ハーレムだ。北原紗衣ではなく、葛本光宏を中心としたハーレムになっているのだ。

　そしてここにいる北原紗衣は、光宏のハーレムの一員に他ほかならないのだ。

　つまり──すべては、まやかしだ。




　その刹せつ那な、扉とびらが開かれた。

　振ふり返ればそこには、ペンタブレットを手に構えた紗衣がいた。ベッドの白い「紗衣」とは違ちがう、食堂で見たピンクドレスのもう一人の紗衣が、毅き然ぜんと佇たたずんでいた。

　部屋に立ち込める濃のう密みつな甘い香かおりに、彼女は微かすかに眉まゆを動かし、それから厳おごそかに言い放った。

「みんな──戻りなさい」

　そしてペンタブレットが振るわれた。まずは扉のそばで抱き合っていた少女が二人、三次元世界から消え去った。

　空いた絨じゆう毯たんの上に踏ふみ込み、紗衣はさらにペンタブを動かす。二十人に減った少女は続いて十九人となり、十八人となり。この官能的な空気が霧む散さんしていくかのように、次々と絵の中へ還かえっていく。

「どういうこと？　お姉さまが二人だなんて──」

「目を覚ましなさい、カリン」

　そう言って、紗衣は驚おどろくカリンにもペン先を突つきつけた。それからアサミ、ナギサ、ユキと続き、ついにこの部屋から二次元少女の姿が完全に失われる。

　ただ一人、謎なぞの人物を除いて。

「あなたも……」

　ベッドの上の白い「紗衣」を睨にらみ据すえ、紗衣は静かに言った。

「出てきては駄目よ」

「でも──葛本くんは望んだわ」

「そうね。本当に困ったものね」

　小さく溜ため息をつき、彼女はペンを手に、最後の仕上げをした。

　白い「紗衣」が消えた。

　ベッドの上には光宏だけが残り、ただ呆ぼう然ぜんと、本物の紗衣を見つめ続けていた。
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「信じられないわ。あなた、それでも二に次じ専せんなの？」

「いや、僕は別に二次専なんかじゃ……」

「二次専なら二次専らしく堂々となさい」

「いや、だから」

　聞いちゃいないか。

　光みつ宏ひろは肩かたを落とし、怒おこる紗さ衣えの前で見目も哀あわれにうなだれた。

　あれから甘かん美びの部屋を引き上げ、今は食堂に戻っている。空いた皿だけが残されたテーブルで、光宏は紗衣と二人きりで向かい合い、たっぷりと説教を受けていた。

　二次専なら二次専らしく──とは、何とも妙みような説教だけど。

　いや、ひょっとしたら恥はずかしさを誤ご魔ま化かすための、彼女なりの建て前かもしれない。

　これまで数あま多たの男子をふり続けてきた百ひやく戦せん錬れん磨まの紗衣といえども、今日のようにあからさまに自分が求められたところを目まの当たりにすれば、動どう揺ようは抑おさえられないのだろう。

　何しろ光宏の願望を受けて、抜ぬけ出してしまったのだから。

　さっきの部屋──紗衣の寝しん室しつに飾かざられていた、彼女自身を描いた肖像画が。

　そう、いつもの萌もえＣＧではない。上質な絵の具を筆で延ばし、白いキャンバスを塗ぬり固めた、れっきとした油絵だ。紗衣が持ち前の絵画の腕うでを発揮して、かつて家で鏡を見ながら練習がてらに描いた自画像だった。

　あれが抜け出すなんて今までなかったわ──と彼女は口を尖とがらせて呟つぶやいた。

　ごめんなさいと謝ったものか。それとも、すごい愛でしょうと誇ほこったものか。

　まあ、誇れば間違いなく怒られるだろうから、光宏は素す直なおに「ごめん」と頭を下げておいた。

「まあいいわよ。あなたが前に私のことを好きだったのは知ってるし、今日のところは不問に付ふすけど……もう二度とあんなのは駄だ目めよ？」

「ごめんなさい。ホントごめんなさい」

　ペコペコと詫わびる光宏。と、そこへ食堂の扉を開け、カリンが飛び込んでくる。

「お姉さま、これ、持ってきました♪」

　彼女が手にしたお盆ぼんの上には、さっき光宏が客間に置いてきたサンドイッチの皿が載のせられていた。紗衣に言われて運んできたようだ。

「ありがとうカリン。そこに置いて。……葛かつ本もとくん、それを食べたら今日は帰ってもらえるかしら。もう雨も上がったようだし」

「はい、すみません……」

「いいえ、私の方こそ……ごめんなさい。呼びつけておいて、ちゃんとお持もて成なしもできなくて。大人げないことしたかなって、反省はしてるの。本当よ？」

　その言葉が聞けただけでも、光宏の心は満たされた。彼は小さく微ほほ笑えみ、そっとサンドイッチに手を伸のばす。

　もうすっかりパンがふやけている。それでも口に含ふくめば、間に挟はさまれた玉子のコクと、マヨネーズのほのかな酸味、そしてレタスの瑞みず々みずしさが心ここ地ちよく舌を打った。

「へへ、それお姉さまの手作りなんだよ。おいしいでしょ」

「え、そうなの？」

　カリンの意外な言葉に、彼は目を丸くして紗衣を見る。

　てっきりメイドのアサミ辺りが用意したものと思っていたのだけど。

「どうして不思議そうな顔をするのよ。私がお料理を作って、可愛かわいい女の子達を喜ばせたいと思うのは変なの？」

「変じゃないです！　お姉さまのお料理、いつもおいしくてボク大好きです！」

　ここぞとばかりにカリンが抱だきつく。そんな子犬のような二次元少女の頭をナデナデしながら、紗衣は得意げに「ね？」と目で光宏に訴うつたえかけてきた。

　何が「ね？」なのかはよく分からないけど。

　でも、サンドイッチを頰ほお張ばりながら、光宏は思う。

　今度もしこういう機会があったら、その時はぜひ、できたてを味わおう。

　それからもう一つ。その時は──自分も何か用意して持ってこよう。

　紗衣が喜びそうな、何かを。







　あとがき







　お久しぶりです。東あずまです。まあ、新刊を出すのにずいぶんとかかってしまいました。

　その間にあった紆う余よ曲きよく折せつとアドベンチャーな日々をここに長々と書くには、実にページ数が十八ほど足りないので、割かつ愛あいさせていただきます。とりあえず出せてよかったね、ということで一つお許しを。

　さて、『妄もう想そう少女が～る』だなんて、タイトルからして怪あやしげなこの本ですが……内容は、「女の子がいっぱい出てきてドータラコータラ」という、全人類が大好きなタイプのものです。

　ただしその女の子のほとんどは、ある登場人物の妄想の産物に等しい存在です。俗ぞくに言う「脳内彼女」ですね。なので生なま温かい目で読んでやってくださいませ。

　ついでに各話ごとにコメントなどしてみます。

　第一話……この上なく第一話な展開です。

　第二話……特とく殊しゆな性せい癖へきの人が喜ぶと思いました。

　第三話……えちいです。

　第四話……兄妹きようだい喧げん嘩かって憧あこがれます？

　第五話……一歩間ま違ちがえたらホラーですね。

　ま、こんな感じで。……え？　テキトーすぎるって？　いやいや、まだ本編を読んでない方のために、ネタバレを避さけたわけです。私、親切ですからして。

　ちなみに本編を読んで、「もう一話あったんじゃない？」と思われた方へ。

　おそらく第四話と第五話の間にあった、アレのことですね。実はあのお話──末まつ尾びをご覧になればお分かりのとおり、私以外の人が書いています。

　その人は、とあるウェブ小説サイトの運営者さんなのですが、ちょっとご縁えんがありまして、今回原げん稿こうを使用させていただきました。もちろんご本人や角川書店には承しよう諾だくを得ていますので、ご安心（？）くださいませ。

　……おや、まだ何かツッコミが？　ま、ぶっちゃけ妄想ですから。気にしない気にしない。




　最後になりましたが、謝しや辞じをば。挿さし絵えを描かいてくださったちこたむ様。ありがとうございました。あと、二巻目は秋から冬頃ごろには出る予定って書いといてって二代目担当のＨ様が言っているので、書いておきます。出るそうですよ皆みなさん。どうぞお楽しみに。

　あと、角川つばさ文庫から、『ゲゲゲの鬼き太た郎ろうおばけ塾じゆく』発売中です。こちらもよろしく。

　あと「立体ピ○ロス」のコンテストに匿とく名めいで採用されたのでそちらも（以下略）





東あずま　亮りよう太た　　












妄もう想そう少女が～る




そんなにいっぱい脱ぬげません!?








東あずま　亮りよう太た
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